
平成8年度 I 

第三期「信大Y0 U遊サタデー」の実践

一体験的学習の指導による実践的力量の形成－

Shin-Dαi You Yu Sαturdαy: i 
Saturday Fun Sharing Program at Shinshu University 

-Training for Practical Teaching skills and Qualities-

（平成8年 5月25日・9月14日・ 10月12日）

〆

信州大学教育学部

附属教育実践研究指導センター





まえが き

漆戸邦夫（附属教育実践研究指導センター長）

いじめの深刻化などに伴い、豊かな人間性や実践的指導力を持つ教員の養成が緊急課題で、

あるとして、教育職員養成審議会は、文部大臣からの諮問をうけ、教育実習の期間延長やカ

ウンセリングの必修化など、大学のカリキュラムの改善を含む教員養成制度の見直しの審議

に入っている。

本学においても、教育実習だけを実践的指導力養成の場として捉えるのではなく、広く

様々な教育機関での豊かな教育経験も実践的指導力の基礎を培う力となるという視点から、

臨床経験の農業 「教育参加jを、当センターが担当責任母体となり、平成8年度l年生に必

修で開講した。松本附属学校簡を初め関係教育機関で行われている教育活動に実際学生たち

が参加し、子どもや教師と触れ合う教育実践を通して、学生たちが子ども理解、教師理解、

学校理解を深め教育への関心 ・意欲を高めることを目的としたものである。 l年生の段階で

子どもや教師と触れ合う実践経験は、従来であると3年生の教育実習まで経験できなかった

ので、学生にとって大きな財産である。 2年次以降教科や教職専門科目の授業をうけるにあ

たり、学ぶ意欲や刺激となり、何をどのように学ばなくてはならないかを判断するよりどこ

ろになるものであろうと思われる。

さて、 「信大Y0 U遊サタデーJの源泉は、教育実習を終えてきた学生が、 “もう少し子

どもたちと触れ合う機会が欲しい”という、実践的指導力を培う場を求めたものであった。．

この 「信大Y0 U遊サタデーjの真髄は、学生が単位や畏業と関係なく、全く無償で、自主

的に、教育ボランティアとして参加する点にある。教師という道のプロになるための礎とす

るのだという、学生諸君の「純粋な努力心」にある。 「信大Y0 U遊サタデーJが今後も学

生諸君の純粋なエネルギーにより続けられる限り、この精神は引き継がれていくであろう。

また、その精神が風化したり、授業化されるなど純粋さが保てなくなったとき危機を迎える

であろう。今後も末永く充実発展する格子を見守りたい。

一方、 「信大Y0 U遊サタデーJには以下のような教育的魅力がある。学校週5日制時代

における学校外教育の一つの対応例であり、生涯学習社会の到来を迎えて大学の開放や大学

と地械社会との連携のあり方を模索する上での絶好の素材であるとも考えられることであ

る。

本冊子は平成8年度第三期 「信大Y0 U遊サタデーJの実践報告書である。教材の開発や

充実、キャプテン、スタッフの研修方法や数講座の出前開催、長野市や松本市以外の会場で

の開催など将来に向けての検討課題は山積している。

なお、本年度も（財）長野県テクノハイランド開発機構から財政的な援助をして戴いた。

感謝と御礼を申し上げます。
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( 1 ）平成8年度 「信大YOU遊サタデーJ実施要項

一学生が指導する体験的学習ー

1 .起旨

信州大学教育学部附属教育実践研究指導センタ一

倍大Y0 U遊サタデ一実行委員会

①信州大学教育学部の学生が、自分の得意とする分野で、学生時代でなければできない

ようなユニークなアイデアによる遊びゃ学びの体験講座を開設することによって、学

生生活の活性化を図る。 （学生生活の充実）

②教育学部教官や学生の持っているすぐれた教育力を地域社会に聞き、貢献することに

よって教育学部と地域社会とのつながりを深める。 （大学開放〉

③学校週五日制に対する地域社会や家庭の取り組みがまだ試行錯誤の状況にある現在、

教育学部が率先して地域社会に貢献する。 （学校週五日制）

④教育学部には幼・小 .~i=i .高 ・特殊の各学校の幼児 ・児童 ・生徒に対応できる学生が

学んでいる。この学生たちが自己の持ち味を発部して子どもたちとかかわることによ

って、教師となるための実銭的指導力の基礎を身につける。 〈実践的指導力）

2.実施月日

第 8回

第 9回

第j0回

3.実施会場

第 8・9回

第10回

4.指導講師

5月 25日 （第4土日産日）

9月 14日（第 2土l曜日）

1 0月 l2日（第2土曜日）

9 : 0 0～ I 5 : 3 0 

9 : 0 0～ l 5 : 3 0 

1 3 : 0 0～l 6 : 0 0 

信州大学教育学部キャンパス（長野市西長野6ーロ）

信州大学松本キャンパス（松本市姐 3-1-1)

この企画では体験的学習の指却にあたる学生をキャプテンと呼び、キャプテンを助け

ながらティームティーチングを行う学生をスタッフと呼んでいる。キャプテンはこんな

講座を開きたいと企部した学生がつとめ、スタッフには意欲のある l、2年生も参加で

きる。

今年度の実行委員会組織は次の通りである。実行委貝長加納文香（家庭専攻 4年〉、

副実行委員長丸山和利（理科専攻4年）、コンビュータ部長野本聡（理科専攻4年）、

事務局長小林理英（家庭専攻4年）、今井健文（理科専攻4年〉。

5.参加費

無料。但し、教材費の実質を徴収するものもある。教材作成に係る経費は、センター

の教材作成費から支出する。

6.貨任体制

この企画は附属教育実践研究指導センターの責任において実施する。具体的には教育

実践研究指導分野の土井進教官が指導の任にあたる。学生が行う体験的学習の内容につ

いては、学生が所属する研究室の指導教官に指導案を見ていただくなど、学部教官の協

力を得て実施する。 （問い合わせ先： TEL’FAX 026-237-6127) 
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( 2 ）第三期「信大Y0 U遊サタデー」の特徴と今後の展望

土井 進（附属教育実践研究指導センター）

3年目のY0 U遊サタデーの特徴と今後の展望について、以下の 5点にわたって述べ、

最後にこれまでに実施された10国分の参加者数を表にして示したいと思う。

1 .女性実行委員長のリ ーダーシップによる全員参加型の運営

学生の全く自由な意思による、自発的な教育実践の場として運営されている、 「信大Y

0 U遊サタデーJを持続していく上で最大の課題は、如何にして後継のリーダーを見つけ、

育てていくかということである。第二期も後半にさしかかる頃から、先輩たちの聞では第

三期を引き継いでくれそうな人が全く見当たらない、という悲観論がささやかれるように

なった。しかし、来年のことは来年の人たちが考えることであるから、たとえ第二期でY

0 U遊サタデーが終わることになったとしても、それはそれでいいではないか。今の我々

にできる精一杯の努力をして、今年を充実させることに専念しようと励まし合った。

こうして、未来展望のないまま平成8年の正月を迎えたのであったが、学生たちが正月

帰省から長野キャンパスに戻って来るや異変が起こり始めた。すなわち、 Y0 U遊サタデ

ーがなくなってしまうことはとても残念だ。終わらせるわけには行かないと、 Y0 Uサタ

の将来を心配してくれる学生が、一人また一人と現れるようになった。このような学生た

ちの間から実行委員長の立候補者が2人も現れた。このため立ち会い演説会を聞き、投票

の結果女性実行委員長の誕生となった。

彼女は、これまでの 2年間の運営を側面から見てきて、執行部の学生たちだけが忙しい

思いをしているのではなく、スタ ッフをつとめてくれる学生たちにもオープンに様々な仕

事を担当して もらい、 全員参加の運営によって苦楽をともにする Y0 Uサタを作ろうよ！

と情熱を込めて訴えた。この開放性と平等性を基本とする全員参加型の考え方が圧倒的な

支持を受けた。

この考え方は、女性のもつ細やかな気配りから生まれてきた発想であったと思われるが、

これが具体的な作業の場面で実に大きな力となって発揮された。男子学生が女子学生にモ

ノを言ったのではとても受け入れてもらえそうにないことも、明るい女性の声一つで女子

学生が一致団結するだけでなく、男子学生も大いに本来のパワーを発揮したのである。

信大教育学部は女子学生が6割以上を占めている。やがて我が国の教育界も女性教師の

細やかな気配りと深い教育愛、そして不屈の忍耐によって一歩一歩教育改革を成し遂げて

いく以外に道はない、と私は思っている。

2. 「信大Y0 U遊サタデー」と授業科目「教育参加」の両立

今日のさまざまな教育問題は、教師の資質や実践的指導力の欠如と深く関わっているこ

とが指摘されている。そのため教員養成学部においては、 学生の実践的指導力の基礎を培

うためのカリキュラム開発を行うことが重要な課題となっている。この諜題に立ち向かう

ためには、学生にとって教育実習だけが子どもたちと触れ合うことのできる唯一のカリキ

ュラムとなっている現状を改革し、 今後、学校教育現場における教育実習のみを実践的指
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導力養成の場として捉えるのではなく、広くさまざまな教育機関での豊かな教育経験もカ

リキュラムに取り込んでいくことができる新しい農業の枠組みが必要となってくる。

このような現状認識と将来展望に立って、信州大学教育学部では、専門系科目の中に

1教科に関する科目」「教職に闘する科目」「卒業研究Jと並ぶ新しい枠組みを設定する

ことになった。そして、その新しい枠組みを平成7年度から「臨床経験Jと名づけること

になった。

平成7年度の臨床経験の綬業科目としては、 3年次に実施されている「教育実習」と

I教育実習事前 ・事後指導Jが自動的に位置づけられた。これらに加えて、教育学部とし

ての4年一貫カリキュラムを充実するために、平成8年度から 1年次に臨床経験の農業科

目を新設することについて教授会で検討されるようになった。こうした教育養成カリキュ

ラムの改革という時代の要請の中から誕生したのが「教育参加」 ( 1単位、教育英習と同

般に必修）であった。

YO U遊サタデーのキーワードである 「遊びJや 「ふれあいJ、そして 「体験Jをその
まま授業の柱とした「教育参加jのシラパスが、教授会において承認されたのは、 2年間

に亘る 「信大Y0 U遊サタデーJの実践の成果が評価されたからであると考えられる。

「教育参加Jのシラパスには、 1年生も Y0 U遊サタデーに参加することが盛り込まれて

いた。授業の単位とは無関係に進められてきたY0 U遊サタデーを、敢えて必修科目の中

に取り込んだのは、 l年生もお兄さん、お姉さんの立場で思う存分子どもたちと関わる体

験をすることができるようなシラパスでなかったら、とても教職をめざして入学してきた

学生たちのニーズに応えるものにはならないと思われたからである。

しかし、 Y0 U遊サタデーを授業科目の一部に取り入れることは、本来、学生の自由意

思で実践され、単位もお金もいらないという基本的精神に抵触することになった。この点

について学生たちと私の間で苦渋に満ちた議論が戦わされた。長い話し合いの末、 r＜宮大
YO U遊サタデーjはあくまでも実行委貝の学生たちの自主的な活動として実践していく 。

その活動に l年生の希望者を受け入れていくことは、 1年生にとっては授業という位置づ

けになるが、それはあくまでも 「教育参加」の一部分に過ぎないので問題にはならない。

このような理解のもとに 「信大Y0 U遊サタデーJと 「教育参加Jの両立をめざす方針が

うち立てられた。この方針に基づき 1年生との関わりを全面的に担当し、結果的に143名と

いう多くの 1年生をリードしてくれたのは、実行委員の学生たちであった。夏休み中に松

本キャンパスの 1年生に何度も何度も電話をしたり、松本キャンパスで行われている 「教

育参加Jの授業に一緒に拳加して直接1年生に説明するなど、真剣に取り組んでくれたの

である。私は心から感謝している。

3. y 0 U遊サタデーの理論構築の場としての「教育実践学演習」

学生は一般には暇があると思われている。しかし、教員養成学部に学ぶ学生はピアノの

練習あり、水詠、スキーの練習あり、専門教科の学問はもとより、学業を支えるアルバイ

トと実に忙しい毎日を過ごしている。 Y0 U遊サタデーに容加したいという学生たちが集

まれる場も、わずかに 1週間に l度、昼休みの12時40分から13時までの20分だけである。

これまで3年間やってきてみて、 この20分でやりくりできないことはやれないということ
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がわかった。この20分も30～50人がそろっての会合であるから、正味は10分～15分である。

この時間を積み上げて約100名の学生が約300名の子どもたちと関わるプログラムを作り出

さなければならないのである。人に集まってもらうためには、その前に資料を用意し段取

りを決めておかなければならない。これを行う時間を政課後に作り出すことはできないこ

とが経験的に明らかになった。

そこで平成7年度から通年の 「教育実践学演習」 ( 2単位）の授業を木曜日の 1コマ自

に開講し、 Y0 U遊サタデーの実行委員をやってみたい学生には是非とも受講するように

勧めてきた。この授業において教育実践の哲学を擁究し理論構築を行ってきた。

草寺 自 共通専門教育科目｜授業科目｜ 教育実践研究 教 官 名

綬業M~ 教育実践学演習 土井進
｛英文名） S.m四・rln'l1個 chinrPr•dl国

俊•.m:~号 ｜開殴糊｜ 通年 ｜対象学生 2・3・4年生

1.後震のねらい 4.綬.計画

応用飲育実習としての窓援を有する『｛書大Y0 U道 rt宮大Y0 U遊サタデーJの意S章、ねらいについて
サタデーJを企画、運営することによって、実践的指の肘a.物っくり線度、交流体験ll度、科埋ll座、運
海カの向上を図る． lbllB革、科学実署員lllIなどを関:aするキャプテン、ス

タッフの学生募集.DUI－覧表の作成．マユコミ各社

2.僚懇の内容 をi通じての錫道．’E加者の.JJ処．遊学プラン（指導寝｝
受ll学生の話し合いを通して、 rr重大Y0 U遊サタの作庭、倹討．予備;JlM.E定作品づくり.~加者への
デー』の原案を金高し、実行委員会において決定され『ゅうゅうカード』の返滋．’E加者の名札の作成．関

た方針に.＆づいて運営する． 会式、閉会式の運営.jl鰻記録の鉄事、製本．

a. a修之の注’E 5. 緑酒及び~繍S事信

『I！大YOUillサタデーJ の実行~Aとして活動 100名近い学生、ならびに300名近い子どもたちの

したいと．包う学生． 活動を安全に運営するためにはどうすればよいか、を

考えて実践することが求められる．

教科書｜ ｜参考文献｜ 『f:t大Y0 U遊サタデーの実践』

4. 21世紀への展望ー「遊び隊Jの出前一

長野県には！？市36町67村、合わせて120の市町村がある。｛戸大教育学部に学ぶ学生の約4

割はここを故郷としている。それ以外の約6由jの学生は北海道から沖縄まで、全国から集

って来ている まさに全国区の教員養成学部となっている また、中国をはじめとする諸

外国からの留学生も学んでいる。 f古来山河の秀でたる！司はfii人のあるならいJ と詠われ

た信州の地より、教育、文化面に活躍する人物が現れたことは周知の通りである。

今、我が悶においては、 2003年に学校週五日制を完全実施し、 l学校 と f家庭Jと

地域社会Jの述批による新たな教育の枠組みを作り出す教育改革が推し進められている

人間形成の本来の襲に立ち戻るべく 「学校Jをスリム化して 「家庭 や ［地域社会Jと連

燐して、次代を担う子どもたちの人間形成に当たろうとしているのであるが、一歩「家庭J

や 「地場社会」に目を転ずるとき、そこにはかつての 「家庭Jや 「地域社会」が有してい

た些かな教行力は失われつつある。村で働く背年の盗は少なく、子どもたちが寺社の境内
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や田んぼで遊んでいる安はほとんど見られなくなった。

｛音大教育学部を卒業してめでたく就職した 「学校Jにおいて、青年教師たちは f家庭 d

や「地境社会」のおかれている厳しい現実に直面することになる。したがって、学生時代

から 「地域社会」の舞台で力量形成を図ることは、教育への広い視野を培うことになる

｜学校」と「家庭Jと 「地域社会Jを結ぶ上で、教師の果たす役割jは大きい。その資質を

学生時代に培っておくことは有意義なこととさわなければならない。

大学内を見学させていただけることも意義がありますが、外へ出張していただけたら

時しいです。例えば育成会や子ども会からの依頼に応えていただく等。是非お願いします。J

「準備などが大変とは思いますが、いろいろな小学校や中学校の体育館や調理室など外に

出てやっていただいても楽しいし、多くの人が参加できると思います。 J

これは平成7年5月の第4回信大Y0 U遊サタデーに参加した母親から郵送されてきた

アンケー トに脅かれていたものである。 「家庭」や「地域社会」は、今、活力にあふれた

学生パワーを求めている。120市町村を故郷とする学生と長野県以外の学生が 「遊び隊Jチ

ームをつくって、それぞれの市町村から要請があれば夏休みなどに出前のY0 U遊サタデ

ーを実践することも般討していきたいものである。また、国立信州高速少年自然の家や松

本青年の家、松川青年の家、望月少年自然の家、小諸背年の家、須坂青年の家、阿南少年

向然の家で行われる教育活動にも希望する学生が参加させていただき、子どもたちとふれ

あいながら学ぶことも検討していきたいものである。

さらに、教育実習を修了した 4年生のうち希望者が、附属長野小学校、中学校、養護学

校の教育活動に先生方のアシスタントとして参加し、児童 ・生徒とふれあう取り組みを平

成9年4月から実施することになった。

これらのさまざまな体験活動を学生時代に経験することによって実践的指導力の基礎を

培い、やがて学校に勤めても即戦力となって活路できるような頼もしい教員を銀出できる

倍大教育学部でありたいと思う。

5.教職への厳 しい道を切り 拓く

信大教育学部の教員就職率は、平成6年度卒業生54.3%、平成7年度卒業生57.8% （全

国第 4位）となっており、平成8年度のデータはまだ示されていない。 「倍大Y0 U遊サ

タデー」は平成6年度から始まったが、これまでにY0 Uサタに関わった学生は、大学院

進学者と 2～3人の民間企業就職者を除いて、ほとんどが教職に就いている。この結果か

らも Y0 Uサタを担っている学生の教駿への強い志と、自己の力量形成への真錘な願いを

看守することができるのである。

YO Uサタの目的の一つに 「学生生活の充実Jが掲げられているが、 Y0 Uサタでの苦

楽を共にした切礎琢磨が学生の力量形成つながっているものと思われる。このような学生

同士の深いつき合いと真剣な研績の輪がさらに一層発展することを願っている。

教員養成学部はこれから厳しい冬の時代を迎えるといわれている。たとえどんなに厳し

い試練がやってこようとも、子どもがいる限り先生は絶対に必要なのである。問題は如何

にして本当に必要とされる教師となっていくか、その力量を研錯するかということではな

かろうか。
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6. 「信大Y0 U遊サタデーJの実施日時

第 l回 平成6年 9月10日（第2土曜日〉 8 : 5 0～1 5 : 4 0 （長野〉

第2回 平成6年 10月 8日（第2土曜日） 8 : 5 0～1 5 : 4 0 （長野〉

第3回 平成6年 11月12日（第2土曜日） 9 : 1 0～1 5 : 2 0 （長野〉

第4回 平成7年 5月27日（第4土曜日〉 9 :. 0 0～1 5 : 3 0 （長野）
第5回 平成7年 9月 9日（第2土曜日） 9 : 0 0～1 2 : 0 0 （長野）

第6回 平成7年 10月14日（第2土曜日） 9 : 0 0～1 5 : 3 0 （長野）

第7回 平成7年 10月28日（第4土曜日） 1 2 : 3 0～1 6 : 0 0 （松本〉

第8回 平成8年 5月25日（第4土曜日〉 9 : 0 0～1 5 : 3 0 （長野〉

第9回 平成8年 9月14日（第2土曜日） 9 ; 0 0～1 5 : 3 0 （長野）

第10回 平成8年 10月12日（第2土曜日） 1 3 : 0 0～1 6 : 0 0 （松本〉

7.学年別参加者数と指導に当たった学生数

卜＼第l目 第2目 第3@ 第4目 第5目 第6@ 事7目 第8目 第9目 第10目 合計
幼種目 2 5 4 19 10 28 23 29 27 35 182 

I~宇佐1年 7 35 35 39 21 36 22 21 15 22 253 

2年 6 44 47 33 23 34 27 31 26 27 298 

3年 6 32 27 53 19 37 12 40 29 22 277 

4年 22 42 74 30 17 20 11 23 18 24 260 

5年 8 27 38 82 23 38 19 28 44 12 319 

6年 4 20 16 17 6 9 3 21 15 4 115 

中学生 。4 。7 5 13 7 3 41 

高校生 。 20 10 。37 2 25 。。95 
ー置正人 2 3 13 10 17 55 3 105 38 8 254 

ムロ 計 57 213 274 300 141 307 123 330 215 155 2115 

学 生 26 51 75 72 78 100 65 90 107 199 863 

(h7°テン） .(11) (20) (16) (14) (12) (24) (18) (24) (27) (23) 189 

（スタヲ7) (15) (31) (59) (58) (66) (76) (47) (66) ( 80) (176 674 

外部教官 。。 2 5 4 3 。13 
地場社会人 。。6 。4 6 2 。19 
開設講座敷 9 15 17 18 11 22 15 16 22 16 161 
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( 3 ） ヰL ャフ9 ラニン・ ？－二:57 ッフ詩if:l布告 一－ j芯

賀苔 8 回イ雷コたY 0 U 辿主→F タラゴ一一

【実施日時】 平成BJ~5月25日（第4土明日〉

E委主主；/J口毒曽義文 ・ ヰユャコ戸ラ二ン・ ;A:.タッフ請＇： El市議3

No 鵡座 人数 キャプテン アシスタント・スタッフ

シャボン 2 1 宮本愛〈音3) iJl17J<あかね （数4）問IU平IIJfl. .池！日淳子・j何Jt・美千代
玉 －早川メ：，Q.{・小熊奈梨！・'I・Jll啓（背3）前山香織（教2)

艇かご作 2 2 柏山いづみ 泉貴子（音4) 111 l:J美咲（心4)
2 り （迎4) 佐々木美忠・土産j辛子（家3）築谷m生 （音2)
3 イラスト 山谷早苗（幼4) 店本紫織・森下房枝〈家2)
－漫画体 8 £｛＼沢尚子（幼4)
験 中島真由美（幼11) 

4 しおり作 8 野本聡（理4) 1j、林郁子・辻井大作（理4）田中新吾 （美3)
り 赤｜凶美佳（陣3)

5 へ.-/¥0ー 1 8 中村山史（社3) 中村愛英・早武まき子〈附2)
ゲラ1？＇ー 丹羽JllJ之 cn4) 芦旧央（社3)

6 刃物研ぎ 2 斉藤かおる（家4) 品川裕子（家4)

7 おやつパ 小林型英（家4) 工藤nn佳 ・内藤小有里・痢内文恵（家4)
ラダイス 2 3 伊藤未｛圭・長旧ひろみ・酒井由香里（家3)

吉沢麻依子（国2)

8 カンカン 力II納文香（家4) )JI師長恭子（家4）石垣型番・水野僚子・森消.It,（教2)
アイスク 1 3 赤！削美佐・尾Jゐ久美 ・本間紀子（陣2)
りーム

9 スラスラ 3 2 千葉綾子 （型3) 阿部恩恵 ・ 小島亮太（教2 ）今~I：倒文句rr4) 
スライム 安11食干II之・長谷川直紀，宮れ元・挑れ啓（型13)

10 化学実験 安l位手II之（型3) 高橋英貴子（迎4) 
6 長谷川直紀（迎3) 成山直 ・=J喋綾子（理3)
宮沢元（迎3)
挑沢啓（型3)

11 教育学部 2 6 片桐宏〈院1)

12 ビーズ玉 7 美斉律礼奈（数3) 寺越崇征・育問真111子（数3)
斉藤型子・1位m紀子（家2)

13 いじめ 木戸口あい（院1) 吉~俊子（幼 4 ）寺町陸子（英4 ）小池祐介（教 3)
フォーラ 渡辺一｜事（英4) 井手窪孝子（家3)
ム 北島茂樹（数3)

お父さん 渡辺随一（助教段） 常制ニ・守的・平林〈数2)
14 もキャプ 3 土井進（助教授）
テンだ！ 竹下1似萱（数3)

15 小麦粉 5 坂本真哉（院1) 堀太一郎（英3)
粘土

16 ガリガリ 吉海部寿〈何でも 柳沢勇志（数4）藤沢民！子・森川優子 ・品谷有紀〈制：2)
竹とんぼ 2 1 手作り吉禅学校主 小木曽雄亮（数2）長陛lljj人（内地留学生〉

宰〉
丸山手II利（型4)
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【算事 8 回 Y OU辺産そナタラ＝士一－::2ド音βスタッフー－~主要を】

午前 午後

スタッフ長 高惰賀子（理4) 丸山和利（理4)

副スタッフ長 今井健文（理4) 加納文香（家4)

野本聡（理4) 今井健文（理4)

受付係 0吉越優子（幼4）千葉綾子（理3) 0崎山いづみ（理4)
2.佐々木美恵（家3) 千葉綾子（理3)
森下房枝（家2) 1.岡田和泉（音3)

3.唐木紫織（家2) 4.小林裕子（理4)
5.中村愛（跨2) 6. LIJ口美咲（心4)
7.長田ひろみ（家3) 10.森川優子（社2)
8.水野僚子（教2) 11.築谷静生（音2)

9.阿部利恵（教2)
島谷有紀（社2)

12.吉岡真由子（数3)
14.早武まき子（陣2)
15.尾島久美（障2)
16.藤沢貴子（社2)

駐車係 0今井健文（理4) 0今井健文（理4)
野本聡（理！4）長谷川直紀・宮沢元・ 竹下雅道（数3）田中新吾（美3)
桃沢啓（理3）中村典史（社3) 楓太一郎（英3）中断は（教2)
竹下雑道（数3）問中新吾（美3) 小木曽雄亮（数2)

小木曽雄亮（数2)

開閉会式係 0小林理英（家4) 0小林理英（家4)
（図書館2階へ 消水あかね・柳沢勇志（数4) 清水あかね・柳沢勇志（数4)
の案内も含む） 加藤恭子（家4）土屋淳子（家3) 加藤恭子（家4）山谷早苗・

泉白子（音4）黒沢佑子・，＿，J島真由美・ 黒沢祐子・中島真由美（YJJ4)

山谷早苗（幼4）堀太一郎（英3) 泉民子（音4）堀太一郎（英3)
赤間美佳・本勝己子（隊2) 赤間美佳・本間紀手（陣2)

片桐宏（院1) 片桐宏（院1)

Cooking隊 0斎藤かおる（家4)
工藤崎佳・内藤小有里・掘内文恵（家4)
長田ひろみ・伊藤美住・酒井由香里（家3）吉沢麻衣子（国2)

写真記録係 0林康成（理4) 0林政成（理4)
臣川元究（陣4) 臣川元寛（障4）坂本兵哉（院1)

前日設営係 OJJll納文香｛全体）
看板：丸山和利 （理4），テント：野本聡（理4），図書館：今井健文（理4)

各講座の準備・・・・キャプテンを中心に

備品管理係 0安喰和之（理3)

0印・・・・係長または隊長
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第9回Y0 U遊サタデー

｛実施日時］ 平成8年 9月14日（第2土曜日）
[ キャコプラユン・スタップ~禽手E

~ 

講座 キャプァン アシスタントスタッフNo 

1 簸かご作り
槍山いづみ（理4) 柳沢勇志（数4）山口美咲（心4）梶谷祐介（技3)

酒井由佳里（家3）津田奈奈（理2)

イラスト
山谷早苗（幼4) 増田紀子・斉藤聖子（家2）登坂武人（社2)

2 
－漫画体験

黒沢祐子（幼4)

中島真由美 （幼4)

3 小麦粉粘土
坂本真哉 （院1) 唐木紫織・森下房枝（家2)

堀太一郎（英3)

4 教育学部 休講

5 
ネイチャー 小池祐介（実3) 樫山兼造・藤沢淳子（人文4)

ゲーム

6 紙づくり 佐々木美恵（家3) 土屋淳子（家3）小木曽雄亮（数2）青山朋美（理2)

塩苅有紀（国4) 雨宮志保・佐藤雅子 ・高野明子 ・村田道代

7 うちわで書 －倉島慈（国4）大蔵麗（国3）村田恵・中井和弘

・羽生智子・竹湾志真（国2）鈴木俊史

8 シャボン玉
臣川元寛（障4) 市川明貴・金井弘子（理2）赤間美佳・尾島久美

・中村愛・早武まき子・本間紀子（障2)

9 源氏物語
清水由美（国3) 桐山潤（国3)

滝沢貞夫（教授）

10 算数・数学
相沢大司郎（数4) 浅沼康理（数3）奥川礼子（理3）平林徹（数2)

吉田稔（助教授）

11 化学実験 長谷川直紀（理3) 桃揮啓（理3)

英語で
渡辺一博（英4) 長畦明人（研究生）浦野研（院2）佐々木栄子（院1) 

12 
クッキング

橋詰並子・中村たみ子（英4）相場真（技3)

酒井由佳里・寺町知江子（家3)

13 絵本作ろう 池上永利子（国3) 木内理映子・中村栄司（国3）宮本郁子（美3)

家庭教育
長島多賀子（幼4)

14 
フォーラム

知野真里子（家4)

土井進（助教授）

15 教育学
林向達

（名大院1)

16 
びっくり 芦田恵（数4) 井上千品・寺嶋宏江（数2)

カード 清水あかね（数4)

17 おはじき
歌山蕪（心3) 井手窪孝子（家3）中森由美子（数2)

竹田みどり（心3)

18 紙しばい 桐山潤（国3) 藤沢貴子・島谷有紀（社2)

宮沢元（理3) 千葉綾子（理3）吉津麻衣子 （国2）築谷清生（音2)

19 スライム 伊藤冬樹・下僚陽子 ・下村晴彦・渡辺祐一

・小市有希（理2)

20 刃物研ぎ 休講

21 万華鏡
今井健文（理4) 工藤晴佳・内藤小有里・堀内文恵（家4)

松井美栄（数2)
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【舞客 9 巨訂下J 仁：：：＞ LT主i墜そタータrラゴーーオSこ普13_::::;zにタ7 v 土7-j;吃君主をE
午前 午後

スタッフ長 高橋貴子（理4) 高橋貴子（理4)

邑，fjスタッフ 吉越優子（幼4) 吉越優子（幼4)

長 丸山和利（理4) 渡辺一博（英4)

受付係 0檎山いづみ（理4) 0槍山いづみ（理4)
2.黒沢祐子（幼4) 1. 山口美咲（心4)

増田紀子（家2) 5.赤間美佳（陵2)

3.唐木紫織（家2) 9.本間紀子（障2)

6.寺嶋宏江（数2) 1 1.尾島久美（障2)

7.森下房枝（家2) 1 3. 中村たみ子（英4)

8.本間紀子（陣2) 1 4.知野真里子（家4)

赤間美佳（障2) 2 1.松井美栄（数2)

1 0.平林徹（数2)

1 2.佐々木栄子（院1)

1 5.早武まき子（障2)

1 6. 中村愛（障2)

1 7.井手窪孝子（家3)

1 8. 中森由美子（数2)

1 9.千葉綾子（理3)

駐車 ・誘導 0今井健文 （理4) 0丸山和利（理4)
係、 堀太一郎（英3）相場真（技3) 野本聡（理4）相沢大司郎（数4)

小木曽雄亮（数2) 相場真（技3）小木曽雄亮（数2)

開閉会式係 0小林理英（家4) 0小林理英（家4)
（図書館2 清水あかね・柳沢勇志（数4) 清水あかね・柳沢勇志（数4)

階への案内 中島真由美・山谷早苗（幼4) 中島真由美 ・山谷早苗（幼4)

も含む） 奥川礼子（理3）築谷清生（音2) 奥JII礼子（理3）築谷清生（音2)
藤沢貴子・島谷有紀（社2) 藤沢貴子 ・島谷有紀（社2)

吉津麻衣子（国2）井上千晶（数2) 吉津麻衣子（国2）井上千晶（数2)

Cooking隊 0斉藤かおる（家4)
工藤晴佳・内藤小有里・堀内文恵（家4）酒井由佳里 ・佐々木美恵

－土屋淳子（家3)

写真・記録 0野本聡（理4) 0野本聡（理4)
係 柳沢勇志（数4) 坂本真哉（院1)

小宮山博・今吉昌史（社2) 小宮山博・今吉昌史（社2)

前日設営係 0加納文香（家4)
（代表者） 看板：丸山和利（理的 テント：野本総（理4)

図書館 ：今井健文（理4)

講座準備 ：各キャプテン

備品係 安喰和之 ・宮沢冗（理3)
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第10回Y0 U遊サタデー

｛実施日時】 平成8年 10月 12日（第2土H詰日）

【キャプテン・スグシフ名簿】

No 講座 キャプテン アシスタントスタッフ
~ 

膝かご作り 槍山いづみ（理4) 泉貴子（音4）矢野昌子（祉3）奥川｜礼子（理3)

イラスト
山谷早苗（幼4)

2 
－漫画体験

黒沢祐子（幼4)

中島真由美（幼4)

3 小麦粉粘土
坂本真哉（院1) 

築谷清生（音2）森下房枝・唐木紫織（家2)
小海到（医学6)

4 シャボン玉 宮本 愛（音3) 赤羽恵子（国3）岡田和泉・早川史恵・中川 啓（音3)

5 化学実験 長谷川直紀（理3)

6 紙づくり 佐々木美恵（家3) 竹下雅道（数3）酒井由佳里（家3）大島智子（音2)

7 サッカー 柳沢勇志（数4)
宮沢冗（理3）斉藤哲也（実3)

小木曽雄亮（数2)

8 紙しばし、 桐山 潤（国3) 斉藤聖子・増由紀子・山田尚美（家2)

9 ドラム
奥井一良（理1)

小林理英（家4)

10 スライム
回淵久晃（理1)

安喰和之（理3)

11 グライダー 中村典史（社3) 芦田英央（社3）平林徹（数2)

12 地図で旅行
登坂武人（社2)

丸山和利（理4）赤間美佳（障2)
小宮山博（社2)

13 ダンス
中村 愛（障2) 島谷有紀・藤沢貴子（社2）水野僚子（実2)

尾島久美（障2) 本間紀子（障2)

14 
ベットポト 松下貴晴（数1)

伊藤来佳（家3)
ノレロケット 今井健文（理4)

15 教育学部 片桐 宏（院1)

-21-



第 10回Y0 U遊サタデー

［実施日時｝ 平成8年10月12日（第2土曜日）
[ l 均三竺包スタップー－j宏君隻】

No 講座 キャプテン 1年生スタッフ

北浬香織・薄田麻千子・山崎織恵（社）鈴木崇晃・高橋慶（理）

1 藤かご作り 棺山いづみ（理4)
小口恭子・田口美千代（音）加藤隆之（美）小林円

－宮田美緒（体）岸本香里（家）矢野令子（実）

・塚脇瑞恵・原田あきを（心）白畑陽子（障）

イラスト
山谷早苗（幼4)

大坪加奈子（数）堀内卓（社）渡部真諮（音）脊松幸子（陣）
2 
－漫画体験

黒沢祐子（幼4)
服部知子（幼）

中島真由美（幼4)

3 小麦粉粘土
坂本真哉（院1) 

桐原さやか（社）加藤志保（美）渡浩和人（生）
小海到（医学6)

高木綾子 ・堀内美早（国）大島明子 ・本間涼子 ・吉田亜希子

4 シャボン玉 宮本 愛（音3)
－鳥元美鈴（社）花岡佑美・土産亜也（音）岡部加奈恵（体〉

大松加織・吉越貴子（英）横打史雄 ・芦樽純 ・高木絵梨香

－常井健司（生）

庄司昭子 ・丹下車衣 ・向原歩 ・山本恵子（社）桑原学

5 化学実験 長谷川直紀（理3) －宮下直彦 ・山田大（理）山崎哲郎（美）平津佳子

－福島さや佳 ・吉悶法子（心）行待範子 ・山田歩美（生）

下平昌美（家）後藤祐貴子 ・須山優子（実）大谷敏克（心）
6 紙づくり 佐々木美容（家3) 児玉幸子 ・榊原知世・謹滞敬子 ・赤羽梢 ・永井あづさ（障）

三谷由有子（幼）

井浦徹・徳原宏樹（体）福島章浩（技）安田亜琴子（家）
7 サッカー 柳沢勇志（数4) 中原賢一郎（幼）消井利香・鍬塚隆直・田畑亜鈴子 ・山口恭史

－山根慶彰（生）

松岡奈都子・武末裕子（美）泉 英・徳永吉彦（技）原口明実

8 紙しIまL、 桐山 潤（国3) ・大同由美子 ・池悶裕美（家）鎌倉香寿美・鎌倉麻衣

・七尾郁子（幼）

9 ドラム
奥井一良（理 1)

佐々木崇雅・橋本哲（理）小林奈稽子・坪井郁忠・波間美咲（音〉
小林理英（家4)

増海るみ・村上久美子 ・柳沢知香子（国）大田英之（社）

回7~；1 久晃（理 1) 
井出徹（理）二唐章子（音）近藤昭人（美）

L () スライム 沢田直樹・宮原祐史 ・上杉丈夫 ・菅沼太郎（体）竹内泉（心）
安喰和之（理3)

木下真里 ・援本依子（j)})

広部裕子 ・細萱美帆・山口直樹（生）

石川毅（国）田代義人 ・熊崎啓文 ・高橋康弘（理）
11 グライダー 中村典史（社3) 原因暁子 ・竹野万希子（美）吉野有亮（技）黒田祐

・永井将史（生）

12 地図で旅行
登按武人（社2) 田中崇（社）金津宏一郎（数）義田武・関口学（理）

小宮山博（社2) 塩沢臣城 ・中村知宏（技） 1童図知永・宮様愛（家）

中村 愛（障2)
菊池沙織・宗玲子 ・萩原麻友（心）岡部真美・平松由布子（際〉

13 ダンス 奥田幸史（陣）瀬在裕美 ・林加奈子 ・資中菜穂・森藤香奈子
尾島 A美（陣2)

－柳i宰奈穂子（幼）

14 
ベットボト 訟下賞時（数1) 高A陽・正谷崎邦 ・峯村宏 ・矢湾幸子 ・山川喜寛 ・加藤誠一・
ノレロケット 今井健文（理4) 関広美・松井良平・両角穂（数）

15 教育学部 片桐 宏（院1) 福田留美 ・宮尾志保（社）山端一也（実）森田大智（生）
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【第 1 0 回 Y C> U ヨ珪サタラゴーーオに書店スタッフ名詞年3
係、名 スタッフ

スタッフ長 渡辺一博（英4)

副スタッフ 高橋貴子（理4)
長

受付係 0千葉綾子（理3)
槍山いづみ（理4)

1.矢野晶子（社3)

2.麿木紫織（家2)

3.森下房枝（家2)

4.早川史恵（音3)

5.赤羽恵子（国3)

6.大島智子（音2)

7.築谷清生（音2)

8.斉藤聖子（家2)

9.増田紀子（家2)

1 0. 山田尚美（家2)

1 1.芦田英央（社3)

1 2.水野僚子（実2)

1 3. 島谷有紀（社2)
1 4.伊藤来佳（家3)

1 5.藤沢貸子（社2)

誘導係 0宮沢冗（理3)
丸山和利（理的平林徹（数2)

・小木曽雄亮（数2)

開閉会式係 0小林理英（家4)
泉貴子（音4）竹下雅道（数3）奥）11礼子（理3)

酒井由佳里（家3）赤間美佳・本間紀子（障2)

写真・記録係 0野本総（理4)
相沢大司郎（数4）成田英直（理3)

前日設営係 加納文香（家4）高橋貴子（理4)
（代表者）

備品係 安喰和之（理3)

角。
内

4



はじめに

言言重量にできなし、想し、を五ごとめて

～実行委員長の挨拶にかえて～

実行委員長 加納文香（家庭専攻 4年）

信大Y0 U遊サタデーも今年で 3年目となりました。有り難いことに、スタッフよりも

YO U遊サタデーのベテランである子どもたちゃ保護者の方もいらっしゃるほど、地域の

方にも愛され続けています。スタッフの人数も増え、 Y0 U遊サタデーの内部の環境もだ

いぶ変わってきました。また、長野冬期オリンピック開催も間近ということで信州大学を

取り巻く環境もどんどん変わりました。

第二期実行委員長の渡辺一博さんは、第二期の実践記録において、先輩方に土台を作っ

ていただき、自分たちはその上に柱を立てたと述べていました。今年は何を加えることが

できたのか、実践された活動を振り返りながら、 Y0 U遊サタデーでの体験を通して感じ

たことを言葉にしてみたいと思います。

『みんなで仕事をやろう DA Y SJ 

この小見出しは、 Y0 U遊サタデーのある活動名です。 Y0 U遊サタデーでは、一握り

の人間だけで仕事をするのではなく、参加するスタッフ全員が、少しでも自分のできる仕

事をしていくことが大切です。みんなが集まりやすいように特別な作業日を設けました。

スタッフたちは自分の都合にあわせ、自分のできる仕事を探して、自主的に動いてくれ

ました。そして、作業をするだけでなく、異学年の仲間であってもお互いに名前を覚え、

声をかけあい、スタッフ聞の連帯を強めることができたのです。みんなで作り上げていく

という雰囲気がこれまでになく高められました。

私は、学校教育においては教師同士のコミュニケーションが大変重要であると考えてい

ます。 「三人寄れば文殊の知恵」とはよく言ったもので、 Y0 U遊サタデーでも、一人で

はできないことがあっても、グループを作ってそれぞれの持ち味を出しあうことで、困難

なことを乗り越えてきました。同じように私たちが旅立っていく学校現場においても、

人の力では解決できない問題を教師同士で助け合い解決できればと思います。

成せば成る～Wherethere is a wi II.there is a way.～ 

第9回のY0 U遊サタデー開催時期には、オリンピックに向けての道路拡幅工事が始ま

ってしまったため、校舎の一部が取り壊され、正面玄関も駐車場も使用できなくなりまし

た。お借りするはずの教室も Y0 U遊サタデー当日には、＊が全く使えなくないというこ

とが一週間前に学部から知らされました。八方塞がりとも思えましたが、 「9月 14日に

はY0 U遊サタデーをやろう」という気持ちだけは絶えることはありませんでした。

その一念が通じたのか、 8月に建ったばかりのペンキのにおいもまだ消えない新館をお

借りすることができました。調理室に至っては、まだ学生も使ったことがないのに、主旨

をご理解いただき使わせていただきました。当日は雨が降る確率が高いということでした

ので、新館を汚してはならないと思い、毛布やタオルを集め足ふきマットとして新館中に

敷きました。 また、門の閉鎖と駐車場の閉鎖によって生じる交通の混乱を防ぐためには、

参加者のご家庭に自家用車の利用を出来るだけ避けていただくようにすることが何よりの

-24ー



方法であるという結論に述しました。 前々日の夕方、唱での来均をご辿雌いただくよう－

+f －~ 軒に屯話を入れ、協）J をお願いしました。

明。iU万端で迎えた当 Uは好天に恵まれ、 Fどもたちはいつものように楽しんでくれまし
た。心配であった車の続押も駐車 ・ 誘導係の臨機応変な村応と、 i民，i並~·の ）j ヤのご協 )J の

おかけで、なんの事故もなく、滞りなく行うことができたのでした YO U遊サタデ－ ·，：；~· 

辿のお母さま方からも、 「こんなに大学のまわりが変わっているとは思わなかったので、

世話述絡をいただいて大変助かった．というお2・5誌をいただき、万全な対策を講じておい

てよカ、ったと．思いました。

今思えば、第 9回は J中止になって当然 』の払況でした。私たちは、目的を達成するた

めに、方法をみいだし、 illを聞き、目的地に辿り .11くことができたのです。 目的とJ窓欲が

あったからこそ方法をみいだすことができたのだと思います。

YO  U遵サタデーの双方向性

私たちが行ってきたことに関心を持って立見やお叱りの言葉を下さる方がL、らっしゃる

ということは、大変有り難いことです。お虫めの宮j誌をいたたければもちろんうれしいで

すが、批判がなければ成長もまたないのではないでしょうか。 Y0 U逃サタデーを、この

ような励ましゃ批判のパ議をパネにしてさらに発展させてほしいと思います。

そういった貴重なお ；：－；t躍をいただくためにも、多くの人々にこの活動を知ってもらう必
要があると思います。そのために、自分たちから・附報を発信することを第三期では大切に

してきました。

情報を発信する一つの方法として「HOW  TO サタデーj としう冊子を作りました。

講座で披った教材紹介を臥せて子どもたちへのお土産としたのです そのお土産は、参加

した子どもの家族や友だちの目にも入り、 Y0 U遊サタデーでの活動を多くの人々に知っ

ていただけたのではないかと思います。

一方でζのお土産には、その場限りでなくいつでもご利用頂ければという気持ちゃ、家

族みんなで楽しむことができる活動を紹介することができればという願いも込められてい

ます。

これからもこの活動の情報を全国、いや世界中に発信し、耳を傾け、インターラクティ

ブな関係を持つことができる Y0 U遊サタデーであってほしいと願っています

ここに挙げたことは、私の乏しい表現力でなんとか返した Y0 U遊サタデーのほんのー

面であります。心の中には、言葉でうまくぷ現することができない想いが採っています。

菖薬で伝えることができない自分を情けなく思いますが、このあとに続く悌々な記録が、

その．旬、いを伝えてくれることと思います

段後に、温かL、ご理解とご協力をいただいた学部の先生方、地J去の皆様に心からお礼申

し上げます。そして、至らぬ私を応援して下さったキャプテン ・スタッフの皆践に以く感

謝申し上げます3 ありがとうございました。
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( 5 ）ノ＼とノ、と CDーコえ£カ〈り CD中てア

～平成8年度第三期Y0 U遊サタデ一実行委員会報告

YO  U遊サタデ一事務局 野本聡（理科専攻 4年）

l. y 0 U遊サタデ一実行委員会発足の経緯

今期のY0 U遊サタデーの実行委員は、第二期のY0 U遊サタデ一実践記録編集委員会

が瞥定的に移行するかたちで始まった。 1月当初に実行委員長の選挙が行われ、加納文香

さん（家庭専攻当時3年）と丸山和利君〈理科専攻当時3年）の二人で委員長の座が争わ

れた。投票の結果、加納さんが実行委員長となり、丸山君が副実行委員長となった。4月

には、実行委員長以下の役員も決まり、本部の枠組みが出来上がった。今期の実行委員 4

役を、以下に示す。

実行委員長

副実行委員長

事務局長

コンビュータ係長

加納文香（家庭専攻 4年〉

丸山 和利（理科専攻 4年）

小林理英（家庭専攻 4年）

野本 聡 （理科専攻 4年）

レかし、この役職は、必ずしも明離な分別がされているわけではなし、。皆が協力しなが

ら、仕事を分担し、進めているのである。その中で今期から設けられたコンピュータ係長

だけがやや特異な位置を占め、スタッフ名簿の管理や講座一覧表の作成、ホームページ作

成など、コンビュータ関係の仕事が、最初から分担されている。

2.実行委員会の形態

YO  U遊サタデーの実行委員会は、毎週木曜日の昼休み、 12 : 4 0からの 20分間に

おこなわれる。通常、これを 「定例会Jと呼んでおり、内容はY0 U遊サタデー当日のス

タッフの調盤や、今後の仕事に日程の通知などである。また、 Y0 U遊サタデー当日が近

くなると、キャプテンとスタッフの打ち合わせなどにも使われる。その時には、実践セン

ターの会議室に入りきらないほどの人が集まることがあった。

このほかに、各キャプテン閣で情報の交換や遊学プランの読み合わせをする 「キャプテ

ン会議」というのもがある。これは、 Y0 U遊サタデー当日の 2週間ほど前、講義終了後

の夕方におこなわれる。遊学プランの読み合わせをすることにより、プラン上の不備をな

くしたり、講座をもっと有意義なものにしていくことができる。これは今井健文君 （理科

専攻4年〉の提案によるものである。

この二つの委員会が主なものであるが、それらの委員会の内容を決定するのが、上に挙

げた4人を中心にしたメンバーである。一つ大事なミとは、全てをζの4人で決めている

わけではないということである。この 4人が意見のまとめ役をし、多くの人からの意見を

取り入れながら、実行委員会は運営されているのである。
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3. 実行委員会の記録

月／日 I 協議名 ｜ 協議内容

4/3 I 第 l回実行委員会 I o）第8回Y0 U遊サタデーの講座について
・開講する講座の決定と、講座の名前

・講座紹介執筆願

(2）係の分担

・第8回Y0 U遊サタデーの係分担

．新事務局長の決定

（小林理恵さんに決定）

(3）諸連絡

・教育英践学前習について

4/8 I 第 2回実行委員会 I < 1)第8回Y0 U遊サタデーについて
－講座紹介の提出

(2）諸連絡

－教育実践学演習について

・F Mぜんこうじ出演について

(3）はじめてきた人への説明

• 2年生が新たに参加

4 / 1 6 ｜第 l回キャプテン会議 I( I ）講座がそろったことの連絡

4/1 8 

〈この時点で14講座、後2講座追加あり〉

(2）スタッフ希望数調査

第3回実行委員会 I < 1)アシスタントスタッフの配置
・スタッフ登録者中心に集まってもらって

(2）希望する講座へ振り分け

－おおかた希望通りの人数がそろうが、 一

部でスタッフ不足、アシスタン トスタッ

フとの簡単な打ち合わせ

－講座内容と予備実験の臼時などの臨認

4 / 2 4 ｜第2回キャプテン会議 I< o遊学プラン検討会議
－キャプテン聞で遊学プランの検討

．キャプテンの疑問点の相談
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4 / 2 5 第4回実行委員会 I < u受付業務の協力要諦
－受付の方法の説明

(2）キャプテンへ述絡

－開講時間、材料費などについて

5/9 I 第5回実行委員会 I (I）受付業務の詳細について

5 / 1 6 

5 / 2 3 

5/30 

－キャプテンへの協力要J荷

(2）アシスタントスタッフの割り振り

－アシスタントスタッフの調節

．新規登録者の割り振り

(3）「みんなでやろう DAYS Jについて

・5月16、20、21日に決定したこと

の迫絡

第6回実行委員会 I u）これからの日程
「みんなでやろう DAY  Jについての説

明

・YO U遊サタデー当日の集合時間等確認

(2）キャプテン、スタッフとの連絡

・スタッフの調節

・予備実験などの日時を連絡

第7回実行委員会 I < 1)本部スタッフの仕事確認
・各係ごとに仕事内容の磁認

(2）講座の最終打ち合わせ

第8回Y0 U遊サタデ一（ 5月25日）

第8回実行委員会 I < l)今後の日程について
. 6月6日までに講座を出す

・夏休み中にみんなで集まる、 l～2日か

3日か4日

(2）実践記録の依頼

・来ていたキャプテンに連絡

6/6 I 第9回実行委員会 I o) 9月14日（第9回）、 10月12日（第
1 0回）の講座について

・講座の泉を出す、十数講座の集がでる

(2）今後の日担について
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6 / 1 3 

7/1 7 

9/2  

－吹田の実行委員会、及び夏休み中にやる

ことの連絡

第 10回実行委員会 I (I) 9月 14日（第9回）、 10月 12日（第
1 0回）の講座について

－キャプテン募集のお知らせ

(2）夏休みの日程について

. 7月 17日16 : 3 0～集まることに決

定

第 11回実行委員会 I o) 9月 14日（第9回〉、 10月 12日（第
「みんなでやろう I 1 o回〉の講座について

DA Y」

第 12回実行委員会

〈臨時〉

・キャプテンの決定

(1)一覧表配布

．スタッフ希望アンケート

(2) 1 0月の講座開講案内

・スタッフ希望アンケートと同時に希望調

査、近日中に一時締め切り

(3）今後の日程について

(4）遊学プラン返却

(5）冊子作りについて

(6）実践記録について

（加納さん、小林さんは FMぜんこうじに出泊

中）

9 / 5 l第 13回実行委員会 I <I)スタッフの確認
－本部スタッフ、アシスタントスタッフの

確認

－当日の会場の状況について

（工事により、阜の進人駐車は不可、水

道、ガス工事に伴い、 7.1<の使える場所

が制限される）

(2）キャプテン、スタッフの顔合わせ

9/9 ｜第3回キャプテン会議 I<I)使用教室の変更について
・水道官工事に伴い、新館以外の水が使え

ないので、教室を新館内に移動

．教室使用に当たっての諸注意

（壁、床等を汚さない、片づけについて）

-30ー





1 0 / 9 第 18回実行委員会 (I）日程の臨認

－当日の朝の日程

(2）本部スタッフ打ち合わせ

－係長、スタッフも顔合わせ

－当日の打ち合わせ

1 0 / 9 第5回キャプテン会議 ( 1)遊学プラン読み合わせ

・－－ーーーー－－－－ー－・ー．．，．，， 第 10回Y0 U遊サタデー（ 1 0月9日） ・・・・・・ーー・ー・ー・・・・・・ー..

1 0 / 2 2 第 6回キャプテン会議 ( J)第 10回及び、全体を過しての反省と、今

後の課題

1 / 2 2 第1回実践記録編集委 ( I）編集委員会の発足

員会 －編集作業の日程と締切日

( 2月10日～2月20日まで）

－編集の進め方

1/29 第2回実践記録編集委 (I）写真の配布

員会 (2）今後の日程
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「ゅうサタJに想いを馳せて
渡辺 ー－ 1~~ t失ulf専攻 i年｝

1t~ 3 J朋ry0 Li illサタデ一戸も想t'Jt終わったc第1JtUから3Allにわたるflの 「1J>うサタ らまもなく終
わりを迎えるeこれまで ゅ うサタ から学んできたことを基に、町、な I） に<1-IVJを娠・）~•）、今後の設題

と従来を.ell·べてみたt 、。 辛口の；Jt~ f. もひとえに今後の~：与！こなればとのKil~ 、からである， どうかお詳しm
きたい

1 .見えない失敗からのスタート
今IUJJ1~Mの1 l1H111 c 5月、は、識の日にも大成功に比えたョしかしながら、試づかぬところに棋をな危険
もあった。 節ーに、本店IIスタッフ陣が亨；i~であったこと たまたま 「ゅうサY 『企業生が穴を哩めてくれ
たからよかったよ今なものの、本米ならJill賞上パニ.. ，クが起きていてもィ、.m.”義はなかったU 第一に、閉会

式の後 fどもたちの比送りを忘れたことである。 もし、校門の日のtliJ で・·J~故にてーもあっていたら、と，l忍う

と 1たかが見送り iとはL、えなt、。第三に、教室や術品の後｝］＂づけのイ 4微庇である。これは今後 ゅうサ

タjが学部地設や備品をfil!mする際の制限や禁止につながりかねない 子どもの生命の安全や 「ゅうサタ
の存続にもl叫わる品ふ的な部分で配砲に欠けていたことは否めなL、。
2.見事な転身
しかしながら、このことに気づいた執行部は安全と陀窓事項を徹底的に＞~11'i し、充分すぎるまでの迎蛍

シフトを肱屯した ・1・.11教’日は、今期は手取り起取りの指却はできなかったが、出を返せば学生が自立し
てくれたということでもあると述べている。またなんと苫っても 「自分からやる 、 みんなでやる と

t 、う雰間丸か見：•Jiにできあがった。 これも加納委員長の人柄と采配によるものであろう。 また委員長を実
務面、 t.'H111面て支えてきた多くの仲間たちの働きも忘れるわけにはL、かない。
3.今後に望むこと

今後の ゅうサタ のさらなる発展のために特に以下の点について検討されたL、。 (1）話し合いの尽

を持つ、 (2) a楽しむけを科学する、 ( 3）自分なりの ゅうサタ」を追究してt、く、の3点であるc

(1）認し合いの場を持つ

学生lr•J J、また教官hとの話し合いは欠かせないc自分人では見えていなかったものが見えてくるた
ろうし、多くのことを学ぶことができるc時には意見かぶつかりあったり、 A解が生まれたりすることも
あるだろう 人にはそれぞれの立喝や意見がある。しかし、少々大げさだが子どもたちの命を預かる以上

本膏で話し合うことも時には必要である。お互いに意見を交わし、 Jill.解しあい、納得のいく答えが見つか
るまで訊・し令っていく中で知識を得、友情を有み、信頼しあえる凶係を築いていければよいと思う。また

￥＇＜師論や人生誕~をrirf りあう籾しい友ができることも 「ゅうサタ J の醍醐味の ーつであろうc
(2) 「恋しいjを科学する

「楽しし、J とはどういうことなのかもう一度考える必要があるのではないだろうか。活動そのものの楽

しさ、知らなかったことを知る楽しさ、何かを成し遂げたときに得られる楽しさなど様々な 楽しさ が

ありそうであるe また Fゅうサタ はただ 「楽しいd だけでよいのだろうか何か、どうして、どうすれ

ば子どもたちにとって P楽しいのかを見出すことは子ども理解、教材研究にもつながるたろう。

(3）自分なりの 「ゅうサタJを追究していく
ゅうサタ ｜のとらえ方、関わる動機、スタンスは学生一人 ・人進う旬とにかく子どもと接することが

できればいいという人もいれば、自分の研究のー母としたいという人もいるたろう 「安全に楽しくJと
L寸大政則が守られている限りそれもよいだろう。学術的であれ、と古いたいのではないd たたその気に

なればいくらでも教帥としての力量を磨く場として Fゅうサタ を1.5かしていけるということを言いたい

のである それぞれの 「ゅうサタd があってよL、。また向分なりの ゅうサタ 1をしっかりと持もながら

も互いに路響し合い、よりよいものを追究してL、〈姿勢も大切であると思う

以上勝手な窓見を述べさせていただL、た。冒頭で訟の ゅうサタlは終わると2勺たが、ある意味では
これからが本番なのかもしれなし、。 「ゅうサタ」で得てきたプ1・ほと経肢を教師として活かしていきたい。

数日の卵として 凶りも二回りも大きくしてくれた 「ゅうサタ 『と上井教官に心から感謝したし、c
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( 1 ）第8回信大Y0 U遊サタデー
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τf ロ~ o.:>一一・主長

1.講座設定の理由

？ィ’ラーコミ ト 主畏在留イ本．喧食

山谷早苗（幼児教育専攻 4年〉

黒沢祐子（幼児教育専攻 4年〉

中島真由美（幼児教育専攻 4年〉

誰でも浪画を夢中で読んだことがあるだろう。漫画の世界の中で主人公と共に過ごす時

間はとても楽しく、いくつになってもやめられないものである。

学校の授業で子どもたちが描く絵は、もっぱら風景画や人物画である。だが、普段の生

活の中で子どもたちが好んで描く絵は、イラストや漫画が多いのではなかろうか。ノート

の端や机にイラストを描いたり、 4コマ漫画に挑戦してみたりと、イラスト・漫画の存在

は子どもたちにとても近いもののように恩われる。そこで今回私たちは、学校の授業では

扱うことのないイラスト・漫画の講座を聞くことにした。私たちキャプテンの中にプロの

漫画家を目指している人がいるので、その技術を子どもたちに伝えることにより子どもた

ちの描く絵の範囲を広げ、子どもたちに絵を描くことの楽しさをより一層感じて欲しい、

との願いのもとに「プロへの一歩！？イラスト・漫画体験Jはスタートしたのである。

2.講座のねらいと教材観

私たちの講座では、自分の描きたいキャラクターの絵を拡大してケント紙に写し、ぺン

を使って仕上げる、ということを行った。このねらいとしては、そっくりに描き写すこと

により自分も漫画家と同じ絵を描ける、という自信と喜びを感じられるということ。また、

漫画家と同じぺンを使って描くことを体験することにより絵の描き方の幅が広がり、漫画

家の気分が味わえ楽しめるということ。そして、知らない人達と一緒に好きな絵を描くこ

とにより、友達の輪を広げることができるということにある。

教材として使ったぺンは、ペン先とペン軸とに分かれたもので、実際にプロの漫画家も

使っているものである。先が尖っているため人や自分を傷つけることがないよう注意する

必要があるが、ぺンの使い方による線の違いや描くときの感触は子どもたちにとっておそ

らく始めての経験で、漫画家の気分を味わい楽しむには適した教材であると思われる。

3.参加者の取り組みの様子

参加してくれた子どもたちは自分の描きたいキャラクターの絵を各自持ち寄り、黙々と

作業をしていた。キャプテンやスタッフと時折話をしながら、作業に熱中していた。小学

校4年生以上の子どもたちは私たちの教えたように絵を描き進めていたが、小学校3年生

（参加は小学校4年生からであったが是非参加したいということで参加してくれた）は、

なかなか私たちの予想していたようには作業がはかどらず、不満そうな表情も見られた。

思いがけず下書きの段階で手間取り、ペンで仕上げる時間があまり取れなかったので最後

の数分間に全員でペンの使い方を練習したが、子どもたちは楽しそうにぺンで線を引いて

い？こ血

-41-



4. 良かった点 ・改善すべき点

良かった点は、子どもたちがキャプテン・スタッフと仲良く話をしている場面が多く見

られた点である。また、子どもたちが予想以上に作業に集中し、専門的な技術を自分のも

のにすることができた点である。

改善すべき点として 4つ挙げられる。1つは、ケント紙に鉛筆で線を引くことに時間が

かかりすぎたことであるロペンを使うことを一番楽しんで欲しかったのだが、ほとんどペ

ン拙きの時間がとれなかった。こちらで下書きをしたものを用意しておけば良かったかも

しれない。2つめは、トレーシングペーパーが見づらかったことである。私たちが用悲し

たものは、 1ミリずつ苛の線が引いてあり、 1センチごとに線が太くなっているグラフ用

紙であったが、線が背だったためキャラクターの絵を透かしてみたときに線が見づらかっ

たことと、マスが細かすき’たことに下書きに時間がかかった原因があったと思われる。 ト

レーシングペーパー以外のものを用意しておくか、マスをおおまかに赤のペンで引いてお

くかすれば良かったのかもしれない。3つめは、参加者を4年生以上の子どもに限定して

しまったため、 3年生以下の子どもが参加できなかったことである。子どもによってやり

たいことも異なるし年齢によってもできることが変わってくるので、年齢を制限せず内容

を2～ 3に分けてみるのも良いかもしれない。4つめは、子どもたち同士が仲良くなる時

間がなかったことである，ねらいとして同じ活動をすることで友迭の輸が広がる、という

ことを挙げたが、実際は子どもたち同士の会話が少なかった。J&後に作品をよるせあったり

感怨をきいあったりする時間をとれば良かったのかもしれない。

ー’、
ぎミ
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耳＝＝思言諮なしおり千乍り

野本聡（理科専攻 4年〉

1.講座設定の理由

本年の3月に、私は臨海実習のため、下回市の筑波大学附属臨海実験センターに行った。

そこで、実習のーっとして、海藻押し識による標本作りを行った。私自身、抑し葉を作る

ことは初めてであり、また、海藻から作るということで大変な興味を覚えた。今回、この

講座で利用した海藻押し葉の方法は、この臨海実験センターで考えられたものであり、非

常にきれいで繊細な抑し薬を、簡単に作ることができるので、これなら子どもたちにもで

きる上、長野県にはない海を、身近に感じられるのではないかと思い、この講座を開請す

ることを決めた。

2.教材・材料について

海藻というと、どうしても海がそばになければならないと思ってしまう。私も辰初は材

料の海藻をどこで制連しょうかと迷っていた。そこで考えたのが、海諜サラダを使う方法

である。海藻サラダの中心はワカメであるが、中に、赤や白、緑の海藻が含まれている。

これは主にトサカノリと言う紅穣のー積であり、ピンク色できれいな形をしている。更に、

中には緑や自のトサカノりもある。これらはトサカノリを脱色して出来たものであり着色

料などを使ったものではない。赤い海藻でも、中には陸上の捕物と同じ様な緑色の色素を

含んでいるのである。なぜ海藻には赤いものがあるのかということは、海中に届く光の色

や、色素による光の吸収などが関わってくるので、今回の講座では特に取り上げないこと

にし7こ。

今回の講座の目標を、子どもたちに海を身近に感じてもらうことと、海部の色について、

少しでも関心を持って考えてくれるということにしたc そのため、海藻サラダだけではど

うしても 「造られた色」という感覚を持たれるのではないかと思い、実際に海まで海諜を

採りにいったc 海藻は互にも見られるが、主として早春が何であるため、ややj堅い感があ

り、実際きれいなものはあまり多くはとれなかった。これらに閲しでも、手を加えればき

れいな赤や緑を出すことが出来るが、先躍述べたように、これは出来るだけ自然のまま使

いたかったので、手は加えなかったc 自然の海藻がそこにあるというだけでも、子どもた

ちにとっては相当なインパクトがあり、海を感じることが出来るだろうと考えた勺

3.講座の様子

参加者は小学校4年から 6年までの 12名。兄弟や友人など、何人かでまとまって参加

していることが多かったので、最初の嵯わけはだいたいそのグループでまとまった。3人

ずつ4つの班を作り、各班に一人スタッフがついた2 スタッフのうち 2へは臨海実習にい

司ていたので、海藻押し葉の経験もあったが、残りの2人は未経験者である。 しかし、海

藻押し葉作り自体は非常に簡単で、すぐにコツがつかめるので子どもたちと一緒に楽しく

やっていたようである。予定では私も一つの斑を持つはずであったが、一人が飛び入りで

スタッフをやってくれたおかげで、すべての庇を見てまわることができたe 飛び入りで人

ったスタッフも、Y0 U遊サタヂーの経験があり、また海藻押し葉経験者であったので、

何の違和感もなくスタッフをやってくれたι
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前半は上述の方法により、海藻抑し諜を作っていった。今回使ったのは海で採ってきた

海謀、市販の背海持、乾燥海藻サラダの 3問頚であった。意外であったのは、発色のいい

海藻サラダよりも、海で採ってきた海藻の方が、チどもたちに人気があるという事であっ

た。これは海へのあこがれから来るものなのだろうか。子どもたちは一人で5～7つの抑

し業を作ることが出来たc これは思っていたよりも早いペースであった。

後半は前日に予め準備しておいた海路押し葉に、絵をi!lいて自分だけのオリ ジナルのし

おりを作ったc j毎諜押し葉は乾燥させるのに一日以上かかるので、当日、 子どもたちが何

かおみやげを持ち帰ることが出来るように、と考えたものである.:i 1 人 1 ～ 2 つの ~lfl し葉

に絵を描いて、個性的なしおりが出来上がった。描かれた絵は、海をイメージして、魚や

タコが登場するものや、虫の体に見立てたものなどさまざまであった。これをその場でラ

ミネートパックをして、持ち帰ってもらった。

最初なかなか話してくれなかった子も、最後には楽しそうな笑顔をみせてくれたので、

子どもたちは楽しんでくれたと確信している。

4.故後に～反省にかえて～

今回は海諜を題材にとったために、準備には相当の手聞がかかった。まず、海諜を採る

ために、新潟まで出かけた。隣の県といえども、海への 「距離Jというものを感じてしま
った。この時に採ってきた海藻を水で洗い、選別し、冷凍して保存しておくのだが、海藻

のにおいが大きな問題となり、まわりの仲間にずいぶんと迷惑をかけてしまった。

今回の講座では、私の準備不足や不備な点が多く出た。講座の進む時間を読みとれなか

ったため、講座の終了時間を超えてしまい、成果発表に遅れたため、また、多くの人に迷

惑をかけてしまった。ラミネーターの処理時間等、事前に測っておけば、もっと早く絵を

描くことを切り上げて、終了時間に間に合うようにもできたであろう。予備実験不足 と

いう後悔や反省もあるが、子どもたちが喜んでくれたということが、何よりである。

Fタ；
色

・．
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講座名 イ可マ？も石汗 bアち~ゃう ! 
刃物石汗ぎ

声量rn芸事 カ、定5る （家庭専攻4年）

平成8年 5月25日（土）
（午後）

名ン

名

－

ア

｛

民

プ

教
ヤ

導

キ

指

F、JとE 莞I!~之、 老た宅言

7シ対外J.?17数 1 名
参加者数 4 名

活動場所屋外 （生協前J

講座のねらい

現在は使い捨て時代の位の中であるが、刃物を研ぐことによって、物を大事にすることの大切さを知ることが

できるようにする。

開

一

展

T

の

一
程

座

一
過

誹

1
学習内容 時間 キャプテンの学習指導 動~,t

導

入

1. 自己紹介

2.刃物研ぎの原理の説明

5’｜・自己紹介をする。

7’｜・包丁がなぜ切れなくなるか，刃物研 ｜画用紙 1枚
ぎをするとなぜ切れるようになるの
かを図を用いて説明する。

I 3. 実際の包丁を見てみる

4.包丁を研ぐ

I 5’｜・研いでいない （切れない〉包丁と，
I liJf t、だ （切れる）包丁を爪で感触を
確かめさせることによって，自分が
これからやることと到達目標を臨認
させる。

i 90 ’ ~ .包丁の研ぎ方を説明しながら実際に iUlk石人数分×l
I ; 包丁を研いでもらう。 I 1セット ｜ 

｜①2砥中砥は水に鎮めてよく混同｜バケツ
②先ず粗砥で包丁を研ぐ。片刃の場合
｜ は平らな方のみ，両刃の場合は両側
而を均等に研ぐ。刃は立てなし、。
③刃を爪にヨててみた引っかかる感じ
が山てきたら中砥に移る。中砥も粗
砥と同じ要領で行う。粗砥にも共通
するが，砥石と包丁の背の問が十円
玉カt挟まるぐらいの角度で，砥石の
大きさいっぱいに研ぐ。
③大体研げたら仕上げ砥で仕上げをす
る。刃の側而のぎざぎざがなくなっ
たら完了。

包

丁
い

包

な

る
い
丁
あ

で
1
で

い

い

了

研
丁
研
l

展

開

5.あとかたづけ 18’｜ 川刃物を危険の無いように持ち ｜新聞紙
lま 帰ってもらうため新聞紙に各自包丁

を包んでもらう。
と ｜ ｜・使った砥石やバケツを洗って干して

｜ おく＠
め

I s’ ・修了証を各自に渡してたたえる。6.修了証占授与
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イ可マアも切干けrちゃう ヌJ~勿五月－さき「

斉藤かおる （家庭専攻 4年1

1 .講座を聞くにあたって

私は咋年 10月に行われた第7回伯大Y0 U遊サタデー（松本）で、吉沢嘉寿さんがキ

ャプテンをなさった、 「地域で役立ちます～刃物の研ぎ方教室」にスタ ッフとして参加し

ました。それがご縁で私が刃物の研ぎ点数宅を吉沢さんより引き継ぐこととなり、今回長

野でこの講座を開きました。前回の講座でも大人の方のみの参加であったことからもわか

るように、刃物研ぎというと、今の子どもたちにはいまいちぴんとこないところがあると

思ったため、子どもたちにも践しみがわくようなネーミングにしようと思い、講座名を決

めました。前回は刃物研ぎのプロフェッショナルでいらっしゃる吉沢さんのご指導という

事もあり、地域の方々の刃物も研いでさしあげましょうというくらいの刃物研ぎの技能を

伝授していただけました。 しかし今回は技能がまだまだ未熟な私がキャプテンとなったた

め、とりあえず子どもたちに刃物研ぎのおもしろさ、切れなくなった包丁がまた切れるよ

うになったことを見ることによって物を大事にすることの大切さを知ってもらいたいとい

う気持ちで臨みました。

2.刃物研ぎについて

刃物研ぎの 「刃物Jにも様々な問領がありますが、私たちが簡単にできるのは包丁研ぎ

ですc包Tは料理作りには欠かせないものであり、ほほ毎日使われるものです。料理人の

中には毎日包丁を研いでから料理を作る人もいるほど、包丁研ぎは料理をおいしく作る上

でも大切なことです。包r研ぎの技術は人それぞれですが、こつさえつかめれば誰でも簡
mにできます。 しかし、包丁研ぎを研ぎもの屋さんに頼む家庭もあるので、特殊な技能で
あるともいえるかもしれません。また砥百さえあれば一人で何本も研ぐことができます。

よって、隣近所の人の包丁も研し、であげることができるし、自分の技能を他の人達に教え

てあげることもできます。刃物研ぎは地域との交流にも役立つのです。

3.参加者の取り組み

今回も一般女性の方2名と倍大の学生さん ・先生のみの参加ということでちょっと残念

でしたが、みなさん一生懸命取り組んで下さいました。私の頼りない説明にも熱心に耳を

傾けてくれ、応援に駆けつけて下さった吉沢さんにも助けていただき、包丁研ぎもマスタ

ーしていただけたと思います。

日頃は包丁の扱いは慣れているお母さん方も刃物研ぎは初めてということで、包丁を熱

心に研いでいるうち指が砥石によってすれたためかすり傷を作ってしまう方もいました。

今回はあまり大きなケガでもなく私がたまたま紳創膏を持っていたため処置はできました

が、子どもたちが参加してくれる場合はケガに十分注意する必要があると思います。また、

私はケガの対処はできましたがどうすればケガをせずに済むかを適切に教えることができ

なかったのは反省すべき点です。
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4.スタッフの戸

スタッフとして急きょ、家庭専攻31手の長田さんに手伝っていただきました。包丁研ぎ

を参加者と一緒にやってもらうという形でしたが、刃物研ぎは面白いと言ってくれました。

来年はキャプテンとして刃物研ぎ講座を引き継L、でくれることでしょう c

5.参加者の声

参加者の女性2人は、刃物研ぎは初めてでおもしろそうな講座だから参加してみたとい

うことでしたが、さびていた刃物が辞ってとても喜んでいました。またやってみたい、研

げた刃物を大切に使いたいと言ってくれました p

6.講座を終えて

刃物研ぎはスタッフとして参加するより、キャプテンになる方がとても大変でした。ま

た，吉沢さんに頼ってしまって参加者に教えることが十分できなかったのは残念でしたの

そしてもし吉沢さんがL、なければ講座が果たして講座が成立したのかとても怪しいところ

なので、もっと精進しなければと思いました。 しかし参加者が少なかったとはいえ、アッ

トホームな雰囲気で刃物研ぎができたことはとても楽しかったです。参加者のみなさんも

刃物研ぎを楽しんでやってくれたようなので、講座を開いてよかったなと思いました。来

年はどもたちも参加してもらえるよう工夫して、この講座を続けて欲しいなと思います。

7. y 0 U遊サタデーに参加 して

私は 3年になってから Y0 Uサタに参加しましたが、いろいろ大変な而もあったけれど

参加して良かったなと思いました。Y0 Uサタill!'i立・の一番大変な幸雄加や企画の部分はほと

んど実行委員会の幹部のみなさんに任せてしまってすみませんのでも、参加して以来毎回

携わってきたク ッキング隊は私としては頑張ったのではないかなと思いますコ何事にも当

てはまりますが子どもたちとの楽しい時間を過ごすためには多くの人ャの並々ならぬ努力

があるのだなあということが分かっただけでも［J分を成長させてもらえたなと思います。

私は今存から教師として毎日多 くのチともたちと接していきます．多くの＞＇if了も.w負って
いきます．こんな私にとってYOじサYは仁引にいろいろなものを与えて くれたし、良ト

経験になったと思います．これからはY0 iサタで学んだことを’I：.か して、チどもと逃こ

していきたいと思いますー

故後に土井先生はじめ英政センターの先生万、 Y0 L. 遊サタヂー ；~行委員会のムなき ん 、

私にこのような貴重な体験のj訪を設けていただきまして綜当に向・り雌うございましたc ま

た、それぞれのキャプチン・スタッフのみなさん iq: lltlお被れさまでした門これから Y0 

l＂サタを引き継いでいくみなさん、あまり J!!ff!llをせずに子どもたちに拶を与える活動を続

けてい「て下さ l九 本当にありがとうございました色
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ヰヨキコーつノマモラ 37－イ’コミ

ヰョヵ、らてアクッヰユー一喧2ァイ乍っちゃネヨう

小林理英（家庭専攻 4年）

1.講座設定の理由

今までに開講した「おやつパラダイス」にはスタッフとして毎回関わってきたが、その

度に、おやつを作っているとき、そして試食するときの子どもたちの嬉しそうな表情が印

象に残った。自分自身が小さかった頃もそうだったが、おやつを作るのはとても楽しいも

のだ。何よりも出来上がったときの喜び、そのおやつを食べるときの嬉しさがいい。 「お

やつパラダイス」では、おやつ好きの子どもたちの純粋な表情を見ることができるのであ

る。

そこで今回は、子どもたちに身近なおやつで簡単に作れるものを考えた。第8回で「ク

ッキ一作りJをしたが、自由に形作りをするときには学年に関係なく、誰にでもでき、と
ても楽しんでできた。しかし、再びクッキ一作りでは面白くない。そこで、使う材料にも

視点を向け、料理をするだけでなく、食品に興味を持ってもらおうというねらいを持ち、

講座に臨んだ。

2. おからを使うことの意味

「おからクッキーJは、お料理ブックからヒントを得たのだが、 「おから」に注目する

のはすごくいいぞ！と即座に今回のテーマに決めてしまった。 「おから」のどこがよいの

かと言うと・・・まず、おからを子どもたちが知っているかしら？ということが一点、そ

して、原材料や、栄養は何か知っているのだろうか？ということが一点、子どもたちの興

味を引きつける要素がたくさんあるのだ。それに、おからの料理と言えば「うのはなJと

呼ばれる妙りおからがもっともポピュラーで、クッキーの材料にできることは私自身も初

めて知った。これをたくさんの人に知ってもらうことも良いのではないかと思ったのだ。

おからの原材料は大豆。大豆には純物性たんぱく質が豊富に含まれている。豆腐を製造

する過程で、豆乳を搾った後に残ったものがおからと呼ばれる。残ったカスと考えられる

ことも多いようだ。栄養がたっぷり含まれているにも関わらtず、食に利月1されるのはわず

かで、ほとんどが家畜の飼料や、土壊の肥料となっているのだと言う。今回、おからを取

り上げることで、栄養があるにも関わらず、あまり食卓に登場しない食品を見直してみよ

ということを、子どもを通して家族で考えられればよいと思った。

テーマに決定する前に、実際に作って食べてみたのだが、普通のクッキーに比べ歯触り

がサクサクしていて大好評だった。おからのにおいも形も全くわからず、本当におから入

りなの？と言った感じであったcそんなこともあり、当初は、 「おから」という部分を伏

せておき、当日まで秘密にしておこうと言うことを企み、 ！～00でクッキーを作勺ちや

おう～Jというネーミングで紹介したのであったc

3.子どもたちの様子

「クッキーは作ったことがあるJという子どもたちが何人かいたが、おからを材料にし

て作った子はいなかった。おからに対して期待したほど驚きはなかったようだ。それより

もやはり、クッキーを作るんだということの喜びの方が大きかったようで、タネ作りの実

演の時は真剣な目つきで見入っていたことが印象的だったc 高学年の子どもが多かったの

で、班分けは、低学年の子どもと組んで調節しやすかったが、始めてみると、おとなしい
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講座名 メJ ：：，....－メコニ／フF イ’Z支え7 ') -.L.、弓告 平成8年 5月25日 （土）
ーっくそ〉う （午前）

キャプテン名 力日系内 3之害~ （家庭専攻 4年） 7シスタントス~77数 7名
参加者数 1 3名

指導教官名 林隆子教官 渡辺敏明教官 活動場所 図{ff館2階

講座のねらい

氷に揮をかけてアイスクリームを囲める活動や簡単な実験を通して、塩をかけるとアイスクリームが回ま

る不思議さを味わってほしし、。

講座の展開

時間 活動内容 スタッフ、キャプテンの活動 教材・材料

0子どもたちを迎える準備をする
講座前 －ビニールシートを床にはる

－遊具の設置

9:3 0 o~ 、っしょに活動をする仲間やス －作り方のプリント
タッフと出会う －みんなであいさつをする －ビニールシート
－みんなであいさつをする ・カンで作る、ということだけを言う －断熱材
・カンでアイスクリームを作ると －二人組グループを決める －蓋っき缶
いうことだけを知る －ビニール袋
－グループが決まる －ガムテープ

9:5 0 Oアイスクリームを作る －氷、塩
－グループ毎に作る －スタッフはグループに1人ずつ付い －卵黄、牛乳、生ク
－キャプテンの説明を聞きながら て、いっしょに作る リーム、砂糖
同時進行で作る －キャプテンが作り方を説明しながら －皿

同時進行で作る ・スプーン
・カンを転がす時は、スタッフお手製 ・食器を洗うための
の遊具で遊ぶ 水 （バケツに入れ
－実験をはじめる たもの〉

・実験セット

I 0:5 0 0カンをあけてみる
－アイスクリームカ〈囲まっている －アイスクリームをお皿に盛る
か見てみる
・固まったアイスクリームを食べ｜
てみる

I I: 0 5 0片付ける
・バケツの水で食器をすすぐ ・食器を洗ったものを置くスペースを
－ビニール袋などはごみ袋に入れ 用意する
る －雑巾、タオルの準備し、漏れないよ
－遊んだ遊具を片付・17る うに自己I叡する

I l: l 5 0実験を見る ・事前に用意した実験セツトを見せる ｜

I 1:2 0 I 0 ~ありがとうJ のあいさつをす ｜ 「ありがとうJのあいさつをする
I 

O修了証をもらう ｜ ｜・修了証
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ブコユノブコユ／づF イコ之、ク リ ー－ .L...宅云ーコく；.＜？う

加納 文香〈家庭専攻 4年）

1 .カンカン ！！アイスク リームってどんな講座？

「カンカン！！アイスクリーム？なんだこのタイトルは？ Jそう思って下さればこのタ

イトルをつけた甲斐がある なぜなら、 P普通のアイスクリーム作りではなさそうだぞ

と思ってもらうためにこのタイトルを考えたからだ。

この講座は、第 51叫の時に 「アイスクリームをつくろう」という講座名で開講され、ア

イスクリームが大好きな子どもたちに大人気であった。ここで吸う教材は、調理的要素、

理科的要素、ものっくりの技術的要素など、様々な要素を含ませた講肢展開が考えられる。

今回は冷凍庫を使わずに、培と氷だけでアイスクリームを囲めることができる〈氷に騒を

かけると氷点下以下の温度になる）理科的要素に注目し、簡単な実験を取り入れた誹座展

開を考えてみた。アイスクリームが冷凍庫の中で回まることは、自然と 卜｜常生活の中でわ

かることである。他の友達は知らない、塩と氷でアイスクリームが固まるということ知っ

てしまおうというのがこの講座のねらいである c

2.実験を取り入れた効果

この講座は、まずアイスクリームを作らなければ始まらない。子どもたちは、キャプテ

ンの説明と同時にどんどん作業を進めていき、見事全グループのアイスクリームが固まっ

出来上がったアイスクリームをもくもくと食べ、満足した様子の子どもたちの自の前に、

ふたつのカンを見せた。アイスクリームのかわりに水を人れ、ひとつのカンは氷に塩を入

れて冷やしたもの、もう一つのカンは氷だけで冷やしたものである。前者は氷がはり、後

者は水のままであるという、底の有無による違いがありありとわかる結果を用意すること

ができた。

子どもたちは、身を乗り出して食い入るよ うにカンの中をのぞき込んだ。 「アイスクリ

ームも白いし、塩も白いから面まるんだよ。 jというユニークな発想も飛び出す。正確な

解答はせず、 「不思議だねJというまとめ方をした。子どもたちにとって満足のいく解答

はしなかったが、アイスク リームが固まった不思議に注目する時間を設けることができた。

「不思議だな。どうしてだろう。 Jという気持ちを大切に し、闘児から 2年生までの小さ

な子どもたちが、驚き、考える機会が持てたことは有意義であった。

3. カンでのアイスクリーム作りの発展

第5回の 「アイスクリームをつくろう」では、アイスクリームを楽しく作るという製作

活動が主な目的であり、第8回では、 「カンカンアイスクリームをつくろうJと改名し、

鹿の有無による氷の冷え方に注目した講座の展開とした。この教材を用いた講座の展開に

は、次のようなものも考えられる。

①アイスクリームは焼持するからふわっとする

材料を入れて密聞をしたカンを転がす理由は、ふわっとした 「アイスクリームJを作

るためである。 しゃりっとした fシャーベット」を作るのであれば、転がす必要はないc
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そこで、カンを転がしたものと、転がさないものを比較して、撹排の有無の違いをみる。

②道具の工夫

カンと言ってもいろいろある。コーヒーのカンは、 二人分の材料をいれ、既件するた

めに十分の広さがあり、密閉できるふたがあるということで、アイスクリーム作りには

有効であり、粉ミルクのカンは、コーヒーのカンがすっぽり人り、さらにカンのまわり

に氷を入れてふたをして密閉ができ、アイスクリームを冷やすために有効なカンであっ

た。しかし、今回は全部のグループで同じカンを使ったため、コーヒーのカンと粉ミル

クのカンがなければアイスクリームはできないと考えた子どもたちが、講座終了後に使

用したカンをとりあう姿が見られたc密閉できる様々な種類のカンを用意して、自分で

工夫してアイスクリームを作ってみる、という講座の展開も考えられる。

③バニラアイスクリームの他に

今回はバニラアイスクリームを作った。材料の中に、チョコレート、ナッツ、などを

いれたアイスクリ ーム作りも考えられる e

カンでのアイスクリーム作りは、ほかにも取り上げ方によっていろんな講座が展開でき

る遊びである。

4. たった一度の出会いを大事にして

アイスクリームを作るためには、まず道具の準備が必要であった。例えばカン。ひとつ

はコーヒーのカン、ひとつは赤ちゃんのミルクのカン。2つの缶がlセットで、 2人分の

アイ．スクリ J ムができあがる。当日来てくれる子どもたちは 13人。最低でも、 7伯lづつ

のカンが必要になる。さあ、探した探した。闘ったのはミルクのカン。近所の、赤ちゃん

がL、るお家にお世話になったり、乳児所に電話し、主旨をご理解いただいて、カンをいた

だくことができた。

道具が準備できても、当日子どもたちが楽しく過ごすことができるとは限らない。一度

も会ったことのない子どもたちのことを予想して、年齢だけを頼りに頭をひねってくれた

のは、 7人のスタッフである。子どもの気持ちになって、細かい配慮‘をしてくれた。楽し

い雰囲気を作り出してくれたポスター、ただカンを転がすだけでは子どもが飽きてしまう

よ、ということから考え出してくれたカンをポールにして遊ぶペットボトルポーリング、

カンを転がしながらスイスイともぐることが出来る段ボールトンネルなどは、講座には欠

かせない遊具となった。楽しみにしてくれている子どもたちのために全力を技いで準備を

したスタッフたちは、講座が終わるころには、はじめて出会ったとは思えないほど、子ど

もと仲良くなっていた。

講座の最後に、全員で fありがとうJというあいさつが気持ちよくできたのは、楽しみ

にしてくれていた子どもたちと、準備をしながら子どものことを考えてきたスタッフの気

持ちが、今回の講座で一つになったからである。

A
a
・
r「
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気菩 8 庄日f言プミ Y 0 U迫~サタラ＝＝一元産毛詳つ戸ラン

j持店名 守三1百三E.!f:勿スラスラスライム I'IL成8年 5月25日〈土〉
． （午前〉

キャプテン名 守二三主主 主愛弓乙・ （理科専攻3ti:_) 7シザYト'A?17数 6 名
I 参1Jll者数 3 2 名

内？と上－竺ヤ」 竺 －竺宵 ー 活動場所 S1 1 8紳
ーし一一一一一一一一一一」

講座のねらい 身近な素材を使用して、市販のスライムができてしまう驚きを持ってもらいたい。また、スラ
一一一一 一一ι‘－一－一．．．．．一．－－．．．’ ．．．．．．． －一『．．．．．一－－－－－－－寸.------.. --－一－．．－一．．

イムを作る中で、友達をつくり、楽しく過ごす場の発見や、外（学校外）での参加に積極的に取り組めるように
一一一一一一 ーーーーー－・・2・2・・・・・・・・・・・ー ー ・・・・．・・・一一ー 一・ー－－－一一一一一一一・・．・・・一・一ー，，－－－－－，・・ーーーー ・・ーー一 ・・・・ ー＂＂・－－【． ． 

なることをねらいとする。
一一ーーー一ーーーーーー・ー・・・・・・・－・・ーーーーーーーーーーーーーーーーー・・・・．・・・・・・ーー・・ーー－一一一一一一・・ ・・・・ー ーーーー・・・・・一・一一ー・・・・－-..........・・・・・・・ー・ー・・・ーーーーーー・・・・・・・・・・・・－－－－－－－－－ー’ーー ー ー

講座の展開

時間 過程 子どもたちの学習内容 キャプテンの学習指導 教材

l. 自己紹介 「大きな声ではっきりと言おうリ

導 2.スライムっくりを学ぶ。 。スライム作りの説明
fスライムのfF 

①コップの下の線まで水を入れる Iスライムの作り方 り方Jは、模造
紙に書いて用意

2 0 ②洗濯のりをコップの上の線まで 日注意事項
人れる。 －服や、髪の毛につかないように

しよう。
分 ③よくかき混ぜて色を付ける。 －絶対に口の中に入れないでね。

机には新聞紙を

＠四ほう酸ナトリウム水溶液を加 ひいておく。

入 えてよくかき混ぜる。 皿かたずけ （バケツも泣い
ておく

⑤回まつできたら、コップから取 2～3個〉

り出し、スライムを手でペタペタ
とやる。

3.スライムの制作 。グループをみて回りながら声をかけ 用意する物

る。 －洗濯のり

展 「他の色も作ってみょうか。」 • 7.k （ペットポ
「スライムの触り心地はどう？」 トル入り）

9 0 . j包和四ほう酸

※みんなの手は動いているかな？ ナトリウム＊

分 何か困っている子はいなし、かな？ 溶液
－食紅・着色剤
－ビニール袋
・コップ

日目 4.みんなで巨大スライム作り 。みんな一緒にやろう。

ま 5.かたずけ 。かたずけまでしっかりやろう。

1 0 と
分 め 6.終了 修了証を渡す。 修了証
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寺三官室生住 宅勿 スラスラスライム

千葉綾子 〈理科専攻 2年）

1. スライム作り

「スライムって、どんなものだろう 。 ＠虫）こんな ｝~ なのかなあ。 J マンガに出てくる姿

がぽっと思いつくだろうc 「でも、本当はどうなのかなあ。」 という興味を子どもたちは

抱いてやってきていると思い、 「スライムは、ニういうのだよ。」 という提示は、始めか

らしないことにした。マンガに出てくるスライムのイラストを、ちょっと拝借して、至る

所に描いてはいたが、子どもたちが実際に手にすることで、 ｜これがスライムか。」 とい

う感動を持って、た くさんのスライムを持って帰ってもらいたかった。

実際には、 PVA  （合成洗i湿のり〉、本、四ほう酸ナトリウムという無色透明の液をコ

ップの線に合わせて入れていけばできてしまうなんでもないものである しかしあの感触

は、年齢を問わずにこにこしながらペッタンペッタンと行うことができ、また、 l当分の好

きな色に色付けできることから、手に溢れんばかりに持って帰る嬰をたくさん見ることが

できた。その姿は、とても嬉しそうであり、見ている私たちも熔しい気持ちになるのであ

る。 「ただの液だったのに、スライムができた！ Jと、驚いてくれたり、感動してくれる

ことにこの意義があると思う。材料は、極身近にあり、 「こんな物からできてしまうんだO -' 

と思える物。参加してくれた人たちのにっこりとした笑顔と、両手いっぱいにスライムを

作って くれることを願いながらのスライム作りである。

2. スライムを触るチどもたちの様子

「できたよ！ Jという顔で、こちらを見て 1つめを袋に入れる。ここまではちょっぴり

もじもじとしていたが、 2つめ、 3つめと作るたびに、 「よし、次作るぞ。j 「えっと、

次は何色にしょうかな。Jと、自分から手にしたり、スタッフの人に「水を入れて」 I四

ほう酸ナトリウムどこ？ J rのり終わったよJと、自ら積極的に取り組もうとしていた。
スタッフもどんどん忙しくなっていったごとだろう。 iつ、 2つ、 3つ・ ・・ と、数が増

すたびに、その顔もハツラツとして始めの頃の緊娠した顔ではなくなっていった。

そんな中では、作ることに夢中で、お友達との関わりがあまりないようであったが、お

互い譲り合いながら、水やのりを使う安が見られたり、お友達の作ったスライムの色を見

て、 「うーん、次は00色。」と決めている姿や、自分より数の多いお友達がいたら、そ

の数を目指している資は、お互いが刺激しあえていて良かったのではないだろうか。また、

洗面器を用いて、巨大スライムを作ったときにも、グループで色を決めたり、四ほう酸ナ

トリウムをみんなでよーくかき混ぜている安があり、スライム作りを通して今日初めて会

ったお友達とも関わりが持てたのではないだろうかc

全体を過しては、楽しく行っていて、基~·ドになっている姿やたくさんの笑顔が見られた

ので、私はとても満足だった。

3. スライム講座を開いて

キャプチンとしての私は、 「水をくんでこなきゃ。j pえ？！糊がない？！J F 四方酸ナト

リウム？ 」 「うわ一、デロデロのスライムだ。」 と、万全であるはずが、準備不起でどた
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ばたとしてしまった。おかげで、スタッフの方々も、大変疲れてしまったことだろう。こ

どもたちに対しても、私は、声がけが不足であったと思い、悔やまれてならない。実習前

ということもあり、失敗は良い経験になった。進行していくのにも、いかに分かりやすく、

いかに手短に説明できるかを、もっと考えておけば良かったであろうし、大人数の中の自

分という自覚が足りなかったと思う。手伝っていただいたスッタフの方々に感謝である。

こどもたちに対しても、今までどおりで、発展性のなかった点では、マニュアルに頼り

すぎていたと思う。初めて参加してくれたお友遥には、それなりに感動はあったかもしれ

ないが、 2回、 3回目ともなると、 「うん、知ってるよ。Jという声とともに、 「前も作

ったんだよ。Jといわれると、ちょっぴりがっかりしてしまうものである。同じようにた

だ作るのではなく、ゲーム性や、別の物を組み合わせてみたりすることも必要だと、終わ

ってみてから考えていたのである。

しかし、たくさんの笑顔が見れたことは、 一番のうれしさである。スタッフの方々も、

疲れたと思うが、こどもたちの溢れるパワーの中、うれしそうに、楽しそうに作る姿を見

ることができて良かったのではないだろうか。私は、この笑顔を決して忘れることはない

と思う。こどもたちの前に立つ者として、大事なことは、どれだけこどもたちのことを思

ってあげられるかということのように思う。怪我をさせないこと、感動をなくさないこと、

孤立させないこと。そして、最後には、満面の笑顔のこどもたちを見送る。こどもたちと

一緒に気をつけて、楽しみながら輪を作っていけるものにしていくことは、ほんとに大事

だなあと思った。

これからも、 「Y0 U遊サタデーは、笑顔がたつくさんあるといいな。」 と思う。

、み

r 

ミ当、；
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賀事 8 匡!Jf言フミY OU通主そナタラ＝：一通華寺さとつfラン

i講座名 当金老交セア6ま毒自Eメ乙寸亡くオlえ£し、 平成8年 5月25日（土〉
てF ノレ宅区、イ乞寺会穿茎層食 〈午後〉

！キャプテン名 安喰和之 長谷川直紀 相臨啓 7シスタントス＇h7数 8名
宮沢元 〈理科専攻 3年〉 参加者数 6名

｜指導教官名 漆戸 邦夫 村松 久和 岩井 邦中教官 活動場所 S300教室

講座のねらい 最近「理科離れ」が進んでいると報告されているが、依然として教科としての「理科」は人

気が高い。そしてその中でも、 「実験・観察」への興味は特に高い。そこで本講座では6種類の実験を用意し、

普段学校では行えない実験を自ら体験することによって、 「自然科学」の楽しさやおもしろさを知る。

講座の展開

時間 段階 子どもたちの経験内容 アシスタントの支援 教材

アシス －どんな実験ゃるのかなあ？ －実験書の百師 －実験番
タント ・僕は「火で書く文字」から行こうかな！ ・キャプテン、スタッフ

1 0 と各実 ・見たことも聞いたこともない実験だぞ！！ の自己紹介
分 験の紹 ・結構危ない薬品も使うんだって。気を付けなく ・各実験の概要の説明
介及び なくっちゃ！！！ －実験を行う上での諸注
諸注意 －早く実験したいなあ。 意

‘ 
O自分が興味を持った実験を自由に選び、その実 －各実験の詳しい説明 わら半紙

験カ苛予われている実聞験い台たへあ移動する。そこで簡 －各実験台で子どもたち 筆
単な説明と注意を と実験開始。 が体験する実験の手伝 ブドウ糖
－液のついてる部分だけどんどん燃えてくよ！ いをする。 Na OH 
－丸くかこんじゃったからそこだけ燃えちゃって ・危険な薬品への充分な インジゴカ
字にならない！！ 配慮をする（NaOH Jレミン
－今度こそ字にしてやる！！！ HC i等） メチレンプ
・あっ！被が赤色になった。 ルー

－今度は緑だよ！何で？どうして？ メタノール
1 0 0 好きな ・また赤色に戻ってく！！また振ったら緑になる 酢酸カルシ

分 実験を の？ ウム

どんど －早く混ぜないと固まっちゃうよ！！ほーらね！ 炎色反応用

んやろ －いろんな色の火がついた。キレーイ。 アルカリ
う！ ! ・花火が簡単に作れるんだって。いってみよう。 金属

－ほんとだ花火のにおいがする。でもちょっとけ 硫黄
むーい。ゴホッ、ゴホッ！ 炭素
－この液をか紙に塗っておいて、この液でなぞ 硝酸カリウ

ると赤い字や青い字が出るんだって。ちょっと ム

やってみようぜ！！ シュウ酸鉄

・果電物池ので中を見せてくれるんだって見に行こう！ 塩化鉄

電池作るんだって。できるの？ チオシアン
－あっ！オルゴールが鳴ってる、鳴ってるよ！ 酸鉄等

ま －もう終わり？まだやりたーい！ ・修了証を渡す。 －修了証

分 と －まだやってない実験あるー！！
め ・閉会式終わってからやりにきてもいい？
－すっごくおもしろかった！！！
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ξ量どお芝て了、~：；；：主孝生三乙マごくオl え£し、て苫F ノレ毛~イヒ宅金製ミ寝食

安喰和之 長谷川位紀 宮沢元 挑搾啓

Olli科専攻 3年）

l .講座設定の1.111rJ1 

窓の外をのぞいてみて ください 今私の目の前には今にも沈んでしまいそうな太陽と、

その太陽に彩られた美しい，赤からオレンジ、そして／j・へと続くあざやかなグラデーション

をたたえた空があります。さあ、空からもう少し視線を落としてみましょう。存ならばい

てつく寒さに耐え、ようやく訪れた遅い伯ナ｜・｜の春を体：，，で忠び、その暖かい風を受けよう

として芽を出した黄緑色の若葉が元気よ く風にたなびく姿が見えるはずですむそしてこれ

らの美しい風設をパックに、人々の住む家屋の窓からは白い屯灯の明かりが凡えかくれし、

その合聞をぬって家路へ帰る人々の費や車のテールランプの赤が列を作って点滅していま

す。この様な幻怨的な風景を見ていると自然が作り出す美しさは言うまでもなく、我々人

聞が作り上げてきた物もまんざらではないなあと思います。しかしそれと同時に、なぜ空

はこの様に椋々に色を変えていくのでしょうか。またなぜ木々は秋になると誕の色を緑か

ら赤や黄色に変化させていくのかといった繰々な「不思議」は限りなく浮かび上がってき

ます。そして人々はこのような 「なぜJを追求し、その成果を体系化していきました。こ

の結呆できた学問が 「自然科学」です。つまり 「自然科学Jは人々が行う日常活動の中に

生まれる疑問jや興味、そして少しでも盟かな生活をという願L、から生まれた学問なのです。

このようにして人々の飽くなき疑問と興味、及び欲求によって 「自然科学lは現在にいた

り、さらに発展していこうとしています。

しかしこの備な「自然科学Jの発展と逆行して、現住の小・中学校では深刻な 「理科離

れ」が嘆かれています。本来生活に密；位しているはずの 「理科Jがなぜ

この掠に雌われてしまうのでしょうか。犠々な原因は考えられますが一つの要因として、

現在学校で行われている 「理科」の授業が、授業時間の関係上充分な 「実験・観察Jの時

間をとれず、体験なき知識の椛築に終わっているためだと考えられます。本来 「自然科学」

における知識とは体験と同時に積み上げられていくものです。そこでこの講座では実験を

過して、自然科学の一部を体験し、 「自然科学Jのもつ美しさやおもしろさを再認識し、

I自然科学jへの第一歩を踏み出していただければ良いなあと考え本講座を構想しました。

2 .教材について

l .でも沓きましたが本講座ではある現象が起こったときに、 「すごし、J、 「きれし、」、

「おもしろいJといった素朴な驚きと感動を味わって欲しいとおもいました。そこで以下

のような観点で実験を選びました。

( 1 ）普段利用 しているものの原理がわかる教材。

( 2 ）色の変化が美しい教材。

( 3 ）子どもが実験をやってみて楽しいと感じられるような教材。

この様な観点で選ばれた実験は以下の 6個です。

－交通信号フラスコ…ある液体を振ると黄色→赤色→緑色へと次々に変化する 0

．火で書く文字…半紙に火を近づけるとある液体をつけた部分だけ焼け落ちる。

・電池…分解した乾電池を見て、電池の仕組みを知り、さらにその仕組みを利用して果物

屯池やコイン屯池を作る。
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－固形燃料… 2積類の液体と炎色反応を示す元素の含まれた底を混ぜ、カラフル

な囲形燃料を作る。

・線香花火…線香花火を火薬から作ってみる。

・赤い字、青い字…ある液体をぬった半紙に別の液体を塗ると字が浮かびあがる。

3 .子どもたちの反応

はじめ緊張のせいかなかなか笑顔もみれず此んだ雰閤気があたりを包んでいましたω し

かし実験が始まり自分の予想していないことがおこったり、また自分で作った溶液が正し

く反応し、色が変化したり、紙が焼け落ちていく様子を見て、にっこり笑う子、のぞき込

んでみようとする子、 「おっJという短い感嘆の声を漏らす子、と反応は様々でした。 し

かしどの実験でも共通して言えることは、真剣に上皿天秤で薬品の位を量り、針のふれを

一喜一憂しながら見ている子どもたちの姿がとても印象的であったことです。これに関し

ては普段薬品を計ることが実験のOnestepでしかないと感じ始めてしまった我々スタッフ

にとっては、全く予想ができなかった態度であるとともに、見習わなければいけない態度

だと痛感しました。しかし実験が進み、子どもたちとスタッフの聞で様々な会話のやりと

りが行われるに従って、講座全体の雰囲気も開始当初の緊張した採囲気からとても和やか

な雰囲気へと変わっていきました。そんな頃から、実験によっては自分で何を組み合わせ

るか、どんな色を出そうかと試行錯誤していく姿が随所に見られました。さらに言えば、

一度ゃった実験でももう一度チャレンジしてみよう、またあの溶液は変化 していないかと

何度も同じ実験台へ足を運ぷ子どもも数人見られました。このように子どもたちは自分か

ら実験を楽しんでいったのですが、無情にも終了時刻はこのような子どもたちの嬰には関

係なくやってきてしまいます。しかしスタッフも子どもたちのあまりの熱中ぶりに終r時
刻が告げられず、閉会式にかなり遅れてい くはめになってしまったのですーしかしこの時

点でも実験の数が多かったためか、はたまた丁寧に薬品の誌を品りすぎたのか、ほとんど

の子どもが61聞の実験を終わらせていませんでした。このまま中途半端な形で終わってし

まうのかなあと思っていた矢先、 l羽会式後数人の子どもたちが侠たちスタッフのところへ

やってきて実験を続けたいと言って くれたのですL さらにこの際チどもたちを迎えにきて

くださった保護者の方にも何年ぶりかの 1理科」を体験してもらうことができたのです。

また固形燃料などはアルミのマドレーヌ用カ ップに人れ、 ，－ うちでみんなの1itrで燃やすん

だ，といって大事そうにしまっていた子どもも見られるほどでした R 全体を辿して書える

ことは、人数が少なかったせし、か各実験とも充分時間をかけ、納得のいくまで実験をする

ことができ非常に満足してかえってもらえたのではないかというニとですa

4.講座を過しての反省

3. でもミ！？きましたが、講座を終わって帰ってい く子どもたちの顔はとてもにこやかで、

論鹿における準備不足や、予備笑験の不足をスタッフに感じさせないような集中ぷりだっ

たと思います。この点は講座に参加して くれた子どもたちに感謝をしたいとおもいます。

しかし落ちついて考えてみると、この講座の中にかなりの問題点があったように思われま

す。そこで今後の課題として以下のようなものを挙げておきます。

( 1 ）実験数が適当であったか企

これについては閉会式に遅れる、時間内に子どもたちが実験を終わっていない、という

制点から考えるとかなり実験数が多かったのではないかと与えらますc 「傑々な実験を通
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していろいろな現象に触れて欲ししリ という願いが強すぎたためか用意した実験が多くな

ってしまったようです。

( 2 ）実験方法は適当であったかc

み；講座では薬品や水の盈を詰るところからやってもらい、実験の巌初から最後までを自

分の手でしっかりやってもらいたいとおもいましたのしかし、本講座に参加してくれた子

どもは中学1・2生の子どもだけであり、上皿天秤、メスシリンダーなどの使い方にまだ

まだ慣れていない子どもたちが多く見られました。子どもたちの実験技術の習得状況、発

注：段附を考えると実験｝j法を見直す必要性があると考えられます。具体的には事前に薬品

をこちらで詰っておくなどがあります。それにより薬品を量る時闘がそのまま実験や現象

を楽しむ時間となり、さらなる興味・関心へとつながったのではないかと思います。

( 3 ）実験内容は適切であったか。

実験の選択には 2. であげた観点を充分考慮したつもりですが、やはり子どもたちの興

味・関心を充分満たすことができたのか、また普段耳慣れない薬品を多く使ったことを考

えると、講座が終わってから家や学校に帰ったときに身の回りの自然現象に目が向いてい

ってくれるのかは疑問が残ります。この点については、実験を選ぶ際もっと重視するなり、

身近な現象へ結びっく実験を多く取り入れていくなどの工夫が必要であると思われます。

( 4 ）安全対策は充分であったか。

講座内での事故はなく笑顔で子どもたちが帰れたことは大変良かったと思います。これ

はスタッフの配慮は当然のことですが、それにもまして子どもたちがはじめの実験の注意

をよく守って安全に実験が行えたためだと思います。しかし実際には水酸化ナトリウムな

ど非常に危険な薬品を使っているにもかかわらず、万が一の事故に備えての体制がしっか

りできていたとは決して言えません。そのために、ほう酸の・薄い水溶液を自の洗顔用に用

意したり、事故が起こらないように実験中の実験台の上の整理整頓などにもっと気を配る

必要があったと思います。

しかし何度も言いますが、講座が終わって子どもたちが笑顔で帰れたという事実に対し

てはこれを上回る喜びはなく、この講座を聞いて本当に良かったと思います。改めてこの

講座に参加してくれた6人の子どもたちにはお礼のことばを言いたいと思います。
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錆写 8 c:EJ f言コ忙Y OU量産寸ナタラゴ一一通主ξ戸フ。ラン

講座名 ヵ、ォっし 1し、 平成8年 5月25日 （土）
ビーズ三Eコレクション （午前）

キャプテン名 三尾翼穿語審主 ネし話芸き （数学専攻3年） I 7シスタントJ.'h7数 4 名
｜参加者数 7 名

指導教官名 モ5'"日ヨ 来念老た主F ｜活動場所 N203教室

講座のねらい

「こんな講座があったらいいなJという声を聞いて聞いた。共通の興味を通じ、また、夢中になることで、

参加者か交流できることを目的とする。

講座の展開

時間 過程 子供たちの学習内容 キャプテンの学習内容 教材

0箱にビーズで：'filliりを着け －今日の活動を説明する。 ・箱
噂 る。 －名札の確認をする。 －はさみ

－好きな色のビーズのある －説明が分かつた人から始め ・のり
4 5分 席に座る。 させ、 1人でできないと －ビーズ

－分からないことを聞きあ ころは手を貸しあうように －ワイヤー
人 つ。 伝える。 －作り方のプリン

・スタッフやできた人に手 －箱を乾かす。 卜
｛云ってもらいながら進め －奈川瑚
る。

0ビーズで好きな動物など loこども述と一緒にビーズ作品 －作り方の紙
をイ午る。 を作る。

展 ・飛び魚・兵隊 ・海藻・花 ｜ ・作り方の紙を各机に配る。
のなかから何を作るか決 1 ・ワイヤーの用意。

4 5分 める。 －ワイヤーを切るときは、ブJが
－どんな色のビーズを作る いるため危険なので、スタッ
か決める。 フカ〈｜期わる。

・一人で出来ないときは、
声をかけて、手伝っても
りつ。
・時間があれば、次の作品
を作る。 〈時間内に作れ

日目 るか、スタッフに相談す
る。 ）
－最初に作った箱に、自分
の作品を入れる。

0修了証をもらう。 0修了証を各自に手渡す。 －修了証
ま ・床に落ちたビーズを拾う －片づけをする。

3 0分 －使った道具をまとめる。 －こども遠の持ち物の確認をす
と －修了証をもらう。 る。

－荷物を確認する。 －終了証をみんなの前で、一人
め l人に手渡す。
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主私－ 8 回イ宮プミ：Y 0 U 元丘サタラ＝一一辿ft当会 7° ラン

~flt EM 名 し、 Lニ26フォーーラム ・ 9 6 平成811: 

一一
キャプテン名 水戸口あい｛大学続 2iドJ ~Ub 1.支持j（数学専攻3iド〉 7ジJ.9'1ト｝.＇

波辺 一同（~走路専攻 '1 it:) 多J.n1:r.・数

指導教官名 越智 成制￥x・1守 f.ii)I: fill雄教主｛ ゴ：JI・ 進数・e 使m教室

2 5日〈土〉
〈終日〉

数 5名
約 I0 0名

E 5 0 11 

iM>iのねらい れ、じめJ問題は、学校現織だけでなく、家路 ・地j或とのi虫採を凶りながら考えていかなけれ

ばならないとの似点から、さまざまな立掛からの似公をllHき、理解し、；寂J.＇.を交換しイラうことによってれ、じ

めJ問題への恕殺を尚めることができる。

j純度の展開

断

一
当
日
朝
一
閉
会

日寺｜聞 辺行内主主

3 0 ・1具合 ・直lilf態依l（笑総センター）
．受付

命アンケート記入

一「ーー一一一一ーー ー一一一ー一一一一一一・’寸一ー一一ーー
スタッフの動き .｛普通；必： ｜ 準備物等

ト一一一一一一一一一一一一十一一一帯
－集合、会京、店liiffTち合わせ ｜量H<tt鵠、へ・y
－受付準備 ｜民、 7'1~ート蹴
制 3入 金書 3A Z向IA I 7• ロr1ム自民｝

ート一一一一一一一一一一一一｜一一一』
－司会進行（キャプテン〉 I &e~~li 、71?

OllPシート

・記録係（;t、記録する（カメラ、テー｜マイク、飲
プ、銃J己により） ｜み水、 OIf 

I pシート、
・ 質疑応答の際、マイクの!tillゆを~Illll)J I化録m紙、
する 11 -7• 1n - 9’ 

(t’f’i) 
カメラ

分

5 
分

1 .開会のあいさつ
（漆戸 邦夫センター長）

食ア ンケート記入
2. 「L、じめJについての報告

6 o I①高山脇氏「私が体験したいじめj
＠悦 ｛主総氏 「fiH.見の立場から」
＠土井 llli氏 f教師の~努といじめJ

分｜＠守時公彼氏
「いじめの活似点 ・ 耳！ JUI~見 ・ 対策J I .トイレ、鈴煩等の案内
．質疑応答

」一一一一一一一一一一一一一一一一ーーl一一一一一一一一一一一一一ー一一一ーし一一一ー－
I 0 I ト イレイ木'.i:!f! ｜後半の徴的

(!iii lj~ に Ii•）じ）

全
体
（
前
半
）

〈
後
半
〉

6 0 
⑤必智 LJi P,iiJ氏
「学校現象としてのいじめj

⑥鈴木災二氏
fいじめの報道についてJ

。諮問 Iii: .!JJ .氏 「総主t者・からfltこい
じめJ －質疑応答 ・訪辿絡

分

休憩 7 5 主墨付て巧~

・ ~u1!i倣のLjlし込み
．俗食の2長内
・分科会会場の災いj

（
同
上
）

銭食、宮古者のj長符

一－-l 一一一一一一一一一
－新規受1・l
－分科会会初への案内

3 . （第一分科会）
ーいじめにあっている子どもへの
カウンセリングについて－

9 o I ［但当 H~lll災！JJ氏 ・ニ仁川・進氏（NI02) 
（；お二分科会） 一家経 ・j也j或・ 学校
はどのように辿燃できるのかー

I I ｛担当lil!l l'¥' l託制氏 ~N I 0 3’ 
分 ｜（第三分科会） ， 

一教fl1liとして何をすべきかー ｜ 
日目当｝今JI: 版11氏 <N202) I 
（第四分科会） i 
-r ~ 、じめJ による不登校について－

Llfl.当｝凶安材夫氏・桟戸邦夫氏（NIO~ ）

w I~「1) 分科会の刊行 一 ｜ d己持併：かそj；ぞ.M$}f'
i長 I I s.アン ケ一ト .1 側 ~｛する~ 2、3分で3
I 会 ！ 分 I6.慾足l.)'t}.!.J持，'if ~ N l ll 1 ~ : 

I I'll I 5 1・3昔泌総 I • tfrn' ,lj ljl L込み：案内 ！ 
｜ 会 ｜ 分 I1. 間会のM .: ~－?J_ _ J 

ir 

－－
F
 

宮
ゐ
・

ー

分

A 
ユCl;

－それぞれの分

記録を If~ る
rm手1
i.fi 1 
ii：』2
!fi3 
W, ・I 

科会で記録係｛立、

同

cO.生後子
水戸II あい ・－.~· UI 皮子
i没ill ・ l!1i・jf・111筏孝子
~t.仏 i~ 附 ・ 小池村ifl' 

J二
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「し、 1ニ~コアコr－：：ラ」h ’ 96」

泌旦一博＠器専攻4年）・木戸口 あい（大学院2年）

1 . 「いじめフォーラム・ 96」開催の経緯

「いじめ問題jはますます桔磯さを極め、深刻ヒしている。本校実跨センターは、平成7年II月に

大学関係者、学生、一般の教育関係渚や市民からなる「いじめ研究会Jを発足させ、幾度にも渡り「い

じめ問題J解消のために討議を重ねてきた。しかし、もっと多くの人々と共にこの問題を考えていぎた

いと願い、同実践センターが開催している ryou避サタデーJとタイ・アップし、 「いじめフォーラ

ム’ 96Jを開催することになった。

2. 全体重量の様子

午前の部では全体会カ苛すわれ、いじめに悩む親子、現職教員、学生、専門家などを含め、 80名を超え

る参カ時が集まる中、 7名の発表者からそれ引もの立場でいじめ晶閣についてお話しいただいた。発表

の内容を簡単に紹介する。

( 1) 喰州制験したいじめ～いじめの追憶～J 高山勝〈会社員〉

10年前自分が体験したいじめと、その当時の思いヰ苦しみをせっせっと語った。学校に行くのは

処刑台回尉もていカれるような思いだったし、一時ま自殺まで考えたこともあったという。自分と

違う人を異常と恩わないでほしい、と訴えむ

(2) 『母親の立場から～もし私の子が『いじめ』に出会ったら～』

幅佳織 〈主婦・信州大学聴講生〉

子を持つ母親の立場から、自らの子育てへや学校へ子どもを預けることの不安をいじめに絡めて

話し丸 「うちの子に限ってJという見方はやめるべきであり、普段から教師と親とカ可申でも気軽

に話せる関係が必要であると述べた。

(3) 「教師の姿勢といじめJ 土井進 （信州大教育学部助教慢〉

14年聞にわたる中学校教員時代の経験談の中から、いじめに耐え切れず、母親に『死にたいJと

まで言っていた生徒の事例を挙げ、いかにいじめ問題を角献していったのかを話した。学生に対し、

一人一人の生徒の心が分かる先生になって欲しb、と述べた。

(4) 『いじめの着眼点・早期発見・対策」 守時公枝 〈教育専門相談員）

現代の fいじめJは調べれば調べるほどわからなくなる。 いじめの対策のポイントは、まず親・

教師・地域の人々が子どもを受け入れる『受容J、子どもからの『償額j、そして子どもといっし

ょに考えていく快感lであると主張された。

(5) 『学校現象としてのいじめJ 越智康調 〈信州大学教育学部蛾撤摂）

まず、いじめは『子どもにつきものJ f撲滅すべきJという考えは誤りであることを指摘した。

『自分自身を愛すること。自分が担金の中で、安心して、自由に、自信をもって生きる権利Jとし

ての“人権’というル｛ノレを学校の中に確立することが重要であると強調された。

(6) 『いじめ報道についてJ 鈴木英ニ ＠筋鵠穂踊E者）

自らが長年に渡り取材をしてきたいじめに関わる事件の期間謝れつつ、記者の立場からいじめ

問題を扱うことの難しさと、学校側のいじめ問題に対する対応のもどかしさを率直に述べた。学校

は本来、子どもたちが一番安心できる場所でなければならないと主張した。

(7) 『経営者からみたいじめJ 葛田英男 （社会保麟労務士）

E
O
 



かつて子どものころ自分がいじめる側になっていった経緯や、ある会社の社長の若い社員に対

する態度などを事例として取り上げ、人を指導する立場にあるものの，L梢えについて熱っぽく語っ

た。老師は、労働渚ではなく、単なる先生でもなく、聖職者であれと学生に訴えかけた。

この後に行われた質臨tJ答では、高山さんがし、じめを乗り越える原動力となった力は何だったのかと

いう質疑応答や、いじめにあっている子どもを持つ母親が、 「先生はいじめられて悩んでいる子どもに

目を向けてくれない。本当に親身になって話を聞いてくれる先生がいてくれれば…J、と涙ながらに訴

える一幕もあった。

3 . 分科会 の様子

午後の部では、約50名の参加者が4つの会場に分かれて分科会が聞かれた。分科会の様子は次の通

りである。

（第1分科会） 「し、じめにあっている子どもへのカウンセリングについて」

第一分科会では、 「カウンセリング」と 「コンサパグーションJの違いや、 カウンセリングの心

得を葛田氏から教わりつつ、カウンセリングのあり方について話し合いの機会が持たれた。参加者

からは、 “聴く”ことの大切さを実感したなどの感想も聞かれた。

（第2分科会） 「家庭・地峨・学校はどのように連携できるかJ

第二分科会では、文音階のいじめに関するアンケート調査で、多くの親が子どものいじめを知 ら

なかったという結果が出たことを切り口として、親子問のコミュニケーションの不サづ昔さがどこか

らきているのか討議がなされた。さらにもう一度白人権”の大切さを確認しあったが、悩んでいる

親と学校との接点をどのよううに見出していったらよいのかについてもっと話し合いたかったなど

の感想もあったQ

（第3分科会） 「教師として何をすべきかJ

高山氏と、氏の呼びかけに応じて参加していた中学当時の学級担任とが、それぞれの立場で当時

を振り返りお互いの心境や事情を打ち明けTこ。教師と学校体制の問題点も浮き彫りにされた。参加

していた学生は郡市の置カれてしも厳しし、状況を認識しつつも、負けないように頑張ってし、きたし、

と口々 に語っていた。

（第4分科会） 「し、じめによる不登校についてJ

（し、じめにあっている）子どもが自分の思いを言える場所がどこにもないことは大きな問題であり、

そうしづ意味で「言える場Jとしてのフリースクールの存在は大きし、不登校児を抱える親も世間

体を気にせず、子どもに決定権があるのだということを緋市も含めて理解する必要があるのではと

の提案がなされた。どんな時でも 「自分の居場所J地必ずあるのだということを本人のみならず周

りの人も知るべきであるという意見もだされた。

4. アンケ一一ト調査 報告

参加者： 約10 0名（のベ約13 0名）／回収率： 約50%

( 1 ) 「いじめフォーラム ’96Jへの参加の動機

もちろん参加の動機は様々であるが、いくつカ場百介してみると、 「子供がし、じめで苦しみ、不登校に

なっているのでJ、 「教育の現揚にいる人たちカ河可を考えているのか知りたいj、 「学齢期の子供を抱
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(5）参加者の声

ここでは、 Q7. fいじめ問題Jの改善策について、あなたの考えをお聞かせください。 J、QB.

fあなたはこれから『いじめ問題』とどのように関わっていきたいと思います方、 jの二項目の問b、に

寄せられた参加者の声の一部を抜粋した。

①いじめ問題の解決策について

0「いじめられるJことを却もるのではなく「いじめるJことを恐れるような意識改革が（親、子ども、

教師の三者とも）必要である。 （教員をめざす人、 20代男性）

0長野県の教育現場ぽ忙しいです。体制として、ゆとりがほしいて寸布。そうでないと子どもの声さえ

聞けませんから耕市一人で悩まないことて寸ね。民間などのサークノレに参加していくとよいので比

（教員・学校関係者、 30代男性）

O周りには「支えJがあるんだという思いを持たせてあげられるようなカウンセリングをする。

（教員をめざす人、 20代女性）

0学授が悪い、家庭が悪い、社会が悪いといった原因のなすり合いの域から抜け出さないと、改善の糸

口は見つからないと思う。いじめに気付くか気付けないかが問題なのではなく、そういうアンテナが

ないことを慨Eにすべき芯 （一般・その他、 20代女間

0やはり教師が一つ一ついじめに対して子どもの心をわかっていくことで解決していくことだと，思いま

す。 （いじめにあった子の保護者、女性）

orいじめjという陰湿なものでなくするためには、 ( 1）逃げ場所をつくる。 ( 2）自信を持たせる。
（し、じめに苦しんでいる（苦しんでいた）当人／いじめにあった子の保護者、 40代男性）

0子どもは f自信を持って、安心に自由に生きる権利があるJ、それは自分だけではなくて他の人も皆

閉じなのだと改めて思いましTらこのルールが守られるようになれば、いじめる側も、いじめられる

ひとも、もっと自由に安心して生きられるのではなし、かと思います。 （教員をめざす人、 20代女性）

② 「いじめ問題Jとどのように関わっていきたいかについて

0子どもと、上から、横からでなく、正面から向かい合っていきたい。 （一般・その他、 20代女他

0今までは傍観渚の立場だったけれど、見て見ぬふりはやめようと思います。フリースクーノレのことな

っと調べていこうと思いました。 （一般・その他、 10代女間

or学校をどうかえていく方、 Jを考えていくこと。そして、地域の教育委員会など、かえていく必要
も感じています。楽しい学校を作りたい。 （教員・学校関係者、30代男性）

0教員志望なので悌三分科会に行きましたが、 どちらかというと秘市の擁護論で終わってしまったよう

な気がします。老師の板挟みの苦しさもわかりましたが、それでもあえてその壁にぶつかっていく方

法を模索して態度や姿勢を忘れないようにしたいと思います。 （教員をめざす人、 20代男性）

5. まとめと結び

こうしてアンケート調査の結果を眺めて見ると、 「いじめ問題Jの原因は老師や学校制度にあるとい

う意識の高いことが分かった。しかし、個人レベノレの意識を見てみると、紙面には載せきれなかったも

のも含めて、実に様々なとらえ方がなされており、 「いじめにっし、ては学校・税制こ一番の問題があるJ

とは必ずしも結論づけられない。たとえ問題があるとしてもそれはやはり程度の差でしかない。 n.、じ
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め問題Jは、 「（資料を）読めば読むほど分からなくなってくる」と守時氏がおっしゃった言葉に象徴

されるように、複雑で根が深川またある参力晴が言われたように、 「この人にこのくらい問題がある

か、 ・・・責めっぽくJなっているだけではいけないのだろうと思う。確かに学校制度にかなりの問題

はありそうた是非とも改革を、と望んでいるのは教師も地脇士会の人々も同じだと思う。しかし、こ

の調置を行ったのはいじめ問題について責任の所在を明らかlこし、断罪するためではなし、結果につい

てはそれぞれの立場の人々が真襲に受け止めるべきだとは思う。しかしもっと犬切なことはフォーラム

で学んだこと、感じたことを基に一人ひとりが行動を起こすことだと思う。社会の一員として、人間と

してすべきこと、できることを十分にしていなし、一人ひとりにこそ九、じめ問題Jの一番の責任がある

ように恩てならない。もう一度 fいじめ問題jについて深く考え、それぞれにできることを実行してい

ただければ、このフォーラムが設けられた意義もさらに深まるだろうと思う。

最後に、当フォーラムの開催にあたり、快く責任を引き受けてくださった発表者ならひ・に、分科会の

司会者の方々（高山勝氏、中首圭織氏、土井進教官、守時公枝氏、越智康詞教官、鈴木英二氏、葛田英男

氏、今井康哲教諭、国安皆夫氏、漆戸邦夫教官）、そして企画・運営・報告書編集の各段階で献身的な

協力をしてくださった信州大学の同志諸君（井出窪孝子、寺田慶子、吉越優子、 1J泊祐介、北島茂樹）

に深く感謝申し上げたし、
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賓客 8 巨lf言メ二Y OU逝・サタラゴ一一辿主主学つ戸ラン

講座名 主~：＞ζさ A_, もヰユャコfラL ンアご 1 平成8年 5月25日（土）
〈午前〉

キャプテン名 渡辺隣ー （備大助教授） .:IゴF進 （信大助教授） 1!/A~;t~A~17数 2名
竹下雅道 （数学曹攻3~，：） 参加者数 8名

指導教官名 世子1±1 事念老fc＂＇官 活動場所 N202教室

講座のねらい

伝承遊びゃ野外活動の素晴らしさを実感してもらい、お父さん方がそれらを各々の地域に持ち帰り、日頃の活

動に役立てると共に、親子の交疏を深めるきっかけとする。

鵡座の展開

時間 計画 内容

－挨拶（渡辺先生、竹下〉 ・挨拶をする。
2分 －オカリナの前奏（竹下、＝向本 －オカリナで「かっこうJをち4奏する。

30分 －人間知恵の輪〈渡辺先生） ・全員で、手を交互につなぎ合わせていき、人間知恵の輪を作
る。

・他己紹介（2人ずつ） • 2人でお互いに自己紹介をする。なるべく相手をほめるよう
1 8分 －他己紹介（全員） に努める。

－全員の前で他己N.f介する。

・パフォーマンス〈工作） （全 ・各地の伝承遊び〈けん玉、ヨーヨー、玉すだれ、ベーゴマな
1 0分 員） ど）を紹介する。

・お父さんが川意してくれた技のお披露目をする。

20分 －ミーティング〈お話し会〉 ・渡辺先生を中心に野外活動の話しをする（お茶を飲みながら

－共同制作（熱気球〉 • t埠く黒いビニール袋をつなぎ合わせ、制いエナメバ線でパラ
4 0分 ンスをとり、同形燃料を燃やす（閉会式の成果発表で子ど

もたちをドッとわかせる）。
・修了証を渡す。 －修了献を渡す。

一
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ヰ0 .：：＞ζ さ λJもヰL ャコf ラ＝ーンアご I
竹下雅道（数学専攻 3年〉

1.講座を聞くにあたって

僕は、 「子どもは親の背中を見て育つJと思います。お父さんが地域活動などに参加し

て、子どもたちと共に昔の遊びなどを体験することを通して、子どもは「お父さんですご

いなあ」と思うでしょう。僕はこれが大切ではないかと思います。しかし最近、こういっ

た親子の触れ合いが減り、子どもが父親を尊敬することが少なくなったと思います。

そこで今回、地域のお父さんから、伝統文化などを私たちが学び、 Y0 U遊サタデーに

生かしていきたいと思いこの講座を聞きました。

2.伝承遊びゃ野外活動について

子どもたちの遊びが変わってきたのは、今に始まったことではありません。遊ぶための

自然空間や時聞がなくなるとともに、昔の遊びはどんどん姿を消しました。その一方で、

テレビゲームが増えてきました。テレビゲームは自分流のやり方や子どもなりのルールを

挟む余地もなく、ひたすら飽きるまでやったら次のソフトを求めます。自由な発想などに

欠けています。昔から伝わる伝承遊びは、自分でそれなりに試行錯誤をしたり、練習をし

なければ、うまくなりません。自分で何か技ができた時の喜びは絶大なものです。自分の

体を使って得た楽しみというのは、心に残ります。心の躍動を体験できるのは、 「伝承遊

びJだと思うのです。

また、自然は子どもたちの知的好奇心を育ててくれます。手や体を使った体験の乏しい

子どもは、生きた知識を謹得できません。与えられるだけの楽しみ方に対して、自分で作

り出す能動的な楽しみ方は、内側から知恵や判断力を呼び起こします。子どもたちが思い

きり力を出し、思いきり心を動かし、自分の可能性を十分に高める能力を子どもたち自身

で身につけていって欲しいです。

3.参加者の声

・人間知恵の輪等、大変勉強になりました。

－とても楽しかったです。有り難うございました。親子で遊べる簡単なコマやゲー

ムなどを教えていただいて有り難うございました。また、参加したいです。

・若い学生さんたちとのひととき楽しかったです。

・自然の中で親子で楽しめるいろいろなことも知り皆さんとお話するなかで吸収で

きたことが良かったです。また皆さんとお会いできることを楽しみにしています。

ご活躍下さい。

－人間知恵の輸が楽しかったです。他己紹介も良かったです。いろいろな話が聞け

て良かったです。熱気球がちゃんと飛んでよかったです。

4.反省にかえて

自分が予想していた以上にも、お父さん方も、子どもとそう変わりはないと実感しまし
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た。人間知恵の輸を楽しむ姿は子どもそのままの安でした。大人だから子どもとちがうの

ではなく、大人も子どももともに育っていくことが最も大切な事ではないか、と思います。

子どもとのかかわりの中で、これから大切な事を見つけて、そして考えていかねばなりま

せん。

急ぎすぎ、与えられすぎている子どもたち、子どもたち一人一人の個の価値を認め、子

どもたち自身が欲することを正確にキャッチすることが大切だと思います。

「共に育つJことができるよう今後も精一杯やっていきたいです。
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賀事 8 回イ言ブ己Y 0 U通~サタラゴ一通主寺金つfラン

講座名 ヌfリヌfリ寸寸と A,,Sま 平成8年 5月25日（土〉
（午前）

キャプテン名 -a書事 嘉筈美子 （何でも手作り吉津学校主催〉 7シスタント'J..~77数 6名
メLLIJ 辛口宋リ 〈理科専攻4年〉 参加者数 2 1名

指導教官名 若圭芽ヰニ 邦中 老f(’官 活動場所 Nl04教室

講座のねらい

ガリガリ竹とんぼを制作しながら、刃物（切り出しナイフやカッター〉の扱いに慣れ、自分自身でものを作り

出す楽しさを感じることができる。

講座の展開

時間 過程 子供たちの活動内容 キャプテンスタッフの支援・配慮 教材

1.自己紹介
20 導 ・一緒に活動する友達、キャプテン・スタ
入 ッフの顔と名前を覚える

2.ガリガリ竹とんぼとの出会い ガリガ
・ガリガリ竹とんぼの紹介 リ竹と

んぽ

3.ガリガリ竹とんぼの作り方を知る －刃物の扱いの指導。 制作方
法、注

80 展 14.ガリガリ竹一

意事項
を書い
た模造
紙

材料
開 ・プロペラの工夫 －子供たちの光る部分をみと勺て全体 道具

へ返す。

・時間に余裕のあるときは、識さんを中i・ガリガリ竹とんぼはなぜ回るの杯
心にノーマル竹とんぼ等の制作も行う 思議に思う気持ちに共感し、子ども

によりそっていく。
ー 一一一

5.後片付け（そうじ）をする
・この講座を受講して良かったという

ま 6.作品発表をし、修了証を受け取る 満足感と、 1人で作った達成感を味 修了証
と わってもらえるようにする。
め 7.カードに感想等を書き、提出

8.図書館2Fへ→閉会式 －子どもたちを誘導する。
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ヌf リヌf リやケと λJEま

I.講座を聞くにあたって

吉海嘉寿（何でも手作り吉揮学校）

丸山和利（理科専攻 4年）

吉揮さんは、昨年度の 9月の第5回Y0 U遊サタデー「お父さん地域で講座を聞きませ

んか」に参加され、その後、松本で行われた第7回Y0 U遊サタデーでは「刃物研ぎ方教

室Jを開講してくださいました。

今回聞いた講座は、以前からキャプテンを務めてみたいと考えていた私に、いい題材が

あると吉揮さんからガリガリ竹とんぼを勧めていただき、開設したものです。私自身この

ガリガリ竹とんぼに非常に興味を持ち、これならきっと子どもたちも興味を持つに違いな

いと考え、これをぜひ講座として扱ってみたいと思い、吉揮さんに製作技術等を伝授して

いただき開講するに至りました。本講座で使用した主な材料と道具は吉揮さんに提供して

いただきました。

2.教材研究（ガリガリ竹とんぼについて〉

ガリガリ竹とんぼの構造については、こするところのギザギザを等間隔につけた方が良

くまわるようです。また実際には、のこぎりの歯をあてて、少し傷をつけただけでもまわ

るので、後はデザインの要素も多く含んでいると思います。用いた材料や仕上がり具合が

良いとプロペラが両回転できるものも偶然に出来上がることもあります。

プロペラがはずれないように、先端部分に栓をしなくてはならないのですが、吉揮さん

が「何でも手作り吉津学校」でも使用している柳の枝を輪切りにしたものを栓として使い

ました。これは、枝の中心部が柔らかく、先端をとがらせると穴を聞けずに刺すことがで

き、また仕上がったときの見た目が非常にょいということから使用しました。ちなみに、

栓はプロペラがはずれるのを防止するためのものですから、セロテープを巻いたり、消し

ゴムを刺したりと代用品は様々です。それから、プロペラに色を付けてガリガリ竹とんぼ

をまわすと、それが模様になります。このときは、牛乳パックや厚紙で作ったプロペラに

色を付けるととてもきれいな模様ができます。

最後に、本体の先端部分（プロペラのあるところ〉を削るときは、刃物の使い方が特に

難しいので、指を切らないように細心の注意が必要です。また、この部分を丸く削ること

だけに意識を集中してしまいますと、この部分を細くし過ぎてしまう恐れがありますから

注意が必要です。

3.講座の様子〈子どもの動きとスタッフの働きかけ〉

子どもたちはガリガリ竹とんぼに非常に興味を示して、熱心に取り組んでいました。子

どもたちはもちろんのこと、保護者の方でも結構苦労していたので、かなり難しかったと

思われます。そんな中、持ち物の中のぺンを使って、プロペラに色を付ける子どもがL、て

とても驚きました。スタッフが、教えたわけでもないのに、自分から工夫していたからで

す。そこで、こちらで準備した色付け用のプロペラの材料である牛乳パックを渡したとこ

ろ、とてもきれいな模様を描いていました。このような子どもの動きがあったことはとて

も良かったと思います。

スタッフは、 3人の子どもに 1人の割合でつきました。スタッフ 1人ひとりが徹底して

安全指導を行ったため、けが人は 1人も出ませんでした。しかし、全体に刃物の援いに不
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慣れな今の子どもたちの状況から考えると子ども 2人に 1人、あるいは、マンツーマンで

スタッフがつくことが望ましいと恩われました。

最後になりますが、講座が終わって午後になっても、本部テントのところでガリガリ竹

とんぼを見たり、まわしたりする子どもがたくさんいました。また、普通の竹とんぼの材

料も用意してあったので、そちらの製作に取り組もうとする子どもも見られました。子ど

もたちが手作りおもちゃである竹とんぼに興味を持ってくれて本当に良かったです。

4.講座を過しての反省と今後の課題

まず、良かったことは、けが人が出ず安全に終われたことと、天気が良かったので屋外

で制作が行えたことです。

反省点としては、思った以上に今の子どもたちにとって刃物を使うことは難しいことな

ので、 2時間では納得のいく完成までに少々時間が足りなかったことが挙げられます。 し

かし、製作に時間はかかるものの、刃物を扱うことに子どもたちは恐がっていないようで

した。ただ刃物を使うことに慣れていないだけで、安全面に気を配って正しい使い方の指

導をすれば、その子なりに刃物を安全に使いながらものを作ることが出来ることがわかり

ました。その証拠に、この講座が終わる頃にはだいぶ刃物の扱いに慣れ、自分のイメージ

した通りに刃を動かせるようになりつつある子どもが大勢見られました。このことから経

験の重要さを再確認させられました。

ガリガリ竹とんぼは、本体のぎざぎざをこするとプロペラが回り出すという大変面白い

手作りおもちゃで、子どもたちにとっても、また大人にとっても大変興味をそそられるも

のであると思われます。そこで、今後の課題として、このガリガリ竹とんぼをもっと地域

に浸透させられたらと思うので、今後もしこの講座を行うことがあれば是非HOWTO 

サタデーに載せて欲しいと思いますe

最後に、本講座を開講、運営するにあたって、多大な助言・と御指導をしていただいた吉

揮さんに心から御礼を申し上げます。また、援助して下さった学生スタッフの皆さんに感

謝の立を表します。

／ 

む哩．， 、
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ガリガリ竹とんぼの作り方

① 竹の割りばしを2本に割る白書jった部分は
ささくれているので、最初にけずっておく。

② 割りばしに鉄ノコ（金ノコ〉の刃でおよそ

豆.mm聞扇で切り込み（深さはおよそ2mm）を
入れる。はしの先からおよそJ_cm-5JDJDのとこ

ろを鉄ノコを1周させて軽く溝を細る。

③ 切り込みの両側からナイフでけずって食~

の形をつくる。

④ はしの先をプロペラの穴に合わせて細くす

る。姐sしすぎな旦ように注意する。

刊「lIIおよそ2mm
ト→｜

〉〉
＿＿／＂＂＂ここをけずる

VlJV" 
細く

メとすぎない

⑤ プロペラを差し込んで楽々回ったら、栓をして出来上がりです。

ここのギザギザを「ガリガリガリガリ・・・・Jとこすると

プロペラが勢い良く回りだすぞ！
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主再 8 回イ言ブζYOU連主サタデ一通華寺会プラン

講座名 議兎・老若ヒ予言F弓安全音区ってご 平成8年 5月25日（土〉
ど λJナよところ （午後〉

キャプテン名 片桐 ヨま 〈大学院l年） アシスタント'J.~17数 1 5名
参加者数 26名

指導教官名 ゴじ持軍喜 東尭老文言言 活動場所 NlOl 

講座のねらい

教育学部への進学を希望する高校生たちに、学生の体験を聞いてもらったり、 Y0 U遊サタデーを参観しても
・・・・ー・・・－・・・R・＿.. _ ...”・”－－－・M・ー・・・・・・・・・R ・・9‘a何回・・・・・・ー－－・・・・・・・・・・・，－... -........”－・・・・．．．，．．．．，，．．．．．．．．”・・ー・・・・・・””・・・・・M・・・M ・・・・・・・・・4凶・ー－．．．．ー－－－・・・－・－－－－－－・－・． 
らったりすることによ仏教育学部に対するイメージを豊かにしてもらう。

講座の展開

過程 参加者の活動内容 キャプテン・スタッフの支援計画 備 考

導入 －自分の出身地，氏名，学年，この講 ・キャプテン→参加者の順番に自己紹介 ・レグュメ
座に何を期待するか等を含めて自己 をする。和やかな雰閤気になるような －授業計画の冊
紹介をする。 導入の工夫。 子
・この講座は受験勉強のノウハウが伝 ・この講座の主旨をレジュメに沿って説 （これらはあ
達されるのではなく，教育学部がど 明する。教育学部の公式な説明会とは らかじめ配布
んな教育研究活動を行っているのか ひと味違ったガイダンスであることを しておく〉
YO U遊サタデーの見学や学生の生 伝える。
の体験談を聞くことによって，教育
の営みのー断片を考えてみることを
目的にしていることを理解する。

展開 －教育学部の組織，意義，学生の活動 ・レジュメや諸資料をもとにしながら，
等についてレジュメや諸資料，キャプ 自分の体験を交えて学生生活，教育学
テンの体験談を聞く中で，イメージを 部について説明する。その際に，教育
膨らませるロ 学部が主に教員を養成するための専門

機関であること，カリキュラムや学生
学生生活もこれに沿ったものであるこ
と，大学生活は個人の自由と責任と義
務に委ねられており，自主的な活動が
大切であること等を中心に押さえる。

・YO U遊サタデーの活動を理解し， ・YO U遊サタデーの活動について概説
シャボン玉講座を実際に参観，参加 し．シャボン玉講座を参観，参加する
することによって，教育という営み ことで「教育」の営みのー断片を直接
における子どもとの関わりについて 体験してもらう。
考えてみる。
・自分の希望する専攻の学生の話しを ・受講者の希望する専攻ごとに分かれて
聞いたり．自分の疑問や悩みを語る 専攻ごとのガイダンスを行う。受講者
ことによって，教育学部や学生生活 の個人的な悩みや質問に答えることに
についてより具体的なイメージを膨 よって，今までの総括の場とする。
らませる。

まとめ ・アンケートに回答することによって ・アンケート用紙を配布し，受講生から ・アンケート用
この講座の評価をする。 の評価の資料を得る。 紙

・キャプテンが本講座の総括をし修了証 －修了証
を配布する。
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来売 ・ 老女予聖子考会音区ってごと、〆む 7'",J:ところ

片柄 宏 （大学院技術教育専修 1 ~） 

1 .講座開設の経緯

私はY0 U遊サタデーが産声をあげたときから講座を開講した． しないに関わらず，何

らかの形で，このY0 U遊サタデーに関わってきた。正直のところ大学院進学後はYOU 

遊サタデーとは 「おさらばしようJという気持ちでいた。フレ ッシュな後蹴たちが，彼ら

のco I o rで新たなY0 U遊サタデーに盛り上げていってくれれば……と思うと 「老兵

はただ去るのみ」の言葉が似合った。そんなことを考えつつ．大学院での第二の学生生活

が始ま って間もなくの頃，留守番電話に土井先生からのメ ッセージが入っていた。 「片摘

さん，教育学部の講座紹介のキャプテンとして是非お力貸していただけませんかJ。土井

先生との直接的な関わりは学部時代3年生の事前事後指導アンケートの教育ボランティア

の欄に 「子どもたちと竹馬づくりでもやってみたい」といった旨を綴ったことに始まる。

教育実践に熱心な上井先生．ひいては＇ y 0 U遊サタデーとの出会いが無ければ，私の大

学生時代は f無味乾燥Jなものになっていたのかもしれない。土井先生をはじめとする多

くの 「伺朋Jとの出会いやY0 U遊サタデーとの関わりで，私自身充実した大学生活を送

ることができた。これらの方々に感謝し，信州大学教育学部から受けた様々な恩恵を些少

ながら還元する意味を込めて，さらに，将来の 「Y0 U遊サタデーの舵取り jの発掘 （？！）

をも含めて．本講座を開設することにした。

2.講座の目的

講座名を 「統 ・教育学部ってどんなところJとしたのは．恨本的には昨年， 一昨年まで

の宮様弘至先輩が開捕された 「教育学部ってどんなところJを引き継ぎつつ．さらにプラ

スαを自指したい，といった私自身の新たな希望を含めているからである。私が本講座を

開設するにあたり特に重要視した点は次の 2点である。

① 「提供する情報の質jを向くしたい

信州大学教育学部だけではなく，大学入試に関する情報は多かれ少なかれ，受験産業界

からきめ細やかに広く提供されている。とかく．受験生にとって fこれくらいのレベルだ

ったら入れそうだjという情報は，大学選択のための霊要なファクターになっている。そ

のため，本来持っているはずの 「自分が何をやりたくて．この大学に入りたいJといった

「目的立識」が後回しになってしまうきらいがある。不本意入学の末，無味乾燥な大学生

活を送ってしまう学生が見受けられる現状の中で，将来の信州大学教育学部の担い手にな

りうる高校生たちに，ぜひとも大学生活を有意義に過ごしてもらいたい…．そんな私の強

い思いから．大学受験情報雑誌や大学説明会などからでは得られにくい 「学生の立場から

見た大学情報Jと，普段私たちが 「教育Jという営みに対して何を思い．何を考えて生活

しているのかという 「学生生活の情報」を提供したいと考えた。
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＠「YOU遊サタデーJの中から教育という現象を体験してもらいたい

このことは，宮津先輩がいう「他の講座を参観させてもらい・教育’という現象を実際

に見てもらい実感してもらう」ことと同じである。あらかじめ参加者に，どんなことを聞

きたいのか，調査をしてみたところ，教育学部へ進学を希望している高校生たちにとって

最も関心のあることは，大学でどんな授業があるのか，どんな資格がとれるのか，といっ

たいわば「教務J的な内容であった。わざわざ教育学部まで足を運んでもらって，学生便

覧や教育課程一覧表にあることを椅子に座って聞くことよりも，学生と子どもたちが直接

触れ合って遊び学んでいる姿を見てもらったり，実際に子どもと関わってもらうことの方

が教育学部進学を考える際の貴重な体験になるのでは，と思い，本講座の中にY0 U遊サ

タデーの参観を位置っ・けたい。

以上の 2点を考慮して，続・教育学部ってどんなところの講座の主旨は，教育学部に進

学を希望している高校生や教育学部の研究活動・学生生活などの様子に興味関心をもって

いる人に，教育学部のイメークを少しでもふくらませてもらい， Y0 U遊サタデーを参観

することにより「教育Jという現象を肌で感じてもらうこととした。

8 .講座内容と方法

私自身，このような教育学部紹介の講座は初めてだったので，昨年，一昨年の宮津先輩

の実践記録をおおいに参考にさせていただいた。また，参加者にはあらかじめ，聞きたい

ことや希望専攻を聴取しておき，講座内容を決定する際に参考にした。なお．今回の講座

概要は次の通りである。

①信州大学教育学部の紹介（ハード面・ソフト面）

②大学生活について（学習面．生活面，その他諸々）

③Y 0 U遊サタデーの紹介

④Y 0 U遊サタデーの参観〈しゃぽん玉講座〉

⑤希望する専攻ごとに分かれての進学相談

参加者には， 「倍大Y0 U遊サタデーの目指すもの」 (Y 0 U遊サタデ一実践記録より

抜粋〉， 「共通教育センターと教育学部各専攻の紹介」 （信州大学広報誌より抜粋〉，

「教育学部の暦」 「教育参加実施計画」 「教育実習事前・事後指導実施計画」 「臨書経験

の大要J 「各課程別の卒業用件」 （教育課程一覧表より抜粋〉等の諸資料と， 「教育学部

のソフト・ハード面の概要J' 「学習面・生活面についてJ等の私の主観をも交えた雑記

とをまとめた「レジュメJ，教務係のご協力を得て「平成8年度授業計画」の冊子を参加

者全員に配布した。①～③については私がひたすらしゃべり，大学の「講義」を擬似的に

経験してもらった。④については実際に教室外に出て子どもの輪の中に入り，でっかいシ

ャボン玉をつくろう講座を参観，もしくは参加してもらった。そして，⑤についてはあら

かじめお願いしてあった各専攻の学生に専攻の概要や様子を話していただいたり，参加者

からの質問や悩みに答えたりしていただき，より具体的な進学相談とした。

-80ー



4.当日の様子

今回の参加者は当日参加者も含め， 26名と過去にない盛況ぷりであった。参加者のほ

とんどが高校3年生で，高校 1年生，高校2年生，浪人生，主婦の方の参加もあった。開

会式が済み，教室へ移動しながら簡単な建物と掲示叡についての紹介を行った。 「大学は

高校とは違い呼び出し放送がほとんどない」ことを話したら参加者がとても驚いていた。

教室に入ってからは，私自身の簡単な自己紹介を行い，参加者にこの講座に期待すること

を交えた自己紹介を行った。私の高等な（？！）ギャグや笑い話の効果もむなしく，緊張

感のみなぎった開講になってしまった。資料に基づいて説明を始めると熱心にメモをとっ

たり資料に目を通す人もおり，かえって私の方が緊張してしまった。私もあらかじめ話す

ことを整理してきたつもりであったが，あれも話したい，これも話したいで，的を得た話

ができなかったように思えた。大勢の前で簡潔に要領よく話すことの難しさを体験できた

のは幸いだった。では，参加者にどのような話をしたのか， 「当日のメモ」から掻い摘ん

で以下に述べることにする。

まず，信州大学教育学部が「教員養成jのための専門機関であること，時代の変化と社

会の要請等から，新しく生涯スポーツ課程や国際理解の専攻が設置されたこと，教養部の

解体等にともない，カリキュラムが変わったこと，等についてその概略を説明した。新カ

リキュラムのもとでは，自分がどの分野の「副免Jを取得するのかを入学したときから考

えていかなければならない。つまり，入学すると同時に，大学4年間の方向付けがある程

度なされてしまうわけである。このような意味から，不本意に教育学部を目指したり，目

的意識を持たずに入学した場合， 「苦しい」 「つまらないJ4年間になってしまうことも

あり得るのである。ここで私は，教育学部が以上の意味から「就職予備校」といった側面

をも持っていることを高校生にまず認識してもらうように強調した。

次に，事前アンケートでも質問の多かった「どんな免許が取得できるか」について，学

部の各課程ごとの卒業要件と関連させながら説明した。高校生にとっては，自分の時間割

は自分で作ることが「未知」に感じたらしく， 「全員時間割が違うんですか？」という質

問も飛び出した。そこで，大きな時間割表と冊子「平成8年度授業計画」について簡単に

説明しながら，自分の専攻の卒業要件を満たせば，最低1つの免許状が取得できること，

、そういった意味でも，免許状取得が卒業するための 1つの要件であること，更に，現在で

は2つ以上の免許状を取得することが求められていること等についても触れた。高校生た

ちにとっては，少々難しい話だったかもしれないが，前述のように興味を持っている事項

の1つだと考えて，あえて詳しく説明した。

続いて，私の学生生活について笑いを交えながら話した。この中で，教育実習や卒業研

究等の学習面での苦悩や喜び，アルバイトや一人暮らしの経験，サークル活動や「査」を

交わす仲間のこと，等について恥ずかしながら「暴露」 （？！）した。私が高校生たちに

伝えたかったのは，大学生活は「義務」と「責任」と「自由」の 3側面の中で，自分から

いかに「考えて．行動するか」にかかってくること，そして，私の主観が入っているが，

「故郷」の自分の家族や親がいて，はじめて大学生活が成り立つのであり，家族や親のこ

とをないがしろにしている人は，大学進学前にこのことを良く考えてほしい，ということ

であった。今持っている自分自身の夢を実現できるかは，残された高校生活や受験勉強に
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主体的に関わることにも依ってくるだろう 。これらの点は高校生への激励の意味を込めつ

つ自分自身への戒めの言葉として強制したつもりである。

引き続き， Y0 U遊サタデーの概略について簡単に説明し．本講座の lつのメインでも

ある，シャボン玉講座の見学を行った。参加者には 「子どもたちと一緒になって遊んでみ

てもし功、よJということをあらかじめ話しておいたものの，子どもたちの元気に圧倒され

てしまったのか．それとも，どう接したらいいのかわからなかったのか，その多くは「傍

観者Jになってしまった。このとき，参加者たちが何を考えていたのかについては，アン

ケート結果を参照していただきたい。

最後に．再び教室へ戻り，参加者があらかじめ希望しておいた専攻ごとに分かれての進

学相談を行った。ここでは，あらかじめお願いしておいた各専攻の学生の方に 「専攻ごと

のミニガイダンスjを行っていただき，参加者からのより具体的な質問等について個別に

答えていただいた。お互いの住所等を交換する場面もみられ，和やかな雰囲気の中で行わ

れたと思う。

5.参加者の声

講座終了前に参加者に無記名式でアンケートを実施した。以下，その結果を紹介する。

（〉内は回答した人数を示す（使数回答も含める〉。問答者数 26名（回収率 100%)c

【Ql］講座参加のきっかけ

－志望校だから（ 7 ) 

－教育学部は何を学ぷか知りたかったから （1 2 ) 

・教育学部の中に入ってみたかったから （5 ) 

・教師になりたいから （5 ) 

－大学に進学するしっかりとした向的意識を持つため（ 3 ) 

・興味のある専攻について知りたかったから （3 ) 

－好奇心 （3 ) 

【Q2】講座に参加してみての率直な感怨 （無作為抽出，原文）

・来て良かったです。がんばって是非信大に来たいと思いました（来れるかなあ）

．とても参考になった

．予想．していたのと全然ちがった

－今まで全然知lらない大学の授業のこととか教育学部のこととかが分かった

．疑問に思っていたことを聞けてよかった

－学校では分からないようなことが聞けた

・学生の方の教育に対するマジメさがわかって．教育の奥深さを垣間見た気がする

．自分は本当に教育学部志盟でいいのだろうかと思った

・子供と同じ視点に立てず．上から見下ろすような形で「教えてあげるんだJみた

いな変な責任感を持って．肩に）Jが入りすぎていたのですが．その肩の力がなく

なった感じがしました

内
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－難しい話が多くてわからない所も多々あった

．頑張ってぜひ信大に入りたい

【Q3】Y0 U遊サタデーを見学してみての感想（回答者全員の原文〉

－子供たちと一緒にあんなに楽しくやっていて驚いた

・あたたかでアットホームな所だと感じた

－久しぶりに子供と接する機会になった

－皆，とても楽しそうに遊んでいてよかった。シャボン玉（あんな大胆にするこ

と〉はなかなか家ではやれないので，子供達にとってもよい体験になるだろう

．とてもためになった

．おもしろかった

・よかったです

－もう少しいっぱい遊びたかったです

－楽しそうだった。一緒に参加したかった

－子供って何て無邪気なんだろう〈悪ガキもいるけど，ボクもそうだった〉

．けっこう楽しかった

．楽しそうだったけどあまりとけ込めなかった

・シャボン玉づくりを見学し，自分は子供が好きだと改めて実感しました

．思っていたよりも楽しくてよかった

・シャボン玉がきれいで，楽しそうだったので良かったです

．大学生と子供が楽しそうにしていて良かった

・子供達が本当に楽しそうにしていて学生のみなさんにとってもよい勉強になるよ

うに思えた

・しゃぽん玉のところで学生の方々と子供がとてもいい関係を作ってるのを見て，

とてもし、いなぁと思いました。とても充実していました

・子供達にとっても学生の方々にとってもとても意義のある場だと感じました

・とても楽しそうに見えて，思わず一緒に遊んでしまいました

e
A
y
a
 

－－

f
i－
 

【Q4】議座を受講してみての今の心境〈多岐選択式，複数回答なし）

・信州大学教育学部に進学したい（ 1 6 ) 

－教育学部に進学しょうかなく 4) 

－どこかの大学の教育学部に進学したい（ 2 ) 

－教育学部はひょっとしたら私には向いていない（ 1 ) 

・その他（ 3：まだ悩んでいる，興味のある分野の情報が得られて良かった〉

・教育学部は私には全く向いていない（ 0 ) 

【Q5】その他（回答者全員の原文〉

－古いと聞いていたけど本当に古いと感じた

．速かった

・貴重なお話，ありがとうございました

内
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－またこういうことがあったら来てみたい

・丁寧に説明していただきありがとうございました

．信州大学っていいなー

・校舎がきれいになるようで楽しみです

．絶対に合格できるようにがんばります！

－先輩方のお話がとてもよく，目的がはっきりしてきた

．絶対来年ここに来ます！

－次のときはもっと学部ことの話をききたい

6.反省

開講してみて，教育学部とY0 U遊サタデーの両方を見て体験して考えて知ってもらう

には半日では足りないと感じた。私がもっと内容を凝縮してエッセンスのみを話せば良か

ったが，ここはひとえに私の力量不足として猛省したい点でもある。専攻ごとのガイダン

スが良かったと答える受講生も比較的多かったことや，もっと参加者に子どもたちと一緒

になって遊んで「教育」という現象を考えてもらいたい，という私のねがい等からも考え

てみて，講座そのものの内容や形態について再考する必要があるのではないか。特に．講

座の参観や参加については，たくさんの時間をかけて，参加者に積極的に関わってもらえ

るように，別の「体験」講座も考えてみる必要があるだろう。また，今回は受講者数制限

を行わなかったので非常に盛況だったが，その反面，印刷部数の増加や教室の雰囲気等思

わぬところに弊害が生じてしまったのは残念だった。

今回の講座に参加した高校3年生から暑中見舞いと年賀状が届き，その中で「私は何が

何でも信州大学教育学部に入学したいです。……子どもたちがあんなに輝いて見えたのは

初めてでした。私がもし教育学部に入学できたら， Y0 U遊サタデーに関わってみたいと

思います。 ……」と述べられていた。アンケート結果からもわかるように，信州大学教

育学部にぜひとも入学したい，と思ってくれる受講生が多かったことは幸いなことであっ

た。 「教育Jに対する自分の夢を高く持ちながら，子どもと「遊び」と「学び」を共感で

きる高校生の入学を期待したい。

最後に，加納実行委員長をはじめとする本部スタッフには，各専攻ごとのスタッフ集め，

講座が休講にならぬようにと各高等学校等への案内状送付，資料づくり等，本当に尽力し

ていただいた。私の忙しさを理由とする怠慢に対し心からお詫びするとともに，心から感

謝とお礼を申し上げたい。また，急で無理なお願いを快諾してこの講座を盛り上げていた

だいた，各専攻のスタッフのみなさんにも，遅ればせながら，この場を借りて深謝したい。

そして，私のような老兵をY0 U遊サタデーの輸に加えさせていただき，私に「教育Jと

いう営みについて改めて深く考え直す機会を提供して下さった，土井先生をはじめとする

関係諸氏に心から感謝申し上げたい。

7.最後に

本講座は，第9回，第 10回のY0 U遊サタデーにおいても企画されていた。第9回は
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私個人の都合から休講とさせてもらった。第 10回の松本キャンパスにおいては，受講申

し込み者が皆無だったが．実行委員の粋な計らいにより，保護者を対象にした講座 「教育

学部ってこんなところjを急謹企画したところ， 6名の方の参加があった。松本キャンパ

スに在学中の l年生4名の協力を得ながら，教育学部紹介のビデオ鑑賞，学生生活の紹介，

YO U遊サタデーの紹介 ・見学，座談会を行った。その中で，保護者から教育学部生〈教

師をめざす学生）に望むことや期待すること等をお聞きする貴重な機会を得られた。以下

参考までにここで得られた意見等を掲げておく。

「教育Jに対して，まず気持ちの面で一生懸命取り組んでいただきたい

・同じ自の高さ，同じ視野で考える先生や手を差しのべてくれる先生が少ない

・未就学児の親としては，正直の所 「学校」が怖い（マスコミの影響かも）

・体罰はやめてほしい（自分が手塩をかけて育ててきた子どもに手を出してほしくな

L、）

・学校の組織で個人の伸びを押さえないでほしい（多少のはみだしを許してほしい〉

・教育熱心な先生には「理想家」が多い（自分の理想の子どもを作ろうと押しつけな

いでほしい）

・先生と親は人間同士。連絡が密にできる雰囲気がほしい

－親はつい自分の子どもを 「キーキーJ言って怒ってしまうが，先生には子どもを余

裕を持って怒って欲 しい

・体当たりで子どもとぶつかってほしい

－大学の先生は教育実習をすべきだ（教育学部の先生方は研究者である前に教育者で

あってほしい）

・学生と親（ PTA）の懇談会を設けてみては？
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ノJ、還を絡まキ占1二

坂本真哉〈大学院i年）

1 .本講座のねらい

今回の小麦紛粘土は「体験重視」をねらって講座を考えた。多くの人はこれを当たり前

のことのようにとらえるかもしれない。しかし、 どこかでY0 U遊サタデーの公開性

に重点を置き過ぎ、 f見える結果」を知らず知らずのうちに追い求めているのではないだ

ろうか。 Y0 U遊サタデーは子どもが主役であり、結果を出すことが目的ではないのであ

このことを肝に据え、気持ちを初心に帰して講座を行ってみたいと思ったのである。る。

2 . 『体験重視j

今まで行ってきた小麦粉結土は、こねた時の手の感触はあじわえても、どちらかという

と製作することに重点をおいてきた。特に講座開設の段階では、小麦粉をこねた時の感触

を堪能するとともに、小麦扮自身に関心を持ってくれることを願っていたため、作業はテ

ープルの上で行い、多少汚れることはあっても「小麦粉枯土細工Jという「工作」でしか

なかったのである。

そこで今回は机上の作業から床の作業へと活動場所の定更を行った。これは今まで手で

しか関われなかった小麦粉を、なるべく全身を使勺て関わってもらいたいと思ったからで

ある。床の冷たさの問題は、ス夕、yフの人に段ボール座布団を作ってもらい対処した。

次に、教材への思いを深めてもらいたいと思い、一人一袋（ 1キロ〉の小麦粉を子ども

たちに家から大学まで直接持ってきてもらった。小麦粉粘土の講座は体重が20キロにも

満たない子どもたちが大半である。運ぶのもヨッチラ、ヨッチラふらつきながら多いてき

て大変である。ただ、これで講座に望む子供たちの関わり方が変わったように思えた。こ

れだけの苦労をして運んできた小麦粉である。前日も、お母さんなどと一緒に準備してき

たのだろう。家から小麦扮との関わりは始まっているのである。また、そんな小麦紛だか

らこそ、子どもは「私の家の小麦粉」という材への思いを強く持っていたと思う。この思

いがあ勺たからこそ、家から小麦粉を持ってくる時も、袋から出す時も~~しい活動となり

小麦粉との直接的な関わりへの動機づけとなっていったのではないかと思われた。

講座が始まり、小麦粉を袋からだし、指で触勺たときの子どもたちの目は、何かしら戸

惑っている悌子であった。大抵の家庭ではふだんから見慣れているはずの小麦粉である。

どうしてなのか疑問に思い、子供たちと話をしていると、どうやら多くの子供が小麦粉に

触ったことがない事が分かった。これには驚かされたが、そ’れだけに子どもたちは「小麦

粉」にとても興味を持っているようだった。

とくに印象的だったのは、乾いた状態の小麦粉に飽きる事なく関わっていた子供の姿で

あった。これは造形活動を主眼としていたときには見られなかったものであり、今後の講

座を考えて行く上で、子供一人一人を活かして講座を行っていくことの難しさを教えても

らったような気がした。

2 .学習発表会の方法についての短問

以前から閉会式で行われる発表会に対しては難しさを感じていた。官、はY0 U遊サタデ

ーでは子供たちにさまざまな体験をしてもらいたいと思う。しかし、小麦掛枯土のような
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体験中心的な活動では何を発表すればいいのだろうか。わたしも迷ったし、子供たちはス

テージに出て行くこと自体にも抵抗を示した。これは当たり前だといえる。ほかの講座は

きれいな物、格好いいものを作っており、それを発表していく白しかし、わたしたちには

制作活動が中心でないために、人前に自信を持って提示できるものはなかった。わたした

ちの講座では「小麦扮で遊んで楽しか司た」「小麦粉はおもしろいな」という思いが収穫

だからである。今回の学習発表の場は、子供たちの小麦粉で汚れた姿を見てもらい、活動

時の子供たちの悌子を話したが、この方法でよかったのだろうかという反省が残った。

学習発表会とは外部からよく見られるために行うものではないはずである。子供たちが

学習発表会に参加することによって講座時の活動に自信を持ったり、次回の活動場面に生

きてくるものであると思う。しかし、現在の発表方法だと視覚的結果の追求となってはい

ないだろうか。そして信大 Y0 U遊サタデー自身が結果主義に陥っているのではないか

と不安になる。

以前ソフトボールの講座があったとき、一人一人についてHキャプテンがコメントをつ

けていた。それは子供を中心に考えており、会場の人に対してでなく参加者の子供に話し

かけていたものだった。子供たちは照れてはいたが満足げな表情だったのを覚えている。

今になって思えば、あのキャプテンの関わりはすばらしい対応であったと思う。本来

「参加者の子供のための発表会Jとはこのようなものなどであろう。しかし、他の講座の

参加者や保護者の方への紹介のために、いつしか「保護者の方のための発表会Jになって

しまっているのではないだろうか。もちろんHキャプテンのような発表形式が現在の態勢

でできるかといえば時間的にも無理である。

そこで一つの提案として、発表会のステージへの参加を自由参加の形にすることを勧め

たい。現段階においてはステージへの参加が子供たちに「出なくてはいけないものだJと

伝わっていることは否めない。小麦粉粘土は楽しく遊べても、発表会でいやな思いをする

ようなことがあれば「子供のための発表会Jとはいえないであろう。それよりも子供が前

に出たく＝なかったらキャプテンとスタップがステージに出て、活動時の様子を劇にするな

どの工夫をこらしたらいいのではないだろうか。もちろん、子どもた’ちにやってよかった

と思われる発表会～の方法があれば取り入れていけばよいし、今後とも発表会の形式は検討

していくべきである。

3.最後に

今回は 9人という少人数で開講させていただいた。信大 Y0 U遊サタデーも回を重ね

る中で参加者が大幅に増加し、私も手順を進めるのに必死で子供と関われないことも度々

であった。だから、 9人という人数の少なさのおかげで一人一人の子供と十分に関われる

時聞が取れたこと、参加してくれた子供全員の名前が覚えられたことはとてもうれしいこ

とであった。ただ、反省すべき点もいくつかあったので、それは課題として次回の実践に

活かしていきたい。

最後となってしまったが本講座を支えてくれた大学の先生方、 Y0 U遊サタデー関係者

の方々、本講座スタッフの方々、本譜鹿参加者の子供たちおよびその保護者の方々、私に

このような体験の喝を提供してくださ勺たことを心より感謝したい。
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1.講座設定の理由

山谷早苗（幼児教育専攻 4年）

黒沢祐子（幼児教育専攻 4年）

中島真由美（幼児教育専攻 4年）

第8回イラスト・漫画体験は小学校低学年には難しいと思われる内容であったため、小

学校4年以上と年齢を制限した。しかし、小学3年男子のどうしても参加したいという強

い希望や、小学l年女子の紙しばいをつくる講座に参加したかったがそういう講座がなか

ったのが残念だったという声があった。そこで、第 9回では、講座を 2つに分け年齢に応

じた内容にすることにした。

2.講座のねらいと教材観

Aの本格的漫画講座では、漫画家が実際に使用するぺンを用意し漫画家の気分を味わう

ことや、簡単な効果技術を習得し、より納得のいく作品を制作すること、 Bの絵本講座で

は、自分で簡単なストーリーを考え絵や字をかき、色を塗り世界でたった一つしかない絵

本を作ること。以上の二点を通して．子どもたちが絵を描くことの楽しさを味わい、自分の，

目標を達成することや新しい友達と知り合い一緒に取り組むことの喜びを実感すること、

これが本講座のねらいである。

A講座では、墨滴やガーゼや六角形の紙など身近な道具を使うことによって、簡単に効

果の仕方を習得することができる。 B講座では、絵の具・クレヨン・色鉛筆などいろいろ

な絵を描く道具を使うことで、画風の違いを知ることができる。したがってより楽しく絵

を描くことができ、絵に親しむのに適した教材であると思われる。

3.子ども・参加者の取り組みの様子

A講座では始め子どもたちは静かで、作業に集中していた。時間と共にキャプテン・ス

タッフと子どもとの間で会話が弾んだり、子どもたちはお互いに自分の作品を見せあった

りと和やかな雰囲気であった白 B講座ではキャプテンと子どもとの聞で会話をする場面が

よく見られたが、新しい友達同士で会話をしたり作品を見せあづたりという場面はほとん

ど見られず、黙々と作業に取り組んでいた。

4. 良かった点・改善すべき点

A講座の良かった点は、専門的な技術をわかりやすく教えることができたので、子ども

たちの興味を引きだし、絵の上達に役立ったことである。改善すべき点は、専門的に教え

られるのが1人だったので、人数的にも時間的にも子ども 1人ひとりに細かい指導ができ

なかったことである。

B講座の良かった点は、絵本をたくさん用意したことといろいろな種類の絵の道具を用

意したことである。このことにより、子どものイメージをふくらませ活動意欲を高めるこ



とができた。改普すべき点は、対象が幼稚闘から小学校低学年だったので、小学 5年生の

子には物足りなかったことである。

講座全体の良かった点は、子どもたちとのコミュニケーションがスムーズにとれたこと

である。改善すべき点は＼作業中心で子どもたちも熱心に取り組んでいたため、 A・B講

座とも子ども同士の交流がほとんどんなかったことである。さらに、 A ・B聞の交流もな

かった。A・ 8を同一講座とした意味がなかったように思われる。

5.参加者の戸

本講座に参加した子どもから、お礼の手紙が届いた。その手紙には、

「いらすとまんがのおねえさんへ

えをおしえてくれてありがとう。これからもこのぺんでえおかし、たりまんがをかきたい

です。またおしえてください。J

と密かれ、裂には本講座であつかった効果が上手に描かれていた。
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ネイチャ一一ゲーム

小池祐介 （教育実践科学専攻3年）

1 .講座の開講の理由とねらい

僕は個人的にも環境問題に関心があり、 「自然体験J の不足が大人になれない子どもた

ちを生産していることに気がついておりました。自然体験と言っても、ここ教育学部のま

わりは、開発がめまぐるしく、大それた森林がなかなか存在しないので、あえて身近なキ

ャンパス内のちょっとした自然に自を傾けてもらうために、こういう設定をしました。こ

れなら、たとえ自然が乏しい都市部でも自然を大切にしたり、それを使って遊ぶことが出

来るでしょう、というねらいです。

2 .素材研究とプランづくり

ネイチャーゲームとは、米国のナチュラリスト、ジョセフ・コーネル氏により発案され

た自然とのふれあいプログラムです。自然に対するきめ細やかな知識はなくても、誰もが

リラックスして楽しめる遊びです。のめり込んでいる内にいつのまにか感性が高まり、自

然に触れ、理解を深めることが出来るんです。

さて、今回のプランは①目隠しいも虫Z，目隠しトレイル③居眠りおじさん③カモフラー
ジュという順番でした。①は、視覚をあえてふさぎ、 jjl／の人のli'°i.のふれあいと昔をたより

に少いて行くゲームです。②は、今度はあらかじめロープを木に沿って躍っておき、その

ロープだけをたよりに少いて行く、と，言うようなゲームです。③は、宅物を話人 （目隠し

しでいる人）が見張っていて、その番人をよけながら主物を奪うゲームですc苔人は、目

隠しをしているわけですから、よ くJ4:を澄ましてかすかな音で判断しないと宝物を守るこ

とが出来ません。④は、自然の中に人工物を隠しておいて、いくつ発見できるか競うゲー

ムです。どれも触覚、聴覚、視覚をとぎすましておかないと出来ないゲームばかりでした。

3. 当日の様子

紋初の予定は子どもが 3人だけでしたが、飛び入り参加の時純2人が加わり、スタ ッフ

も入れて8人になり、ちょうど良い人政になりましたG まず、 N航・の前から日隠しをして

いも虫になり裂に山て、図書館の横でトレイルをしてもとの位ill:に戻る予定でしたc当II

みんなには、どこに行くか教えていなかったために、 「ここはどこ？ I という山がJI~ぴ交

い、終わってからもとの位置に戻ったことがわかると、 ｜うっそ－Jと、驚きの戸を11.寄せ

ない様子でしたc 「途中、アスフアルトや土や草の区別を付けることが出来た ｜という子

どもの声にあるとおり、当初のねらいは達成されたようでした。 iカモフラージュ ｜では、

より鋭い自然観察力が求められるのですが、これがなかなか難しいことでしたν 枯れた松

の築の中にタワシを隠したり、木に造花を掛けたりしたので、 「自然なもの l をイメージ

させておかないと見分けがつきません。中には、木に登って上から見た子もいました。

「子どもは、ファミコンばかりしているけど、自然を使った遊びって身iliにこれだけある

んだね。目隠しをして音をたよりに拠ごっこをするのも面白いじゃなし、。今度予どもとや

ってみよう。」 と言ってくれた母親の方もいらっしゃ ったように、全体的に見ればみんな

それぞれ感じてくれたようでした。
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4 .これからの課題

自分が変わる、子どもも変わるような、ネイチャーゲームを目指そうと忠、っています。

そのためにはまず、少しでも多くのゲームをマスターし、楽しみ、子どもにあった、季節

にあった臨機応変的なゲームが出来るようになれたらいいなと思っています。 F 現代の子

どもたちを救えるのは、ネイチャーゲームが一番さー、と苫う認識に基づき、研究してい

きたいと思っています。私にこのような場を提供してドさった皆さんに、お礼を申し上げ

ます。
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う君主オコ-c:-喧嘗
塩苅有紀（国語専攻 4年〉

1.講座開設の理由とねらい

「学校で習う書写教育的なものだけが書ではない」ということを少しでも体験的に知っ

てもらいたい。その思いは昨年の「かこう・書こう・描こう」から変わっていない。 「か

こう・書こう・描こう」では、筆と墨を使って自由に表現する楽しさに重点を置いた。そ

の結果、参加者からは「楽しかった」という感想が多く寄せられたが、反面「楽しい落書

き」の域を超えることが出来なかったように思う。

この昨年の反省をふまえて今年は、筆使いや字形、墨の濃淡や潤渇を工夫することによ

って様々な表現が出来ることを体験してもらうことに重点を置こうと考えた。

2.教材観

ねらいは上で述べたように多様な表現方法を体験してもらうことにあるが、ただ半紙に

書くだけではつまらない。何か実用に生かせるものはないだろうかと考えた。そこで頭に

浮かんだのが「うちわJであった。講座を聞くのは 9月半ばでやや季節はずれの感が否め

なかったが、書を施せる実用的で身近なものといえば「うちわjが一番適当だと考えたの

である。そして、うちわにする場合、真っ白の和紙に黒い文字だけでは物足りないと思い、

マープリングで色づけもしようと考えた。

また、 「楽しい落書き」の域を出て書の世界に一歩踏み込むためには、書く字を決めて

充分に練習することが避けられない。ここで私たちが気をつけたことは次の 4点である0

．書く時間を充分確保すること

－うちわに書くのに適当な言葉を例示すること

• 1つの文字を多様に書いた見本を提示すること

・多彩な表現ができることをマンツーマンでアドバイスすること

3.参加者の取り組みの様子

マープリングを施す場面では、どの子も初めてだったらしく、予想した通りみんな楽し

そうに意欲的に活動していた。そして実は、マープリングがきれいなあまり、そこに墨で

字を書くということに抵抗を感じる子が出るのではないかと心配していたのだが、それは

杷憂であった。みんなマープリングを終えるとすぐに書の練習にとりかかり、その切り替

えは見事であった。

今回のポイントである多様な書表現の体験の場面では、書体字典を見て「雨」という字

を様々な古代文字で書いて練習していた子や、 「雷Jという字の古代文字を見て「へえ、
昔はこんな字だったんだ。おもしろい。」と興味深そうに書いていた子、また筆の割れた

穂先を利用して独創的な書き方をしていた子など、実に様々であった。中には、普段習っ

ている書写教育的な字から離れない子もいたが、その子も納得のいくまで練習していた。

清書の段階では、思いきって書き出せない子もいるかと思っていたが、前段階でうちわ

の形を書いたプリントでシミュレーションしていたためか、ほとんどの子がすんなりと清

書していた。

4.反省と今後の課題

アンケートを見ると、 「うまく書けなかった字もうまく書けてよかった。 （小3・女子）」
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という番に関する感想は一人だけで、後は 「うちわの作り方をおぼえられてよかった。

（小3・女子〉」 、 「うちわの色づけのやり方がわかった。きれいにできてよかった。

（小5・男子）J、 「自分のうちわが作れて良かった。 （小3・男子）Jというように、

うちわづくりに関するものが多かった。確かにマーブリングを施すうちわづくりというの

は、替の練習よりはるかにインパクトが強b、。それは予想していたことであり、だからこ

そ 「教材観」で述べた4点を工夫し、準備したのである。実際に参加者は、いろいろな容

体や筆使いで意欲的に省いていた。

だが、参加者の心が 「多様な替表現Jより fマープリングのうちわづくり」に動いてい

るという結果から、両者をもっとバランスよく効果的に結びつけるためには、 「多様な告

表現」の取り組みにおいて更なる工夫が必要であったと思う。

2時間という限られた時間で奥深い替の世界にどのようにしていざなっていけるか、年

齢に幅のある参加者たちが楽しんで達成できるようなねらいをどう設定するか、など課題

は難しく今後もこのことに頭を悩ますことであろう。 しかし、この替の講座を引き継いで

くれる後輩たちには、子どもたちが日本の伝統文化である替に少しでも親しめるよう考え、

この課題に挑戦していってほしいと思う。

~. 
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主0 .：＞ζ さ A_.,、 ヰ5 長まさ A_.,説京王宝己常忽言奮をと 言売 名声 ま しょ う
清水 由美 〈国語専攻3年）

1.講座の撮要

この講座は、 Y0 U遊サタデーに参加している子どもたちのお父さんお母さん、 一般の

方、学生を対象に教育学部国語科の滝滞先生が、お父さんお母さん方にもっと古典文学に

親しんでもらいたいということで、紫式部が書いた世界中の人々に広く読まれている 「源

氏物語Jについて学ぼうとする講座です。

今回は、 「掠氏物語」の冒頭の部分である 「桐謹の巻」について、 一般の方々と学生が

一緒に学びました。

2.講座の様子

残念ながら、 Y0 U遊サタデーに参加している子どもたちの父母の方々はお見えになり

ませんでしたが、英語科の北海先生、 jじ棒先生が一緒に参加しようと呼びかけて参加した

海外の方々、国語科の学生、国語を副免でとろうとしている学生が参加しました。海外の

方が参加していることもあり、滝棒先生はいつもの講義の時よりも丁寧に説明されていま

した。と言うのも、 「源氏物語Jに限らず、古典文学作品を読むときには、当時の日本の

文化、社会背景を知る必要があり、それを知らないで読んだと言っても真の理解とは言え

ないからです。

参加者の犠子ですが、我々学生よりも海外の方々のほうが熱心に講義を聴いていらっし

ゃいました。海外の方々のFl本の文化を吸収しようとする姿勢には、顕の下がる思いです。

近頃は、我々日本人でもなかなか古典を学ぼうとする機会はありません。まして、日本人

であっても難解な 「源氏物語」はなおさらです。今回は、古典を学ぶよい機会であったと

思L、ます。
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多雪E 斐文・ 議~ 寺会と諸芝居筆者文辛苦

相沢大司郎（数学専攻 4年）

1. 講座を聞 くにあたって

算数 ・数学嫌い、分からない、出来ないという子どもが増えているということは、統計

でも明らかになっている。 しかも、学年が上へ上がっていくに従って増えているという現

状がある。そんな中で、いったい子どもたちはどのような家庭教育を受けているのであろ

うか？学校では、もちろんしっかりしたカリキュラムのもとで算数 ・数学の授業を行って

いるわけではあるが、それだけでは不十分と考えている子どもやそのお父さん、お母さん

遥は多いと思う。現に学年がよがるにつれ、心配になってきて学校以外のもの、つまり塾

などに頼るようになる訳である。 しかし盤に行けば安心であろうか？私はそうは思わない。

だからといって塾を批判しているわけではなL」個人的に教えてくれるところなどでとて

も丁寧な教育を施してくれるところもある。またそうでなくても先生ととても上手くいき、

自分の）Jを伸ばしていけることも多くある。しかしそんなに上手くとは限らなi'oそれは

子どもや親の満足でしかないのではなL、かと私は考える。そこで、家庭で算数 ・数学の家

庭教育ができないかという事になる訳である。こんな事から吉田先生と一緒にこのような

講座を視を対象にして聞いた。

2. 教材について

教材はいくつかのものが使われた。まずは、文献などの文章の抜粋を始めから読んでい

くだけでは、久しぶりに講義などを聴くお父さん、お母さん遥には苦痛なので、 VTRやOHP

を使って講義に人っていった。またメインのものとしては吉田先生必見のアイテムである

折り紙で分数や放物線を表すということを実際にお父さんやお旬：さんにやってもらうよう

にした。その理由としては、なぜそうなるのかを現に休験することができることと、家胞

の中で楽しく、しかもゲーム感党でみんなで夢中になって取り組めるものだからであった

3. 参加者の様子

この講座は、今までで初めての、親を対象にした締胞であったE どのくらい集まるのか

心配だったが、 20人ほどのお父さん、おほさんが参加してくれたc 吉田先生のお話に皆さ

んが点剣に耳を傾けている姿がとても印象的だったので、さぞかしお子さんが算数 ・数学

に困っているのだと思っていた。しかしそうではなく、たいがいのお父さん、お母さんは、

お子さんが他の講座を受けているので、それを待つためにこの講座を受講したということ

だった。それはともかく眠くなってくるような時間帯もあったかと思うが、算数 ・数学に

対する何かしらの手応えを感じることができたように思われたz

4. 講座を通しての成果と課題

この講座は、他の講座と進い、キャプテンは私 （相滞）がやったが、それは名ばかりで、

ほとんどは吉田先生の下で行われた。その上に吉田先生が忙しく、なかなか辿絡を取り合

うことができず、前日に本当に簡単に打・ち合わせをしただけであった。よってスタッフの

段取りの悪い点がいくつも出てしまったが、吉田先生自体はさすがベテランで、何なりと

進められていった。先程も述べたように私たちとしては、お子さんが算数 ・数学にさぞか

し困っているお父さんやお母さんが参加してくるものと思っていたがそうではなかったc

しかし参加してくださったお父さんやお母さんがこの講座を受講してくださったことによ

って、 n数 ・数学の家庭教育に対して新たな観点を見いだすことができたのではなL、かと
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「募者5言寄てアクッ ：：：：＼＝－ ンクF」
渡辺一博漢語専攻4年）

1 .はじめに

YOU遊サタデー誕生以来、これまで過去7回に渡り児童のための英語活動の実践を行ってきた。初年

度はとにかく楽しい英語遊学を目指してさまざまなゲL ム明舌動を取り入れてみた。次年度は楽しいばか

りでなく、実際に英語を聞いて理解したり自然な場面で英語を使ってみたりすることができるような活動

の展開や、国際理解教育を取り入れた英語遊学のあり方を模索してきた。しかしながら、その後卒業論文

のための研究や実践を続けていく中で、幾つかの疑問にぶつかることとなった。①『楽しいjとはどうい

うことか、②単なる言葉遊ひで終わってよいのか、＠漢語活動の中に国際理解教育につながる題材をもっ

とうまく取り入れることはできないか、といったものが主なものである。

2. 今期の課題

( 1) 「遊ぶj楽しさ、 『知る」楽しさ、 「達成するj楽しさ

教育活動における f楽しさJには大きく 3つの領臓まあるように思う。遊ひ的要素からくる楽しさと知

的女碕心を満たされるときの知る／分かる楽しさである。さらに問題を解決したり物事を成し遂げたりし

たときの達成惑がもたらす楽しさである。楽しさを追求しすぎるあまり『甑内を意識しすぎると、活動

のための活動に終始し教育的意義は半減する可能性がある。筆者の講座には、知的楽しさ、ないしは達成

する楽しさをもっと取り入れる必要があるのではないかと思う。

(2）単なる遊びか習得か

遊び的楽しさに重点を置くと、生きた英語に鮒もさせるというより単語を覚えさせてその単語を使って

遊ぶという活動にとどまってしまう。そこに英語を用いたコミュニケーションはほとんど介在しなし、英

語に慣れるとは、英単語を覚えるということとは違うぽずである。より多くの英語を聞かせC'Input＇を多

量に与え）ながらコミュニケーション活動中：日明e組血g明 n飴胞のの英語活動が行われれば言語習得

にもつながっていくであろう。ただしここでいうコミュニケーション活動とは対話活動や英会話のような

決まり文句を使ったロールプレイをさせることではなv＼ 指導者は常に英語を使い、子どもたちに話しか
けたり指示を与えたりする。子どもは日本語、英語、非言語的表現のい判もを用いてもよいこととする。

このような自然な言語自坊目互作用。n飴raction＂）を取り入れることが重要であろう。

(3）擬音活動における国際理解教育

国際理解教育はいつでもどこでもできる反面、深く子どもたちの情意面や思考面に働きかけるのは難し

凡あまりにも教唆的になるとおしつけがましくなるし（筆者はかつてそれで失敗したことがある）、子

ども自身が関心を持っていなかったり、子どもたちの認知力を超えていたりするような題材は不適切であ

る。かといってただ単に外国（多くの場合アメリカ合衆国やイギリス）の行事やパーティーばかりを扱っ

ていては、国際理解というにはあまりにも偏りすぎているように思われるし、教えたいことも気dハてほ

しいことも見出しにくし、英語活動の中で無理なく自然に取り入れられる国際理解のための適切な活動と

そのあり方を見出していかなければならなし、

3. 「英語でクッキング」の着想とねらい

前年度の反省を基に練り上げられた今回の英語活動のポイントは主に5点ある。q滞座の大部分を英語
で行うことにした。②終始英語で進めていっても取り組みやすい倉店街舌動（料却を取り入れた。③異文

似致平の題材として中国（料越を選成本校の中国人留学生をゲストとして招いた。④他郷ヰ（家庭科）

-109-



との関連が図られた。そして、最大の特色は⑤上記の4つの項目が一つの講座の中に融合されていた点で

あろう。この総倒怜英語活動を通して子どもたちが、 (1）言葉が違っても何とかコミュニケーション

ができるという達成感を味わい、 (2）料還や交流を通じて、中国仏）を身近に感じるようになること

を本講座のねらいとした。

4. 講座の実際 ー各分野からの考察ー

ここでは、スタッフとして協力してくれた言語習得、異文化主鶴碍k育、家庭科のそれぞれの専門の学生
にコメントを脊せていただいたので、これを紹介し考察に替えさせていただし

(1）言語習得の観点からー調理を通しての英語学習の効果ー

信州大学大学院2年 浦野研

現在までの母語・第2言語習得研究によると、我々が言語を繍尋するのはその言語を脅すことによっ

てではなく、むしろ聞いて理解することが重要であることが明らかlこなっているやふ Krashen,1981; 

umg, 198句。しかしながら、日本の中学校でのこれまでの英語科教育は、教科書を音読したり、特定の表

現を暗記して言えるようにしたりと、いわゆる言語表出の都練を中心に行われてきた。そこで、これから

の英語教育は、英語を聞いて理解する（できる）ことを第一の目標にする必要がある。

子どもたちが実際に食材キ領陣器具を見，ながら英語を聞くことは、英語を理解する手助けになっている。

一般に fhereand nowの原則j と言われるように、学習者が実際に目で見ながら、手て＠触りながら英語

を聞くことは理解をイ忠信する上で効果的である。また教師が実際に動作をして見せながら英語を話すこと

も、言語と意味との関係を明確にする上で役に立っている。渡遁（1995)は、教師か漕強制能な英語を話

す方策の1っとして、ジェスチャーを使うことを挙げているが、調理を活動の中心に据えることによって

そういった動作を無理なく取り込むことが可能である。

また、活動の重点が、言語的な達成よりもむしろ料理を完成させる点に齢れるため、学習者は英語を

学習していることをあまり意殺する必要がないことも利点となりうる。 Kra油en(1鎚句は、学習者が言

語形式よりも意味に意識を向けたときに言語は習得されると主張しているが、この点においても今回の活

動は効果的であったと言える。

以上のように、何湖リの活動を通して英語を学習することは有効である。調理仰トにも、工作やちょっ

とした運動など、他の活動も活動の1っとして挙げられるだろう。

＜参考文献〉

Krashen, S. D. (1随1).Second La.噌uageA勾削剥凶1J1and Second La.噌U噌-eL儲rning.NY: Pergamon. 

Krashen, S. D. (1田5).免elnput均伊油国'is:Issues and lmpli<白血沼.NY: Longman. 

Long, M. H. (1錨η.Native叩eakerlnon－四位ve甲eakerconversation in the鎚condlanguage classroom.血Long,M.H.,

and随chards,J. C. (eds.) Me必odal4侶rin TESOL: A Book of.政書gdiJ.棋 pp.339あ 4.恥1wley,MんNewbueyHo国 e.
渡謹持先（1銃均． fll'he Input H沼>0th叩s（.インプット理論1) : MERRIER ApproachのすすめJ.回崎情忠偏． 間

伐鰐鶴瓶詰総釦，pp.181-196.東京：大俵鯨

(2）異文化理解教育の観点から

英語専攻4年橋詰並子

今回、 YOU避サタデーにおいて、 「英語でクッキング」の講座を通じて国際職事を深めようとする試

みはとても画期的なものであったと思う。また、その対象を、私たちカ糠く馴染んでいる、そしてまた、

近年急速にあらゆる意味で、近い固となっている中国においた点においても、この講座のキャプテンであ

る糠亙氏の視野の広さをうか治宝い知ることができる。
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ここで、この講座を通じての私の反省と感想を述べさせていただきたv¥ 「何か国際理解につながる授

業をしてください。 Jと言われたとしたら、たいていの先生方は「さあ、どうしよう。 Jと戸惑ってしま

うのうではないだろう方、正直、私もこの講座の前に困ってしまい、 「何か中国について調べて、興味深

い話をしなけれ』主..Jと考えてしまったのである。例えば、今回の受講生が比較文化に興味のある大

学生ならば、それも面白かったかも知れないが、学年もさまざまな小学生にとっては、あまり好ましいト

ピックであったとは思えない。それよりも、今回は、中国からの留学生である白さんが来てくださったの

であるから、子どもたちと白さんとの関わりを中心に据えるべきであったように思う。例えば、私たちの

グループにも白さん方沖Tの子を切りにきてくださり、皆その腕前に感心する場面があったが、今思えばこ
のような場面をもっと強調したかった外見も私たちと似ており日本語も上手な白さんが、鮮やかな手つ

きで料理をしてくれ、私たちの知らない中国語を話すことができ、簡単な中国語を教えてくれる。そんな

白さんが自分たちの作った料理をたべて fおいしいJと言ってくれ、一緒に楽しい時間を過ごすことがで

きた。 『白さんつてすこ、、。 Jと子どもたちが思えるが、やがて、自分と異なる文化背景をもった人を、

そしてその人の文化を尊敬する姿勢へとつながっていくのではないだろうか。

このようf,ti畠程はSlee飴r&Grant(1989）によれば『いろいろな文化背景をもっ人々が皆と仲良暮らせ

るように教育する』という項目に相当する。これは、文化的多様性を社会発展のエネルギーとする、 『多

文仕激育』への5つのアプローチのひとつである。異なりを積樹句に受け入れ、多様性を尊宣するといえ

ば堅苦しく聞こえるかもしれないが、 『私たちとはどこカ漣うけれども、私たちの知らないことを知って

いる、私たちのできないことができる白さん。』という意識が、言葉にならなくても感じられJUま、やが
て、それが異なる文化をも尊重て・きる姿勢につながっていくように思う。この姿勢は、異文化2覇王国際

理解の目指すものと大きく重なってくるといえよう。

異文化理係国際理解とは、改まって糊IJに伝えられるものばかりではなく、日常の生活のいたるとこ

ろに見出すことができる。問題は、指導者として、いかlこ私たちがそこにスポットをあてられるか、自分

の中にある文イ帥背景だけで物事を判断して耕枇しないことであると思う。

＜参考文献＞

Banks, Jam弱•AandBa叫cs,C. A M (eds.)(l部8).Muli出品nic&lucatit.混・Jssu白血dPe.崎町白．附.B:斌on：必lynand 

B脚 in.

(3）家庭科の観点から

家庭科3年 酒井由佳里

家庭科の学生としてこの講座に参加させて頂いたが、感じたことを述べた川基本的に「料理lを作る

ことは、常に食べるという喜びとつながっているので誰もが楽しめるし、目標もはっきりしている。今回

は3、4人の班に分かれて行ったので、協力し合ったり、役軍扮担し合ったりするのが自然にできるとい

う利点もあった。しかし、料理というものは包丁を使い、火を使うといった危換な面もあわせ持っている。

本来家庭科を習うのは、小学校5年生からである。今回の講座にはそれ以下の子どもも参加していた。私

たち瑚摘しカ話さない中で、作り方の指示を理解できるのれきちんと協力してできるのれそして安

全にできるのか、といったことが一番，L留であった。
しかしながら、子どもたち陪指示が英語であったにもかかわらず上手に仕上げていった。はっきりとし

た意味は分からなくても内容を雰囲知旬こっかんでいるようであった。顔の表情やジェスチャーによる部

分も大きかったように思う。料理をする場合、ゆっくりとやり方を見せてあげると視覚的に理解できる。

注意すべきポイントはその餅怜繰り返すことによって「ここはポイントなんだ』とわかってもらえる。

例えば、 「包丁に添える左手の指は丸めるJなどといったことは左手をさして強調してあげると、子ども

たちにちゃんとそれが通じていた。こんなに瀦平できるものなのかと私のほうが驚かされた。また子ども
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たちは（日本語で）普通に話してもよいとはじめに指示してあったので、分からないところはスタッフに

聞くことができ、スムーズに作り上げることができた。

私はほとんど英語が話せな川英語のみというプッレシャーもあり、本当に簡単な単語しカ将かんでこ

なかった。子どもたちにとっても英語を瑚草することは簡単ではなかったぽずなのにうまく料理を時間内

に作り上げることができたのは、やはりジェスチャーや場の雰囲気といった言葉以外の手がかりが十分に

あったからだと，思う。むしろ、英語よりもそういった言葉以外の助けによって理解していたのではないか

と思う。

f英語で料理を作ったんだjと自信を持って帰っていく子どもたちをみると、英語があまり喋れないこ

んな私がスタッフでも良かったのかもしれないと思うことができた。

5. アンケート結果と考察

( 1 ）アンケート結果

「穿誓言寄てアクッ者』；：：......－－－：？／°－」 7 ：：，.....－－クF 一一ト

Ql.今日、英語で料理をつくってみてどう思いましたか。 (2つ選んでOをつけ
てください。）

（ア）英語ばかりですごく緊張した。

（イ）やってみれば何とかなるものだ、なぁと思った。

（ク）もっと英語がわかるようになりたいと思った。

（エ）英語は意外と簡単なんだなあと思った。

（オ）英語は意外と難しかしいなあと思った。

（カ）自分にもいつか喪諸ができそうな気がしてきた。

（キ）英語は難しいので自分にはできないと思った。

（ク）その他（

・・5[38.5%] 

…7 [53.8%] 
・・7[53.8%] 

・・2[15.4%] 

…3 [23.1%] 
・・2[15.4%] 

…O [ O.OOA>] 
…0 [0.切り

Q2. 自分は英語がよくわかったと思います方、 (0をつける）

とても だいたい 半分くらい あまり ぜんぜん

(2) (3) (5) (3) (0) 

Q3.中国や中国の人についてわかったこと、感じたことなどなんでも書いてくだ

さし、。

＊少し中国語を教えてもらえてうれしかったc

＊中国の人と話（し）てよかった。中国の人と話したのは始（初）めてだったの

できんちょうした。

＊中国の中でもいろいろちがう言葉があることがわかった。

Q4.今日「英語でクッキングjに参加して一番よかったなあと思ったことはどん

なことて寸か。

＊英語で何を言っているのかわかってよかったc

＊自分の知らなかった料理が一つでもわかってよかった

-112-



始めはきんちょうしたけど、作ってみると、楽しくて、とっても、おいしかった

です。

＊私は、あまりうまくないけど料理とか、家庭科などが好きなので、今日は、いろ

んな人と作って楽しかったです。

(Ql陪複数回答なので全項目を足しても100%にはならな川 Q3、Q4は巨熔の一部を原文のまま

抜粋したただし括弧の中は筆者のカ晦である。）

(2）考察

Q2の「英語がよくわかったと思う州の質問に対し、 「半分くらいjと答えた子どもの数が比騨句多

いが、 Qlの回答としては「やってみれば何とかなるものだなあと思ったJ、 「もっと英語がわかるよう

になりたいJと感じている子どもも多¥t'o一人一人を見てみると、 Q2で「あまりJと答えている3人の

子どものうち2人はQlで f英語ばかりですごく緊張したj と答えている。しかし、 2人とも「やってみ

れば何とかなるものだなあと思ったj とも回答しており、 「難ししリ、 fできないjといったネガティヴ

な樹育尚也いていない。全体的には、かなり積極的な，凶句態度が子どもたちの中にあったとみてよいであ

ろう。

6. 全体を振り返って

講座全体の子どもたちの様子やアンケートの結果から、 (1）言葉カ漣っても何とかコミュニケーショ

ンができるという達成惑を味わわせる、というねらいはおおむね達成されたといってよいだろう。これま

で言葉遊ひで終わっていた英語活動の実践から英語をフルに活用した今回の取り組みへの移行は、浦野氏

が言っているように第二言語習得の点からみて非常に大きな進展を遂げたといってよいだろう。またこの

ような英語活動は子どもの集中力・思湾力・判断力・自主性を高めるものと思われる。話される英語を聞

き取り、推測し、理解し、判断し、行動し、フィードパックするというプロセスを常に繰り返しているか

らである。最初は訳が分からす予惑っていた子どもたちであったが、閉会党では筆者の英語の支持にさつ

と反応する子も見られるようになった。これはただ単に英語を瑚卒したというだけではない。自ら思い切

って行動してみようという積極性が2時間という短時間の聞に高められた結果であると考えられる。

(2）料理や交流を通じて、中国（人）を身近に感じるようになって欲しい、というねがいについては、

アンケートの不備もありはっきりと断言はできないが、料哩ばかりでなく中国語についての発見や白さん

との出会いをQaの回答としてあげている子どもが多かったこと、また料理を作っているときの子どもた
ちと白さんの関わり合いの様子からみである程度の成果があったものと思われる。異文化3理解教育の観点

からのコメントのなかで、橋詰氏枠制摘しているように国際理解教育とは、特別j改まって教えるものばか

りでなく、むしろあらゆる教育活動のなかで子どもたちが自然に感じ、気づくことのできるような場の提

供をしていくことが犬切なのかもしれない。かつて国際理解をテーマにした講座で自分自身が失敗した理

由を改めて認識できたような鰯まする。

また、酒井氏が指摘したように子どもたちが育部していたのは英語そのものというよりはむしろジェス

チヤ｝ヰ場面であったかもしれない。筆者も、英語はほとんどはじめてと言っていいくらいの子どもたち

が言語的情報だけでメッセージを理解できると期待していたわけではなかった。大切なのは、英語がわか

った、英語で料老齢まできたという達成感と自信を味わえるようにすることであった。しかしながら、・この

ような方法で樹事可能な英語を聞かせ続ければキがては英語だけでメッセージを理解できるようになる

ときが来るぽずである。言語外メッセージを使えばなんでも通じるというものではない。目の前に道具や
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素材があり（時Iere組 dNowの原則JJ）、目標のはっきり見える料理という活動だったからこそ、はじ
めての子どもたちにもできたのだと思う。そういう意味では家麟牝英語の融合は理にかなっている。ま

たこれは他の教科、例えば、体育、音楽、図画工作僕術、技術な日、わゆる技能老停怯の融合が、英

語学習の初期段階では容易カη 有意義であることを示唆している。

f目的は側哩』、手段はt英語』、気づいてみたら『国際瑚羽Jという浦野氏の言葉に本講座は集
約される。今後、このような総合的で自然な英語教育（国際理解教育）のあり方についてさらに研究と実

践を深めていきたし、。

プ．おわりに

今回は数年にわたる児童英語活動の実践と、卒業研究の集大成kもいえる満足のいく講産となった。た

だし、包丁や火を使う危険性や具合の悪くなった参加者への配慮など、子どもたちを預かる上で基材ぬ

部分で大いに反省すべき点もあった。 「安全に楽しくJというYOU遊サタデーの基本君主念を再確認した
し、。

最後に、本著書座を実施するにあたり励ましと街路導をくださった英語科の渡退時夫、伊原巧両教官、真

新しい調理室の使用を許可してくださりいろいろと手配してくださった家庭科の粟津原宏子教官、スタッ

フまたはゲストとして協力をしてくださった皆さんに心からの感謝の意を表します。

＜参考文献＞

斎藤栄二高梨庸雄創く正治、渡準峨（1錦6）隙しい婦翻授業倒閣桐原書店

f『信大YOUサタデー』の実路一体験的学習の指導による実蹴切量の形成；－j (1鰯） 信州大学教育学抑付属教育

ヨ識研究指導センター

f第二期締大YOUサタデー』の実践一体騨伴習の指導による実蹴句力量の形成ーj (1叩7) 信州大学教育等部付

属教育実践研究指導センター
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絵本を作ろう

池上永利子（国語専攻 3年）

1.講座をひらくにあたって

教育実習がおわって、自分がこれから子どもと接していく機会を持っていないことに気

付きました。そのとき、以前から参加してみようと思っていた「Y0 U遊サタデー」のこ

とを思い出したのです。 「これはもう挑戦してみるしかない！ Jと思ったのです。実習で

自分が何を学んだのか、これから考えて行かなくてはならないことは何か、そんなことを

考えるきっかけにもなると思っていましたし、子どもと共に学びたいと思ったことなどが、

講座を聞こうと思った理由だと思います。

2.絵本を選んだ理由

最近の子どもは表現が上手なようでいて、実はそうではないんだな・

そんなことを実習中に感じていました。何か自分が考えていることを形にできるものはな

いか、そう考えていました。私自身が国語専攻ということもあり、 「文章を書くことはど

うだろうか。お話を読むことは好きでも、作文は苦手という子がいる。だったら好きなお

話を書けばいい、自分が書きたいと患ったお話が良い。そうだ、読みやすいように絵もつ

けよう。じゃあ絵本がいいだろう。」そんな感じで「絵本」というものを考えついたので

す。正直言って今までの講座は絵を描いたり、何か作ったりで、思考させる講座が少なか

ったように思うので・す。子供たちが何も考えずに活動していたとは思いませんが、それか

らあとに発展していくものが少ない気がしていたのです。 「絵本がそれからあとに活かせ

るのか。」そう聞かれると、自信を持って「はしづといえるわけではないのですが、少な

くとも絵本ができて「ああ、良かった。また作ってみょうか。 Jで終わってしまうもので

はないと思っています。学校でも、家でもあまりやらないことですが‘それらのことと関

連性を持った教材であると考えています。

8.子どもたちの様子

どのくらい人数が集まるか、何歳くらいの子どもなのか、ということが一番気にかかっ

ていました。どのような子どもたちが講座に参加希望を出してくれたのかを知ったのもぎ

りぎりのことで、正直私が考えていたプランはうまく機能しなかったように思います。子

どもたちは、事前にお願いしていたので何を書きたいのか考えてきてくれました。しかし、

自分自身が考えたお話や名作といったものではなく、アニメのキャラクターや他人がかい

た絵などを持ってきていましたc

創造や創作ではなく、何かをもとにした「まねっこJの要素があったことは否めない事

実です。しかしそれをもとに、日常的なものに自を向けたお話づくりの姿もわずかながら

みられました。

小学校三年生ということもあって、元気いっぱいでした。自分自身の考えがいえる年齢

であるが、個人活動ができる年齢ではないということと人と話すことで、創造を膨らませ

ることができるのではないかという考えから、マンツーマンの指導を考えましたc私自身

は全体の流れを見るため、個人にはつかないようにし 3人のスタッフに一人一人面倒をみ

てもらいました。しかし 3人の子どもたちがぱらぱらではおもしろくないであろうと考え、

活動中に「・・・ちゃんは、こんなお話番いているよc 」と話しかけ、他の人のお話を聞

いて一緒に作っていく活動を取り入れましたc また絵が描けない子どものために、手伝い
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として美術専攻の学生をスタ ッフに入れました。

YO U遊サタデーのスタッフが写真を搬りにくるたび、 「写真とんな！ J 「あっち行け！ J

など元気いっぱいでした。

4.反省にかえて

今時の子どもは、お友達とでないと参加できないのかもしれなL、。しかしこれは子供た

ちの武任でしょうか。私は今回のY0 U遊サタデーという拐においては追うように恩l、ま

す。子どもが、お友達と一緒でなくても参加したいと思うような講座を聞くべきであって、

私たちの努力不足があるように思うのです。

今回の鵡座の子どもたちは元気はありました。しかし私たちの準備不足のため 〈講座の

時間不足という話もある〉子どもたちの活動時間が十分ではありませんでした。時間がな

いであろうと考えて自宅で構想をねってきてもらったのにそれでもっくりきれませんでし

た。片づけ仕事になってしまったところもありました。

今回の講座は、成功ではなし、かもしれません。しかし何かをつくって楽しかったで終わ

ってしまうものではなく 、作りかたを学んだでおわってしまうのでもなく、 「考えてみるJ

という今後にも活かせることをあつかった講座であったと私は思っています。

5.私の厳言

今回、事前に参加者のお宅へ電話をして、それぞれのお子さんの特徴や好きなもの等を

聞きました。それを参考にそれぞれの子を主人公にした絵本を作っていきました。

スタッフに絵本づくりを体験してほしかったことと、子どもに喜んでほしかったためです。

（スタ ッフも大変だったと言っていた。） 私たちが作った絵本を読んで一つの刺激にして

くれれば、という思いももちろんありました。活動の中身から何かを考えて感じとるなん

て、小学校低学年では無理だと思いました。だから活動そのものに価値があることをさが

しました。私の今回の試みには悔いがいっぱい残っています。

手作り絵本を貸してくださった益地先生とスタッフの木内さん、中村くん、宮本さんに

感謝しています。

事I ,I 

間四E

－・

理4
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話芝居室老f(官署Fフォ一一ラ L...

ヰ0 .：＞ζ さ A....Hニ3主昏てアτ「よ ! 

知野真里子（家庭専攻 4年）

1.閲講設定の理由

家庭教育フォーラム「お父さん出番ですよ！」を第九回Y0 U遊サタデーで聞きました。

私達キャプテンが伝えたかった事は、端的に言うと「お父さんも育児（家庭教育）に積極

的に参加してほしい」ということです。

子育てにおいての父親の役割は一般に、子供に社会のルールを教えることだといわれてい

ます。父親の家庭での不在は、社会性を欠いた子どもを作り出す、と言われています。そ

のため、父性の欠加が現在のいじめを引き起こしている、という考え方もあります。父親

の家庭教育への関与は、とても重要だと思います。

私は、教育の根本は家庭にあると考えています。今までの父親は、会社に多くの時間と

エネルギーをとられ、あまり子どもと接する機会と余裕が無かったのだと思います。しか

しこれからは、学校5日制、週休2日制の導入に伴い、父親が家庭で過ごす時聞が増える

ようになりました。その時間を生かして、父親がもっと家庭に関心を持ち、家庭教育に関

わるようになって欲しいと思います。今回は、そんな私達の願いを込めて、家庭教育にお

ける父親の役割の重大さや、子どもへのかかわりの具体的方法について、深町さんと葛田

さんの二人の講師からお話を聞き、自由に討議したいと思い、この場を設けました。

2.資料の解説

お二人のお話を聞く前に、現在の父親一般の実態を把握するための資料（出典『家庭教

育に関する国際比較調査報告書』財団法人日本女子社会教育会）を用意しました。

表1「父親の 1週間の労働時間」では、欧米に比べ、アジア 3カ国の父親の労働時間の

長さが目立ちます。

表2「子どもと一緒に過ごす時間」からは、①国や性別に関わらず、子どもの年齢が高

くなるにつれて接触時闘が減る②日本の父親は他国の父親に比べ、子どもとの接触時聞が

少ない③どの国も無職の母親の方が子どもとの接触時間が多いが、日本の母親の場合、特

に有識と無職の母親の接触時間の差が大きい、ということが読み取れます。

表3「父親の子育て分担」では、父親の子育ての内容が示されていますが、日本の場合

一般に父親は“遊ぴ相手をする” “生活費を負担する”という役割を分担していることが

わかります。逆に言えば、それ以外は母親が主に分担しているということです。さらに、

－他の固と比べて日本の父親は、圧倒的に子育てに消極的な姿勢がうかがえます。

表4 「子どものしつけー 5歳の時にできることー」は「～さんが5歳の時次のようなこ

とを一人でできましたか？できたものをいくつでも挙げてください。」と、基本的生活習

慣が5歳の時までにどの程度できるかを、親に問うたものです。これを見るとタイ、アメ

リカ、イギリス、スウェーデンの 4カ国は、大体の項目においでほぼ80%～90%でき

ていると思っているのに対し、韓国と特に日本は、親が期待するほど現実にはできていな

いことがわかりました。
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雲表必逗者k1電rフォーラム
「:fc;：：＞ζ さ ／....， I±＼若手守ご＂！＂s1-c:l二 J _J 

長助多賀子〈幼児教11専攻4~I~ ） 

1.自己紹介（参加動機等も）

参加者10名（キャプテン含む）

2.フォーラムの趣旨の説明

①子どもの人間形成における父親・母親の役割の盤・要さ

＠社会の状況の変化

＠学校5日制・週休2目前jによる父親参加への期待

3.統計にみる子どもと父親の実態

表i 父親の1週間の総労働時間

平崎時間でみると日本は稗固に次いで多い．桐祉の充実しているといわ

れるスウェーデンは6ヶ国中最も少ない．

表 2 子どもと一緒に過ごす時削

父親と母親の差が最も大きいのは日本である．

表3 父親の子育て分担

日本が最も低いのは『食事の世話をするJで、「勉強を教えるJ「進路の相談

相手になるJ「悩み事の相談相手になるJというのも低い方だ．逆に「生活

費を負担するJのはかなり高い割合だ．

表4 子どものしつけ－ 5成の時にできることー

「行儀よく食事ができるJの割合が、日本は他国に比パてかなり低い．

表5 子どものしつけ－ 15歳の時にできることー

日本は「ボランテイア活助をする」「アルバイト等で報酬を得るJの割合が

低い．「家族のための食事をつくるJ男の子もまだまだ少ない．一方スウ

ェーデンはどれも 7割を越えている．

表6 子どもとの接触内容

日本では「テレビをみるJが第3位になっている．「趣味を教えるJは第13

位である．
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4.講演1 「おやじの出番」 葛田英男氏（葛国労務管理事務所長）

1)家庭のあり方

家庭とは・・・家の人が一緒に生活する場

3つのパターン
辛l主’ぐい

①父＝母 ②父＼返戊・LT・・5 ③ ／母

／ 下母 父年
子子チ

いじめを受けやすいケースは②

（子どもが萎縮してしまう）

カ父は母と子の強いつながりに入りこめないのか？－NO

く子どもが父にどこまで向かっていけるかが問題＞

2）父のあり方

①子どもの様子をじっと見ていてほしい

＠父自身の本音や悩みを子どもにぶつけてほしい

だめおやじでいいじゃないか、子どもは自分の所有物ではない！

＠家庭に勝負の論理を持ち込まないでほしい一勝負から降りる

④がまんをしないでほしい

3）「欠感情症候群Jと呼ばれる子ども

①何を考えているのかわからない ②人の気持ちがわからない

③非指示的 ④感情がない

4）子どもへの態度

＊「共感J「受容j 「一致」

子どもを自立させるには・・・「あなたはどう考えるの？」と問う

5）子どもが事件をおこした時どうするか（自らの経験をもとに）

0おどらない

O正直に話せ

0それを約束する

O世間の人に知れでもかまわない

子どもの一日をみると・

8時間一学校に預ける←先生に思うように指導してもらう←私が責任を取る

8時間一家庭にいる ↓ 

8時間一寝る 事件うまく収まる

［まとめ］ 『共感」 『受容J 『一致」が大切

子どもがポールを投げてきたら投げ返してあげる
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5.講演2 「お父さん、外でも子どもら待ってるよ J

深町修司氏（東部町立和児童館長）

常国寺子屋のビデオ、スライドから

影絵、手遊び、マレットゴルフ、蛍を見に行こう、常田祭り

子どもとお師匠さんとの触れ合い

父親が出ていくには

1)素人の父親がいいーすきまだらけ、ゆとりがある、本音で語れる

の父親が学んでほしい→変わっていく 出ることが学び

子どもの方も、先生とちょっと違うぞと感じる

先輩の父親との接触→地棋の仲間との交涜

3）男性として頼りになるもの

父は黒子でいい→縁の下の力持ちとなってほしい→父性の役割

。経験の蔵を聞けてほしい

｜父親が出ていくには母親の支えも必要｜

6.自由討議

吉揮さん：古里育成会に携わって 13年になる

目標①生活文化の伝承 ＠心の豊かさを育む

竹とんぼ、実、オトギリソウを持ってきていただいた

1)人に親切にすること

2）ありがたい、申し訳ないと思う心

3）損得の感情は別の世界

4）隣の家との関わり

高山さん；1)登校拒否の研究会に参加して

勉強、勉強と言われるといや 自分のやりたいことができない

生活のゆとりをなくしていないか？ 今自分自身にもゆとりがない

2）学校5日制のねらい

どれだけの国民が理解しているか？ー 10%ぐらいだろう

行政にアピールすると共に自分も課題を持つ

北原さん •4 人の子どもを持って～その子自身のもつ力が出る家庭を

トドになってもいいと子どもに言った→それぐらいゆとりを持ってほ

しい
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山岸さん：県の仕事で女性の金銭問題を扱っている。

伝える場面のなさ→地域にもっと広めていきたい

宮崎さん：教職8年→現在倍大大学院在籍 「ゆとり Jができた

父の立場というより教師の立場で

ビデオの中のホタルを見つけた時の子どもの歓声

体験を通して学ぶことを改めて教えてもらった

クラスの子どもにお父さんの特技を聞いて人材パンクをつくってみたい

吉津さん： このしくみがわかりますか？

わからないということは、世間なみの目

しか持っていないということです。

深町さん：『共感J 「受容J 「一致J 家庭には鏡争社会を持ちこまない

理想の父親像・・・家族の柱となる、大きく受け止める

父親は相対愛ではなく絶対愛を貫いてほしい

『父性の復権』 林道義著 中央公論新書

『父親の役割」とは

①家族を統合する力を持つ②理念を掲げる←子どもをふらつかせない

③文化を伝える ④社会のルールを教える

父は健全で権戚が尊敬される存在であってほしい

まず『出るJ（子どもの前に）こと、これこそが経験である

葛回さん：日本の常識は間違いが多い

（例）高校野球一監督の指示、采配に全て従う子どもに自主性は感じられ

ない。監督は観客席にいてもらいたい。

女子どもの自主性は実は大人が奪っている

圃これからは父も母も土・日まで働く社会になる（第三次産業の発展の為）

そこで父母のいない家庭になることが問題になってくる

030、40代の校長先生を出して頂きたい、そしてまた教員に戻ってほしい

知野さん：理想としては、父母が l人の人間として子どもを育てていってほしい。

父母の役割を決めるのではなく、父はもっと子育てに入ってきてほし

L、。
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7.反省

1）テーマ設定について

このフォーラムに参加し．て頂いた皆さんは、父親の役割についてそれぞれご自

分の考えをお持ちでいらっしゃった．よって、技々キャプテンが話をすすめてい

くというより、参加者全員で話し合いをすすめていくという形であった。ただ、

父親の役割というとかなり範囲が広く、様々な意見が出て、話し合いの焦点がぼ

やけてしまった時があった。これについては、我々の方で「家庭における父親j

「社会の中の父親」「現代社会の親子関係」「不登校やいじめと家庭環境」などの

ようにテーマを設定しでもよかったかとも思う．しかし、参加者の立場が様々で

あること、時間も限られていることから、今回はこのような漠然とした流れの討

議にせざるをえなかった。次回は今回のこの反省を活かして、もう少しテーマを

絞ってみたい．

2）講座開設にあたっての準備について

予定していたより時聞に終えることができなかったのは、開始時刻が遅れたこ

とと、自由討議の時間が長引いたことが原因である．しかし、これは我々の時間

設定の甘さを指摘しなければならない．開会の挨拶や自己紹介等を手短仁済ませ、

自由討議の時間をもっととれるようにするパきであった。また、スライドの使用

方法が唆昧であったため、当日はスライドの向きが逆になってしまった．今後ス

ライドを使用する時は、少なくとも一回は全てに目を通しておくパきである．

3）今後の展望

父親が家庭教育に積極的に関わっていくためには、社会全体の人々の理解がま

ず必要であると感じた。どうして週休2日制や学校5日制が導入されるようにな

ったのか、この制度を私たちはどう受け止めてどう活用していくかをよく考えな

ければならない．そしてまず行動を起こしてみることが大切である．我々教育に

携わる者としては、学校に通ってくる子どもたちがよい家庭環境の中で育てられ

ているかを常に把握していなければならない。子どもと親と教師の3者でコミニ

ケーションをとる機会を多く持ちたい。その中でそれぞれが 1人の人間として教

育する、されるのだということを実感してほしい。今我々にできることは、ひと

りひとりが先の社会を担う教育者であるということに気付いてもらうために、こ

うしてこのような講座を聞いて、もっと意見わ交わしあうことであると思う．

最後になりましたが、この講座を開設するにあたって多くの方々のご協力を頂き

ましたことに感謝しまして、この実践記録の終わりとしたいと思います．本当にど

うもありがとうございました。 以上
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主sしゃ A くり老k:害事F寺会 - ;s尾監是言己傘最 6こカ、ぇーてごー

株向逮〈名古屋大学大学院 2年〉

「おしゃべり教育学Jは、今年もY0 U遊サタデー 9月の講座として聞くことができま

した。 「物語のちからJと「場のちからJという 2つのちからでもって教育をデザインし

ていこう、 Y0 U遊サタデーとはまさにそんな場なんだという内容のおしゃべりでした。

申込数はゼロでしたが、当日興味を持っていただけた父母の皆さんを参加者に得て、 Y0 

U遊サタデーの見学なども交えながら楽しいひとときをすごしました。

さて、本来ならば講座の実践記録をまとめるべきなのですが、例のごとく OBの立場と

してものを語ることで、この場をかえさせていただきたいと思います。

教育学部の未来

以前から様々なところで記されていることですが、教育学部の将来はいささか複雑です。

目に見えるところでは、全国の教育学部が改組したり、廃止されるところまで出てきてい

ます。しかし、一方で中央教育審議会が示した「生きる力」というキーワードを実現する

ために、教員養成に一層の充実が望まれる時代でもあるのです。そのような状況の中で、

信州大学教育学部は学部側の努力として改組が、そして学生側の活動としてY0 U遊サタ

デーが展開され、全国で類をみない充実した学部運営が進行しています。

改めてこの事態を整理すれば、学部内で、学部と学生の両側から動きのぷっかりあいが

あるという事実です。どちらか一方というわけではないところがポイントです。教育学部

の改革は、ともすれば学部改組や教官の仕事量の増加で賄われることが多く、学生側の努

力については、云々すること自体が土台無理だとばかりに、さほど語られません。しかし

私達の経験では、全く無理なことでもなさそうなのです。

1996年11月には、私達の仲間ともいうべき活動が富山大学で始まりました。 「富大遊ば

ん会Jと命名されたその活動も、学生主導の教育実践活動です。こうした学生側のやる気

によって教育学部が活気みなぎる場となる可能性は、まだ十分残されているといってよい

でしょう。

教育の未来

教育学部にとどまらず教育の未来ともなれば、さらに混沌としており、見極めることが

困難です。私達はこれを悲観的なイメージで語ることも容易ですが、また楽観的なイメー

ジで語っていくこともできないわけではありません。もちろん現状分析は、しばしば深刻

な問題を伴って私達の目前に現れてきます。しかし次代の教育を担う私達に望まれている

のは、そのような現状を認識しつつも、それをそのまま引き継ぐのではなく、新たな教育

の物語を生成していくこと、デザインし直していくことではないでしょうか。

長期的な予測に立って将来の教育を語るとすれば、一つに教師への大きな権限委譲が実

現されると恩われます。たとえば教育内容について教師や学校が独自に選択できたり、学

校経営の形も多様化します。これを教師自身がコントロールできるのです。しかし同時に、
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教師のj![・務も増大することになります。現時点でも多忙をきわめる教員にとり、自由と引

き換えのさらなる多忙は歓迎されるはずがありません。そこでこれをサポートする機関が

設住されると思われるのです。たとえばカリキュラム ・センターといった機関が各都道府

県に設置され、各学校からの相談や依頼に対処することになります。また教育委員会にな

らぶ教育組織が併設され、学校運営の手助けをする役目を負うのですむただしあくまでも

サポートの範閣内という限定付きです。

この予測は、それほどいい加減ではありません。今後進む教育改革や情報通信技術を勘

案すれば、こうしたシステムは不可能ではないのです。 しかしそのためには、教師にプロ

フェッショナルとしての素質を持ってもらう必要がより強くなってきます3 教師の専門性

は様々な議論のあるところですが、ここでの主張をもっと平たく表現すれば、人間として

の素質 「人間カJを豊富に持つことが必要ということですe

YO U遊サタデーの未来

YO U遊サタデーの未来について、組、が述べるというのはおせっかいといったところで

しょう。活動に参加するスタッフとしては現役だとしても、 Y0 U遊サタヂーの未来を云

々する者としてはいささか不適当となりつつあります。Y0 U遊サタデーに対する理念的

な記述は、すでに公にしている文章を参照していただくことがいいかと思います。しかし

YO U遊サタデーの理念などというものは、その時期に居合わせた現役大学 （院）生の皆

さんが考えるところのものがホンモノであって、私のような古い人間の語るものは、すで

にカピの生えた戯言なのです。

それでもなお私の言葉が役に立つことかあるかも知れません3 たとえば 「Y0 U遊サタ

デーとは、どうしてはじまったのかJという問b、かけのときには、何らかの過去を伝えら

れるように。

第 3期の学生が言いました。 「YOじ遊サタデーというのは、いずれなくなるものだと

思っていますJと。正直なところ、感心しました。後輩逮がそんな深いところを考えてい

ることにです。 しかしそれは当然でしょう。彼らはY0 U遊サタヂーに 2年以 tかかわっ
ている人遥なのです。この活動が一体どういう意義を持つものであるのか、たった 1年で

その場を去った私に比べ多く、繰り返し自問したに違いありません。その結果、 Y0 U遊

サタデーが今後も信大教育学部の目玉として残るという見解に遥する人達もいると思いま

す。私自身は、個人的意見の範囲内で、 Y0 U遊サタデーの単位化や学部講義との絡みに

ついて否定的ですが、そういう望みの方が強いならば選択され得る道でしょう。いずれに

してもY0 U遊サタデーの未来は、つねに流動的なのです。

自分遥の未来

そして私達の未来です。子ども遥の未来を切り拓く立拐・になる者として、自身の未来を

どのように描いていくかは、とても重要な問題です。

プラス思考を唱える書物がこの時期多く刊行されましたが、その説明の信想性は別とし

て、こうした主躍は参考になるところです。私達は、些剤IIなきっかけで想像だにしない事
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鼠へと移ってしまえるものです。たとえば新たに知り合った学生同士が、一つのことに向

かつて団結するという事を数年前誰が予測していたでしょうか。

第3期の実行委員会のメンパーと接していて感動したのは、それぞれが他のメンバーの

ことをちゃんと認めて、むしろ尊敬さえしているという関係ができていたことです。面白

いことは、メンパーが互いに面と向き合っているときには相手にそんなことを一言も言わ

ないのに、私がそれぞれのメンバーと個人的に接すると、ぽろぽろと他のメンバーを袈め

始めるのです。口に出しては言わないけれども互いに評価して信頼している集団。うらや

ましいほどです。

そこで私は、自分の理想に強い自信を得ました。その理想とは「他の人を評価できる人

を育てる教育を実現したい」というものです。これは非常に難しい課題なのですが、しか

しこれを実現しない限りは、教育の未来を開こうと思っても聞けないのです。

『「王様のレストラン」の経営学入門Jという本で、著者の河村尚也は「クリエイティ

ブ・チームJというものを示しています。そしてその中で「フローティング・リーダーシ

ップ」という考え方が重要であると言います。状況に応じてチームメンバーの適当な誰か

がリーダーシップを取るような、そういう柔軟なリーダーシップ論です。こうしたものを

実現するためにも、他の人を評価でき、信頼する個人が求められるのです。

YO U遊サタデーや教育という領域に限定せず、広く世界をとらえるときでも、この考

えはとても重要だと思います。そのためには、自分というものを評価できるようになるこ

とも必要です。自己の評価から他者の評価へ、そしてそれらを踏まえた上で関係をデザイ

ンしていくことが、これからの時代を担う基礎的な原理として必要になるはずです。

あなたの未来

YO U遊サタヂーも 3年目を終えつつあります。個人的な感慨を記せば、第1期にかか

わった最後の学年がこれで卒業を迎えるということになり、一つの節目かなと思います。

もちろんY0 U遊サタデーは毎期新鮮な気持ちでスタートしているわけですから、今後

のY0 U遊サタデーもまた新たな面を出してくれるでしょう。学生遥の顔は入れ替わって

いきますが、その学生が望む限り、 Y0 U遊サタデーは続いていくのです。

勝手なことばかり書いてきましたが、これがおしゃべり教育学の一端です。 「物語のち

から」ばかり使って「場のちから」を使いませんでしたが、それはまた別の機会に。実際

のおしゃべり教育学は、もっとわかりやすくしゃべっていますから、誤解しないでくださ

いね。

それでは、あなたの未来に大いなる期待を抱きつつ、おしゃべり教育学はお聞き。

以上
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ととF アごτ「ピックリカードを云千乍ろう 1

1.講座を聞くにあたって

清水あかね〈数学専攻 4年）

芦田 恵（数学専攻 4年）

YO U遊サタデーのスタッフとして、何回か参加しているうちに、自分で何か講座を聞

きたいと考えていた。子どもたちが何かの形として残せる内容をやりたいと思っており、

二人で考えたところ、 9月15日は敬老の日だから、おじいさん、おばあさんへ送るカー

ドはどうかということになった。おじいさん、おばあさんのいない子どももいるので、仲

の良い友達やお父さん、お母さんに送ってもすてきなカードになるよう何か楽しいカード

を作ろうと考えた。そこで、飛び出すカードは簡単で楽しいし、工夫もいろいろできると

いう点から、この講座を聞くに至った。

2. ピックリカードについて

YO U遊サタデーの講座の中だけでなく、子どもたちが家に帰ってもできるよう、身近

にある画用紙や折り紙を使った。また、本当に少し工夫するだけでこんなに楽しいカード

になるという喜びを子どもたちに味わって欲しいと思った。さらに、自分の作ったカード

を人にプレゼントすることで、子どもたちがその人が喜んでくれたという体験をしたり、

手作りのものをあげることの良さを味わうことができると考えた。カードに一言書かれた

“ありがとう” “おめでとう”という言葉が、どれだけ相手を喜ばす力があるか子どもた

ちに知って欲しかった。

3.子どもたちの様子

何回もY0 U遊サタデーに参加している子どもたちは、この講座は退屈に感じるかも知

れないと少し不安だったが、どの子どもたちもとても楽しんでいたと思う。男の子はカー

ドからはみだすくらい大きいものを作ったり、いくつも作ったりしていたが、女の子は小

さなものを丁寧に作ったり、色塗りに時間をかけたりしていたbおじいさん、おばあさん

へのカードを作って、明日あげるといっていた子どもが何人かいて、おじいさん、おばあ

さんたちが喜ぷ顔が浮かび、私までうれしくなった。また、もともと予想していたが、こ

ちらで用意してあった見本をまねる子が何人書いた。しかし、作りたいものが見つからな

くて終わってしまうより、ピックリカードを作るという経験をして欲しかったので、私は

それはそれでよいと最初から考えていた。

4.講座を終えて思うこと

YO U遊サタデーに参加すると毎回思うのだが、子どもたちの予想していなかった発想

に驚かされる。今回私が驚いたのは、折り紙をつなげたままで、大きなものを飛び出させ

ようとする子どもがいたことだった。しかし、折り紙は柔らかいため、うまく立たなかっ

たので、もっと固い紙で作った方が良かったかもしれない。私たちも事前にあれこれ試し

てみて、大丈夫だと思っても、いざ講座を聞くと不十分なところがでてくるものだという

ことを実感した。

また、作り方の説明はもっとわかりやすくした方が良かったかもしれないが、足りない

ところをスタッフの方々が補ってくれたことに感謝したい。今回はスタッフが一緒に作ら

なかったが、本当はキャプテンやスタッフも子どもたちと一緒に作って楽しめたら良かっ

ただろう。
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去三 Zまじき ・ 2le>＿，やとり ・ 5包ごっこ

I .講座を聞くにあたって

秩山 恕 （心理臨床専攻 3年〉

竹田 みどり （心理臨床専攻 3年〉

最近の子どもたちは、何をして遊んでいるのだろう ・・・ 。

私たちが子どもの頃は、缶けり、ゴムとび、あやとり、折り紙、おはじき、 鬼ごっこ

．・ ・といった遊びをしたものだ。このような遊びは主に、私たちの母親、そして祖母か

ら教わった遊びであった。そんな遊ぴを今度は、自分たちが子どもたちに伝え、 そして子

どもたちに実際に体験してもらいたいという思いから、今回この講座を聞くことにした。

まず、これらの遊ぴの中からどんな遊びを子どもたちに体験してもらいたいかを考えた。

子どもたちにとって指先を使うことは難しく、苦手であろう。そこで、これらの要素を含

んだ遊びで、子どもたちがあまり経験したことがないであろうおはじき、あやとりを選ん

だ。また、今の子どもたちは学校から帰った後、鹿外で、近所の友達と大勢で遊ぶことが

極端に減ってきているという。このことから、体をおもいきり動かして、大勢で楽しく遊

ぶ機会を子どもたちにもってもらいたいと思い、鬼ごっこを選んだ。

2 .これらの遊びについて

くおはじき ＞

古くは1800年もの昔、中国の貌の時代に、 「はじき碁」という遊びが生まれた。これ

は、碁石 6個ずつを盤の両端に並べて、 2人が交互に自分の石をはじき、相手の石をは

じき落とすものであったようだ。それが奈良時代の日本に伝わり、貴族たちの遊びとな

った。

江戸時代にはいると、簡略化されたおはじき遊びが人々に広がっていったc碁石は、

貝殺や木ノ実、形の良い小石を使うようになった。盤は使用せずに、床の上で行うよう

になった。また、様々なルールも作り出され、 kの子の遊びとして定着していった。

明治から大正時代には、ガラス製の 「おはじき玉」がつくられるようになり、梅、菊、

ぼたん、小判などの梯々な形のものが登場した。

くあやとり ＞

平安時代が起源と言われているが、はっきりしないようである。一般に広まったのは、

江戸元禄時代と言われ、当時は子どもだけでな く、成人女性にも大流行、あやとり専門

の糸まで売られていたというa

ちなみに、東京タワーが完成してから、あやとりに 「タワーJが仲間人りした。この

ように時代の波を遊びに取り入れる子どもの柔軟さは、感心させられる。

く鬼ごっこ 〉

遊びといえば誰でも思い当たるのが 「鬼ごっこJc 占くは iかーごめ、かごめ ・・・ ！

といった 「あて鬼 1、キャンプ都でよくやる ｜ハンカチとり J 、戦時中に戦闘訓練を兼

ねて行われた 「穴とりJに始まり、 「かくれんぼ」、 「追いかけっこJ、 「目かくし鬼」、

「L、ろ鬼4 、 内たか鬼 9 、 手つなぎ鬼 t、 「こおり鬼J、 戸路踏み J 、 P だるまさん

ころんだ．など今では数え切れないほどの遊び方があるc
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3.子どもたちの様子

畳の部屋に集まった子どもたちは、そのほとんどが小学生以下の子どもたちであった。

そのため、どんな対応をしたらいいのか、おはじきゃあやとりにどれだけ興味を持ってく

れるのだろうか、という思いを抱いていた。しかし子どもたちの明るい笑顔が最後まで見

られ、彼らは楽しんでくれたのだろうと感じている。

子どもたちは、おはじきが目の前に積まれると、 「わっ」という歓声とともにすぐに触

れ始めた。 「きれいだねJ、 「この色、集めよう」、両手におはじきをいくつか入れ、上

下に振りながら「おもしろい音するよ」などと言って、はじくというよりもいじることに

集中していたため、事前に計画していた流れからは、どんどんかけ離れていってしまった。

しかしはじいて見せると、自分も閉じようにやってみようと真剣に真似、遠くまで飛ばせ

るようになっていった。

あやとりでは、子どもたちの様々な表情が見られたように思う。あやとりのひもを手に

かけよう、スタッフや他の子どもが作った形を見て、あの形を作ろう、はやくあれを作り

たい、できたよ・・・。子どもたちの、必死に取り組んでいるときの姿、できるようにな

ったと教えにきてくれたときの顔から、私たちが忘れがちな、何にでも夢中じなれる気持

ち、粘り強く取り組むこと、その大切さを教えられたように思う。

鬼ごっこをすることになり、小さな部屋で物足りなくなっていた子どもたちは、外に出

るとすぐに走り出した。そして鬼を決め、初めて会った友達と元気に追いかけごっこをし

ていた。手どもたちは本当に外が好きなのだと、改めて思った。

講座全体を通して、中でも年長の男の子が、他の年下の子どもたちの面倒をよく見てい

たのが印象的だった。

4.感想

教育実習直後の初めてのY0 U遊サタデー、それもキャプテンということで、準備不足、

進行をどうやっていったらよいのか、など不安ばかりの今回の講座であった。しかし、子

どもたちが活動の中で見せてくれた様々な表情を見ているうちに、みんなで楽しく遊ぼう、

そして私たちスタッフも、子どもと同じ気持ちになって楽しめばいいんだ、と思うように

なっていった（あまりにも同じ気持ちになりすぎて、時間を忘れてしまったが・・・〉。

そこで実習とは違うものを感じていた。

おはじき、あやとり、鬼ごっこ・・・。これら昔からの日本の遊びをすることで、講座

を聞くにあたってねらった能力や願いは、本当の意味では伝わらなかったかもしれない。

しかし、子どもたちそして私たちスタッフ合わせて 14人という大勢でもって、畳の上で

肩を寄せ合い、また、屋外で思い切り走り回って遊ぶことのできる場を提供できたという

意味では、この講座をやってよかったと思う。

スタッフへの連絡不足、時間配分など不備も多々あり、反省として様々な分野で活かす

ことのできる、また活かしていかなければならないことがたくさんあった。子どもたちに

対しても、未知の年齢層であったこともあり、適切に教えられなかったと思う。けれども

そんな中でも今回の講座が成立できたのは、遊びという活動の中で、子どもとともに作り

上げていけたからではないかと思う。このような機会を持てたことに感謝し、ご指導、ご

協力くださった方々に御礼申し上げます。
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費苔 9 巨ヨイ宮ブミこY 0 U 辿室モナタラゴー一通主宅金フロラン

講座名 守＝＝壬百生包物刀..A-::;7 ..Aラコミフイ .L:... 平成8年 9月14日〈土〉
（午前）

キャプテン名 苦言古弓ミ フロ （理科専攻3年〉 7シスタントスタリ数 8 名
参加者数 2 l 名

指導教官名 本寸本公 クに辛口 老fz:言言 活動場所新館50 7教室

講座のねらい スライム作りを過して、自分の作りたいものを材料から作る楽しさを味わってほしし、。また、薬

品を混ぜると、スライムができてしまうことなどに疑問を持ち、これをきっかけに理科に興味関心を持ってほし

い。

講座の展開

時間 過程 子どもたちの学習内容 キャプテンの学習指導 教材

l 0 l，自己紹介をする ・自己紹介は、キャプテン ・スタッフ
分 導 が子供たちより先に行い、場の雰囲

気を和らげる。
・スライムの作り方の説明の前に教室

｝＼ の使い方の約束をする。

6 0 2，スライムの作り方の説明を聞く ・スライム作りの説明のときに、キャ • P. V. A. 
分 自分でスライムを作る。 プテンが子どもたちより先にスライ （洗植のり〉

ムを作ってしまわない。 －四ホウ酸ナト
－各テーフソレを見て回って、作り方の リウム
分からない子がいたら教える。 （ホウ砂）
－スライムを2個以上作る場合には、 －食紅，絵の具
コップを洗わなければならないので （スライムの

展 洗い方のこつを教える。 色づけのため
－子どもたちは、スライム作りに夢91
になっていると思うが、トイレに行 －割り箸
きたい子がいなL、か磁認し、いたら ・コップ

開 連れて行く。
－個人で能ったコップなどを片づける

－ビニール袋

ように伝える。 －新聞紙
・バケツ

2 0 3，班ごとに大きなスライムを作る －大きなスライムの色を何色にするか －洗面器
分 決めるように伝える。

20 ま 4，片つ．けをする。 －何かを作ったときは、片づけをする
分 ことも大切だと言うことを伝え、み

と んなで片つ’けをする。

l 0 め 5，修了証をもらう。 －時間があったら今日の感想を、発表 －修7~U:
分 する。
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宇宙生主防スラスラスライム

宮沢元 （理科専攻 3年）

1. 講座を聞くにあたって

スライム作りを通して、自分一人でも材料から作りたいものを作れたという満足感や喜－

ぴを味わってもらい、薬品を混ぜるだけでなぜスライムができてしまうのかというような

疑問を持つことで、理科に興味関心を持って欲しいョ私は、この 2つのことを願t、として

講座を聞きました。

また、私は、今までに何回かスライムの講座にスタッフとして｜掲わってきましたが、い

つも定員を超えるほど子どもたちに人気があります。この要因はどこにあるのか探りたか

ったというのもこの講座を開くきっかけとなりました。

そこで、私は次のことにこだわりを持って講座を開きました。それは、子どもたちが自

分でスライムを作る前に、できあがったスライム 〈実物）を子どもたちに見せないでおこ

うということでした。子どもたち自身が自分の手で作ったのだという思いが強くなるよう

に私はこのことにこだわりを持ちました。

2.子どもたちの取り組みの様子

参加したのは、 4歳の幼稚園児から小学6年生まで、合わせて 21名いました。年齢の

離れた子どもたちによって構成されていたのは毎回のことですが、今回は女の子が多く 3

/4を占めていました。自己紹介やスライムの作り方の説明を聞いているときには、とて

も緊張して持子に座っていました。各自、スライム作りを始めると不安な面持ちで、スタ

ッフに聞きながら、恐る恐るスライムを作っている子がいましたの一方、スライムの講座

に来たのは 2回目という子や、学校で前に作ったことがあるという子もおり、数多くスラ

イムを作るのだと言っていました。初めてスライムを作った子も以前に作ったこともある

子も、溶液を混ぜていくうちにだんだん固まってきてスライムができてきたときの表情に

は共通するものがありました。とても楽しそうな表情で、アシスタントの私達にとって忘

れられない笑顔でした。そのときの子どものつぶやきには、次のようなものがありました。

「わーすげえ。」 、 「スライムだ、スライムだ。J、 「おもしろいなあ。Jなどは子ども

たちが、本当に楽しいひとときであったり、感動したときであったので、出たつぶやきで

あったと思います。最初は、スタッフの人に聞きながら不安そうにスライムを作っていた

子も、 Iつ作り終えると自分で作れたことに自信を持てたためか、 l人で作れるようにな

り、何個も作っていました。スライムの色を付けるための食紅や絵の具は、スタッフの人

にやってもらうことになっていましたが、子どもたちが自分でやっているところもありま

した。色がとても濃くなってしまったりして自分の思い通りの色にならない子が多かった

のですが、中にはスタッフが作った色よりもきれいな色のスライムを作った子もいました。

自分の納得できない色のスライムも自分で作ったためかちゃんと持ち帰っていました。テ

ーブルごとに大きなスライムを作った場面では、 「わーでかい。」 などの歓声が上がり、

我先にという感じで大きなスライムを触っていました。その大きなスライムは、テーブル

ごと子どもたちが分けて持ち帰りました。そのとき、取り合いになってしまいもらえない

子も出てしまいましたが、スタッフがもらっていない人にも分けてくれるようにお願いす

ると、素直に分けてくれて子どもたちの優しさというのも見受けられました3 子どもたち
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は、修了証を渡すときには、スライムを作る前の緊張感はすっかりほぐれて自分で作った

スライムを満足そうに見ていました。中には、スタッフのお兄さんやお姉さんとはすっか

り仲良くなって、自分で作った大切なスライムを少し分けてくれて、大きな声で 「パイパ

イ：： Jといって帰っていく子もいました。

3 .スタッフの声から

今回のスタッフは、スライム講座を受け持つのは初めてという人がほとんどでした。あ

るスタッフは、 「私は、 2年生で教育実習には行つてないし、 Y0 U遊サタデーに奉加す

るのは初めてでした。今日は、私の周りにいた 3人の子供を中心に接していたのですが、

とても大変でした。教育実習に行ったら 40人ぐらいの子どもを相手にするのでもっと大

変なのですね。私は大丈夫かな、不安だなあ。Jと言っていました。私の見ていた限りで

は、とても落ち着いていて、笑顔を絶やさず真剣に子どもたちと接していたと思います。

思い返せば、私も教育実習に行くまではこのスタッフの方と同じ様なことを思っていまし

た。私ですら教育実習をやってこれたのだから、このスタッフの方なら大丈夫だと思いま

す。Y0 U遊サタデーは、子どもたちだけではなく、私達大学生も成長する場であるなぁ

と，思いました。

4.今後の課題 ・講座を通しての成果

今回は初めてW館〈新館）でのスライム作りとなりました。当初、 W館では行わない予

定だったので、私は新しい教室を汚しては大変だと思い、スライムを作っている子どもた

ちにとても敏感になっていました。スライム作りの約束事として、 「できるだけこぼさな

いようにしよう。」 、 「周りの戸棚は開けないように。」と言ってしまいましたが、それ

は、キャプテンの都合のいいように子どもたちを押さえつけてしまったような気がします。

子どもが自由に活動できる場（環境）を設定する必要があるのではなし、かと思います。

また、子どもたちは、スライムを作りたいという思いだけでこの鵡座に来ているので、

アンケートを1!Fくと言ったことは織がるのではないかと思い、アンケー卜をすることはあ
えてしませんでしたが、スライムを作っているときの子どもたちのつぶやきの中から得た

ものはたくさんありました。次のつぶやきは特に印象的でした。それは、 「学校では、こ

ういうことやってくれないからなあ。Jというつぶやきでした。私は、学校ではできなく

ても、子どもたちのやりたいことができる場を作ってあげたいと思いました。学校とは違

う雰囲気作りも必要だと感じましたG

この講座は、これだというはっきりした成果が得られない講座ですが、子どもたちが、

けがもな く、たくさんのスライムをお土産に、笑顔で帰っていけたことから成果があった

と思っていますe これも、スタ ッフの協力があってのことだと思います。私は、子どもた

ちだけではなく、子どもたちと接しているスタ ッフからもたくさんのことを学ばさせてい

たたきましたε 本当にありがとうございましたc
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万華鏡を作ろう

今井健文〈理科専攻 4年）

1 .講座を聞くにあたって

私が「万華鏡を作ろう」という講座を聞くに当たっては、きっかけが2つある。

1つは、私が小学校2年か3年ぐらいのとき、母が私に万華鏡を作ってくれたことであ

る。その中の世界は、まぶしくキラキラとしていて、花やお星様のようにも見えたが、幻

想的なその世界に「夢の世界ってこんな感じかなあ？ ! Jと思ったことを覚えている。今

回Y0 U遊サタデーに参加してくれる子とのふれあいの教材として万華鏡を使うことは、

私と同じような感動を持って欲しいという気持ちのあらわれだった。

もう 1つは、夏休みに S館からW館への引っ越しをしながら、 「S館を壊すならその廃

材を利用してY0 U遊サタデーで講座を開くことは出来ないだろうかjと考えたことであ

る。そこで、私の研究室の河内先生にご協力いただき、ガラスを5、6枚手に入れること

ができた。廃材を利用できたことでこの講座は聞くことができたのである。

「万華鏡」をいまのこどもたちの中区知っているこどもがどのぐらいいるだろうか。ま

してや、自分で作ったことのあるこどもはほとんどいないであろう。そんなこどもたちに

自分だけの夢の世界を作ってもらえたら…。

ちょっと理想は高いがこれが講座を開くにあたっての経緯である。

2.教材研究〈万華鏡について〉

教材研究については3点について述べたいと思う。

まず万華鏡というと、 「どのように作るのだろう？」と疑問に感じる人も多い。第一感

は「鏡かな！」と思う人も多いのだろうが、私の母が作ってくれた万華鏡は、ガラスを使

って三角柱を作るといういたってシンプルなものだった。実際売られているものはもう少

し複雑そうだが、原理はほとんど同じであると思われるので、万華鏡の中でも基本の形で

あると考え、今回は三角柱で作ることにした。

つぎにガラスの加工についてであるが、素人がダイアモンドカッターでガラスを切るこ

とは非常に難しい。大きいものであればまだしも、 1辺3cmの正三角形をかなりの精度で

作ることはほとんど不可能である。そこでガラス屋さんに持っていったのだが、 「大変だ

ったがとても勉強になった。 Jとのコメントをいただいた。ガラスで手を切ることも考え

られるので、ガラス屋さんできちんと加工してもらうことをお蔚めする。

最後に作る過程で工夫した点であるが、巻く折り紙の 1辺の長さを l5 c田のものを使用

し、三角柱の長辺の長さも 15 cmに統ーした点である。折り紙などの外に巻くものは、内

部の映像にも大きな影響を与えるため、少しでもこどもたちが簡単に取り替えれるよう工

夫することが必要であろうと考えたのだ。

このような3点をふまえて、本番を迎えたのだが……。

3.講座の様子〈子どもの動きとスタップの働きかけ〉

スタッフについては、まず、この講座は私が予想していたよりも小さい子が多く、親御

さんが一緒に参加している方も多かったため、そういう子どもにはなかなかっくことがで

きなかった。また一人で来ている子にどうしても目が行ってしまいがちになるので、キャ
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プテンが全体にUを配るようにしていた。もう少しスタッフの数を地やし、民間を減らし

てあげたら、もっと側々の能）Jに応じた援助ができたのではと感じた p そしてもっと周り

をみて子どもと子どもの橋渡しができたらさらに良くなっていただろうと思う

子どもたちはrr分たちの万華鏡をっくりながら、 j吊りのb.i主の万平鋭をみて r.）たをして
いた 例えばJit伝説の外に l当分のfs1liJを折り紙で！！占っている子がt、ると、それを見て自分

でも作ったり、’，.の色を凡ながら外に巻く折り紙や中に人れる折り紙の同舗を変えたりし

ていた 人のをrmいたときに 1もっと自分のを良くしよう という）Ji.I.e.が見られ、お11:t 、
を高めていくことのできるなかなか良い講座だったと感じている。

結後に、発ぷ会の時に、他の講座を受けてきた子どもたちに見せてあげている光長を見

て、この排胞をやって何かがチどもたちの＂Iに残ってくれたと感じた、今ω｜参加した子ど
もたちが、これからも万桔鋭というものに興味を持ってくれたらうれしいなあ M

1. a持雌を通しての反ず？と今後の課題
第 lに教室が狭かった。後でもらったアンケートの中でも 1ちょっと快かった と.JJか
れてあった。 W館のみでやったのだからぜいたくは2えないが、それにしてもちょっと窮
屈だったのは残念だった。

第 2に、スタッフの数が少なかった。しかし、実際に子どもを集めてみるまでスタッフ

の数が足りなくなるとは思ってもいなかったのが本当の気持ちである わたしはこの講座

を持つまでスタッフの数は少ないに越したことはないと老えていた 雌かにスムーズに進

むと苫うことは汁労，された最少人数で行えるということである しかし、スムーズに進ん

でいるときはいないように！~ じ、スムーズに進んでいないときはしっかりと ι在している

のが大切なことで、スタッフの数が問題ではないと痛感した 特に人数が多くともそれを

感じさせない身較さを保つことが大切なことなのだと…u

~ 
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( 3 ）第 10回信大Y0 U遊サタデー
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賓客工 O 庄司イ言コたこY OU量産弓ナタラ＝一一通主考会フ舟ラン

講座名 謙三しく千乍ろう 平成8年10月12日（土〉
宜容カ、こ：‘イ乍り （午後〉

キャプテン名 赤倉山 し1ーっ4 巧声 〈理科専攻4年） 7シスタントス~77数 1 8 名
参加者数 l 4 名

指導教官名 多を去を三JII 孟たとた 老f<:官Z 活動場所屋外（生協前）

講座のねらい

藤かごを作る場面で、鎮のおもしろい性質（水に浸しておくとやわらかくなる）を利用して、藤を自由自在に

形作ることを通して、物を作る楽しさを味わうことができる。

講座の展開

耳目玉階 学習活動 予想される子どもの動き 指導・援助

1.グループに分かれ自己紹｜・グループに分かれ簡単な自｜ ・人間関係（親子、友人など）
介をする ｜己紹介をする ｜を見ながらクーループを作る手助

1 5 I導 ｜ ｜ ｜けをする
• －・スタッフの自己紹介もする

2.講座の活動内容や注意点｜・講座の内容や段取りを理解I.準備をしてから講義の内容や
分 ｜入｜ をキャプテンが説明しみん｜し、注意点を聞きそのことを ｜段取り、注意点などを説明する

なで準備をする i心に留めておくようにする
－藤を＊に浸して準備する

3.鰭かごを作る ｜ 藤のおもしろい問団き｜ 水に浸して泣いた艇と乾いた
興味を持つ 篠を比較させる
・手JI闘を踏んでけがをしない
ょう注意をしながら篠かごを ｜・手順を分かり易く教える

3 o I展．｜ ｜作る
－子どもがけがをしないよう目

①縦芯と編み芯を選ぷ ｜を配る
②根締めをする

分 ｜開｜ ｜③一本とぴのザル縞みをする －子どもが困っていたら、すぐ
＠ザル編みをする 援助できるようにする〈あくま

⑤縦芯を立ち上げる でも子どもの手で作らせる）

R*IR止めし、内ひねりをする
⑦できあがり

4.後片付けをする ｜・キャプテンやスタッフの指 ・後片付けの指示をし、後片付
示に従って自分たちで後片付 けのできない子には一緒になっ
けをする て後片付けをする

ま I 5.お互いの作品を見せ合い －友達の作品を見て、自分の －出来上がった作品をお互いに
感惣などを発表する 作品とどこが違うか、どこを 見せあってもらう

1 5 I 工夫しているかを知る
－自分の工夫したところや、 ・工夫したところや苦労したと

と ｜苦労したところ、かごの中に ころ、かごの中に何を入れるつ

何を入れるつもりなのかなど もりなのかなどを、発表して

を発表する もらう

分 ｜
め Ia. アンケートに畝し、 ・今回の活動を振り返り、ア ・アンケートを配り、 2ι人して
修了証を受け取る ンケートに記入する もらう

－修了証を受け取る －修了証を渡す
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主粍しく千乍そ〉う態~カ1 こ：、千乍り

柑山 いづみ （理科専攻 4年）

1 .講座を聞くにあたって

最近は、なんでもお金で簡単に手に入れられる時代である。この様なl時代なので、子ど

もたちは自分の手で何かを作り出すという機会が少ない。

私は小学生の頃、藤かごクラブの活動がきっかけで手作りのおもしろさに悲かれていき、

その気持ちをチどもたちにも味わってほしいと思った。そこで、子どもたちが自分の手で

物を作り出し、物を作る楽しさを味わうきっかけになればと思い、この講座を企画した。

2.態かごについて

材料に艇を選んだ型由としては、あけびなどと追い水に浸けると柔らかくなり、小学校

低学年の子どもでも危なくなく、自由に般えることと、それほど高価ではないことが挙げ

られる。また、選んだ篠は東南アジア産のもので、子どもが他国の植物に直に触れられる

良い機会だと思った。

作品をかごにしたのは、鯨編みのなかでは、メジャーであること、そんなに難しくない

こと、道具が身の回りのもので済むことがあり、また、小さいかごにしたので、時間がか

からないことも挙げられる。

3. 子どもたちの様子

小学校 I年生もいて、作っているうちに飽きてしまうのではないかと心配だったが、 j持

雌を始めてみて、それが私の妃挺であることが分かった。子どもたちはおしゃべりもせず、

座り込んで、熱中してかごを細み始めた。分からないところは聞きに米たが、それ以外は

ほとんど自分で黙々とやっていた どんどん形ができていくにつれ、 もっと庇の深いか

ごにしたいからいっぱしり躍が欲しいJという子もいて、鯖かされたι この瞬間了・どもたち

は、十分にものを作る楽しさを味わっていたと思う r

1. 講座を聞いてみて思うこと

子どもたちの作業している悌子、また、できていく作品を凡て思ったのだが、細みUを

きっきつに綿．んでいる子、すかすかに編んでいる子など様々で、子どもたちの悦棉が良く

n:ている個性的な作品ができあがったと思う。すかすかに編んでいた子は、 iJ試み自を紡鹿
に制んでいる子に気後れをしていたが、私が 「このかごにポテトチィップスを人れて食べ

たら絶対おいしいよ。 lと言ったら、熔しそうな恥ずかしそうな顔をしていた。スタッフ

も教育実習前の人もいたのだが、子どもにうちとけるのが上手く、子どもの主張を大事に

しながら作業を手伝っていた。反省すべき点としては、低学年の子どもでも入れる講座が

少ないため、どうしても藤かごの講座に集中してしまい、子どもたちの人数が多すぎると

共に、スタッフの人数が足りなく、十分な援助ができなかったため、時間内に終わらせる

ことができなかった子どもがいたことである。そこで、もっと子どもの数を少なくし、ス

タッフの人数を増やすことが大事であると思う。ともかく、私としてはやって良かったと

思う。あの子どもたちの熱中している姿、路しそうな顔を見れたのだから。それに、子ど

もたちが家に帰ってからももう 一度お母さんとやってみたというアンケートの答えがあり、

とても嬉しかった。というのも、子どもたちがものを作る楽しさをこの講座で味えたのが

分かり、私がそのことに関われたからである。
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5 . Iクリスマスリース作り jについて

出張 Y0 U遊サタデーという形で、担任の先生と島田さんの協力の元に、 11 月 3o r1 
に似1E小学校 3年 4組に於いて 『本立て作り jと 7クリスマスリース作りJの講砲を聞き、

私は理科 3年生の千葉さんと fクリスマスリース作りJの講仰をさせて頂きました。 2つ

の講鹿のうちどちらがいいか選んでもらい、在、は約、ド数の f供たちとその保護者・と午前中

いっぱいを過ごした。材料はパゴパゴ （益性の t植物、東南アジア産）、ベル、リボン、ポ

インセチアの造花、ワイヤ一、着色用スプレーを私の方でflJ芯：し、飾りたい物はチどもた

ちの方で用意してもらった。当日、子どもたちは、松ぽっくり、柊の柴と案、 ドライフラ

ワー、モール、折り紙、松の葉など実に多様な物を用意してきた。基本的な骨組みは私が

教え、あとは自由に子どもたちと保護者の方で作ってもらった。みんな熱心に取り組み、

試行錯誤しながら上手に作成していった。私たちはあまり助言するところもなく、ただた

だ、誉めるばかりなぐらいだった。かなり保護者の方たちが手を出してしまったようだが

個性的な作品ができあがった。松ぽっくりをw色にペイントするなど、思いもつかないア
イデアに驚かされた。子どもたちは、 「家の人に見せるんだ。J 「家の玄凶に飾るんだ。J

など賂しそうな顔をしながら大事に持って帰った。後から厄l~、た 子どもたちの手紙を説ん

でみると、後でお正月用のリースを作ろうと4・えている子もいて、とても路しかったの

i篠かご作り j も ［クリスマスリース作り 』もとても良い勉強をさせて頂いたと思う c 様

々な}jたちに助けて頂いた。 この場を借りてお礼を述べたいと思う ありがとうございま

した。

／ 
メ

ザ ノ
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I .パワーアップさせた理由

山谷早苗〈幼児教育専攻 4年〉

中島真由美〈幼児教育専攻 4年〉

黒沢祐子（幼児教育専攻 4年〉

第9回はA、Bの二つのグループに分けたが、グループ聞の交流がなく、同じクラスで

同ーの講座として行った意味がなくなってしまった。また、 Aコースでは専門的にイラス

トや漫画についてのアドバイスをすることができたのが一人だったため、子どもたち一人

ひとりの絵をじっくり見てあげることができなく、 Bコースの方では、高学年には少し物

足りなかったという反省点があった。

そこで第 10回では、コース分けせずに様々な年齢の参加者に対応できるような内容に

し、講座内でもう少し子どもたち同士が話せる機会をつくっていこうと考えた。 「カラー

イラストを描く」という、自分の好みやカに合わせた作品づくりが可能な内容に決め、小

さい子のためにぬり絵も用意しておくことにした。そして、前回できなかった「交流」に

ついては講座の途中や最後で作品を見せ合うことによって、作品を通してその子と触れ合

う、その子を知ることができるのではないかと思い、ねらいの一つに設定した。

2.講座のねらいと教材観

絵を描くことの楽しさを実感してほしいというねがいがあり、特に今回は自分のイメー

ジに合うような着色をすることで満足感や楽しさを味わってほしいと思った。もう一つの

ねがいは上の 1番でも述べた「子どもたち同士が話す機会をつくること」である。

「パステル」を選んだ理由として、色使いが柔らかくあたたかい作品に仕上がるだろう

という点が挙げられる。また、あまり子どもたちが使ったことのない道具だろうと思い、

新しい素材と出会うことで絵を描く楽しさが広がるのではないかと考えたことも理由の一

つである。ポケットティッシュを使ってうすくパステルでつけた色は消しゴムである程度

消すことができるので子どもたちにも容易に修正できることや、背景に〈厚紙を使ってキ

ラキラ輝いているような）効果を作ることができ，視覚にうったえるような魅力的な作品

づくりができることもパステルという素材の持ち味であると思う。

3.子ども・参加者の取り組みの様子

今回は大人が2名、子ども 10名の参加だった。イラスト用にB5版と B4版のケント

紙を用意し、色ケントを切ってリボンをつけたしおりやシールも準備しておいた。教室に

入ってきた子どもたちは黒板に貼られたイラストや机の上に置いである様々な道具や紙に

引き付けられていたようである。絵の描き方のポイント（人物の全身、アップ〉、パステ

ルの使い方、効果等を簡単に説明すると、子どもたちは驚きの声をあげたりもした。

予想していたよりも早く活動に取り組みはじめ、すぐにシールを完成させしおり作りを

する子、じっくりとケント紙に絵を描く子など、それぞれのペースで作品に取り組んでい
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た。キャプテンが描き方の説明のために歩き回っていたり、 6つくらいにまとめた席ごと

に2、3人のスタッフやキャプテンが座っていて、子どもたちとの会話が多かったため、

とても自由な雰囲気で始めることができたのではないだろうか。そのうち、子どもたち同

士でも話をしたり、遠くの席まで作品を見に行ったりする安が見られたπ

4. 良かった点 ・改善すべき点 ・感怨

＜一年生の声＞

・子どもたちみんな絵が上手で驚いた。描くのが好きみたいだし、とても熱心。キラキラ

師く効果の説明を一回出いただけなのにすぐにできていてすごいと思った。 ・ポケット

ティッシュを忘れたときに両隣の子どもたちがさし出してくれて、どちらからもらった

らいいのか戸惑ってしまったが、子どもたちの気持ちがとても嬉しかった。

・子どもたちが積極的に話しかけて くれたり、来てくれたりして、こちらも話しやすかっ

た。子どもたちと同じ回線で、対等に話すことができてよかった。

・受付－に子どもたちが来たとき、恥ずかしかったし案内もぎこちなかったけれど、講座が

始まって絵を描き始めると和やかに接し合えた。

「し、らないからあげるJという言・葉ではあったけれど、 一生懸命に描いていた絵をさし

出してくれた子がいて、賠しかった0

・時間が少し足りなかったかもしれない。

くキャプテンの戸＞

－前回は黙々と作業をしていて子どもたち向上が話す機会がなかったけれど、今回は前回

の反省点、が生かされ、よく話せていてよかった。

・子どもたちと ・緒に絵を拙・いてみたが、予想、以上に間白く、子どもたちと一緒に自分も

楽しんだ。

・マンツーマン状態が~1剖気を良くしていたのではないか。

・今回は、シールやしおり、ケン ト紙など、おみやげがたくさんあったので子どもたちも

熔しいのではないかと思う 0

・三極類用立していたので自分の好きなものから始められ、予想、していたよりも着色が進

んでいた。完成しないまでも、作品が全く出来なかった子はいなかった。 －パステルの

用意が難し~＇ o 削って置いてお くと 、 一人ひとりに分けることができ、持ち帰りも可能

になるが、新色する際に余分な線がでたり（パステルの柔らかい色使いが損なわれてし

まう ）、消費量が多 くなってしまったりするので今回は削らなかった。パステルをおみ

やげにしてあげたかったが、良い方法が見つからなかった。

5.参加者アンケー トからの戸、子どもの声

「もっと時間がほしかったJと書いであるアンケー卜には、かわいい犬と魚のイラスト

が拙かれたシールが貼ってあった。時間が足りなかった分、家で自分で描いてみてくれた

ようだ。講座の内容もう一度を家でやってみてくれているという事は私たちにとって大変

叫しいことである。私たちの行ったことが、子どもたちの中に何らかの形で残ってくれた

らと思っていたので、家でもまた描いてみてくれた子どもの気持ちに感謝している。自由

記述Jl.Lに大きく出かれた Iまたいきたいと思いますc jの文字が今でも心に技っているc

nu 

p
h
u
 





ノJ、、去を積分ヨド占二仁

小海到（医学部 6年〉

1 .講座開設にあたり

在、は小麦粉粘土講座の開設にあたり次の二点に注目した。一つは「手触りの感覚をし、か

した遊びjであり、もう一つは「他の子との関わり」であった。

手触りの感覚をいかした遊び

子供たちは日常生活においては、手触りの感覚をそれほど用いていないのではないか。

幼児期には粘土遊び、泥遊びなどでよく遊ぶが、学童JOJにはそういう機会は減ってくる。

また、今の教育はあま灼にも視覚優位になっているのではないか。そこで、子供たちに身

近な素材である小麦粉を与えたら、どういう反応を示すのだろうか。

他の子との関わり

信大 Y0 U遊サタデーで初めて出会った子供たちが、仲良くいっしょに遊べるかどう

か。異年齢の子とうまく関われるかどうかの他の子との協同作業を見られるかどうか。

2.子供たちの様子

子供たちは小麦粉の手触りがとても気に入ったようだった。しばらく作業に没頭し、他

のものは目に入らないかのようだった。幼児は水分を多めにして F.ロドロ、ベトベ卜感覚

を楽しんでいた。児童は、逆に水分を少なめにしてこねるのを楽しんでいた。子供同士は

それほど関わることはなかったc それぞれ自分の作業に熱中していたのかもしれない。

3.講座を終えて

幼児の活動はこのままでよいが、児童は素材の特性をいかして料理教室をし、より創造

的な活動に関わらせた らよいのではないだろうか。また、片付けに手間取ってしま ったの

で時聞が不足ぎみかもしれない。

講座としてはスタッ フの数が多すぎたかもしれないが、 1年生スタッフにとっては子供

と｜期わるよい機会であ 勺たのではないかと思う。

~ 
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ーごっカ1 し1 マ？っヌトし 1 シャオぞン 三五 号を一つくぞ云う

宮本愛（音楽専攻 3年）

I .講座を聞くにあたって

「手軽で、しかもみんなで楽 しめる遊びはないだろうか？ J 

これが、講座を開くにあたって、私達がいちばん大切にした考えだった。この考え方をも

とに、実際にどのような講鹿を開いたらよいかという事について、私達は長い間話し合い

をした。 「動くおもちゃ作りJや 「手作りのおもちゃによるゲーム大会」など、確かに楽

しいと思える企画はたくさん思いついたのだが、いまいち納得のいくものではなかった。

そうして、あれこれと考えていく中で、 ある一人の「シャボン玉は？ Jという発言によっ

て、話はとんとん拍子に進み、その結果、私達は「でっかし、 でっかい シャボン玉を作

ろう ！」という講座を開くことを決めたのである。

では、なぜ 「でっかいでっかし、シャボン五」 なのか ？その理由はい くつかある。

①シ ャボン玉遊びは、こどもが楽しめる遊びであると考えたから。

②私達スタッフ自身が、今まで作ったこともないような、でっかいシャボン玉を作っ

てみたいという願いがあったから。

③こどもにとっても、でっかいシャボン玉は、驚き、楽しめるものだろうと考えたか

り。

以上の迎由により、この講座を聞 くことを決めた。

2. でっかし、シャボン玉ができるまで

この講座を｜掲 くことに決めてから、 “でっかいシャボン玉を作るには、どのよううな液

をつくったらよいのだろうか？，．という事柄を中心に、素材研究をすすめた。

まず私達は、悶占館へ行って、 シャボンゼに関する本をかりてきた。

I シャボンJ~ と遊ぼう J 杉山 弘之 （耐音館，l}J,li) 他

しかし、これらの資料だけでは、人が人れるくらい大きなシャボン王は作れなし、。資料

をもとに、いろいろな工夫をしでもなかなかうまくいかず、 r ~、っそうのこと、もう”で
っかい”ということにこだわらずに、 “シャボン玉遊び”という.mkifにしてしまおう かι1・！

と考えた時もあった。 また、ある H寺、あるテレビ番~Iiで科学技術館という作伐を知j り、そ

こへ開jL、合わせてみたがいい返事はいただけなかった。

そして、いよいよ立往生してしまった時、土井先生が、とてもし、L、情報を私述に教えて

くださった。それは、次城県の総和UIJという所で、 PT Aの方を『，，心とした活動があ り、

その中で“大きなシャボン玉作り”を以1iiiにやったことがある、ということだった。

早述、総和町役場へ問い合わせてみたところ、その活動をおこなったのは、西牛谷小学

校であ ったことがわかった。そこ にも同jL、合わせ、ょうやく、私述は答えを比つけた。

「でっかいシャボン玉を作るには、液をどのように作ったらよいか？ 」という問の答え

は、 ｜洗濯のりを混ぜる。 jということだった。

この＇J•；がわか ってから、私述の実験は、同ぴはじま った。 そして、この時に問題になっ

ph
u
 



たのは、 「洗濯のりを、どのぐらいの分量で混ぜたらいいのか？ 」ということだった。そ

のことを考えながら、少しずつ少しずつ洗濯のりをまぜ、失敗を繰り返し、そうしてやっ

と、でっかくて、プヨプヨしたシャボン玉ができたのであった。

3 .子どもたちの様子

シャボン玉を作っては飛ばす子どもたちの顔は、本当に生き生きとしていた＝

シャボン玉がなかなか作れず、どうやったらうまくいくだろう必死に頑張る子ども。友

達が飛ばしたシャボン玉を、どこまでも追いかける子ども。でっかいシャボン玉を作るた

めに友達に戸をかけて、 一緒に協力して作ろうとする子ども。自分で飛ばしたシヤボ．ン玉

を静かに手にのせ、 「シャボン玉っかまえた！ 」とはしゃぐ子ども。 1つのシャボン主を、

われるまでじいっとみつめる子ども。このように、子どもたちの活動の様子を挙げ出せば

きりがない。しかし、確かに言えることは、活動している子どもたちの姿はさまざまでも、

決して受け身ではなかったということである。

子どもたちだけでなく、まわりで見ておられた保護者の方も、またY0 U遊サタデーの

スタッフも、子どもたちと閉じぐらいにはしゃぎ、夢中になってシャボン玉を作っていた

姿がとても印象的であった。

(3 

。
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寺会不交て：~ま孝支えι てごく才しえ主し、可7 .Jレ悉必イと寺会主尾恵食

長谷川直紀（理科専攻3年）

この「学校では教えてくれないマル強化学実験Jで行われた実験の一部を紹介します。

遊学プランは、第8回のものを参照して下さい。

5 火で書く文字
く 3之吃ア司書くまこさ竺〉

向容

小さい頃、まや小学校で泉紛の汁を｛主づ~SJJ; ') ~ しをしたことがあるがな？

これと同じことが化学義品を伎ゥてできるんだ．今日はそれをここでやってみよ

う．

主事備するもの

靖磁力リウム．筆．執，ピーか

っさ7事長

①靖政カリウム6gを水15 m lに溶かす．溶けない場合は和室長する．

② 会長いうちにこの溶成を筆につけ、拡に白少な訴さなように姶や丈字を嘗い

てみよう．

③ よく乾かしてから筆で奮いた部会？に線巷の夫をつげるとたちまち・

6 図形燃料
内容

キャンプとがで使う固形態料っていづたい何？どうしτ瀦えるのかなる？何が

濃えτるの？今回は皐なる固形態斜じゃな〈、いろいろな色の去を会す固形懲斜
を｛事勺吃みよう．

皐備するもの

酢政カルシウム．エタノ ール，ピーカー （ 50ml ）.~誰埠類（農政カルシ

ウム．境tヒカリウム， lit政バリウム，食塩，硫酸銅など）

方法

① 50m lのビーカーに酢政カルシウム2.5 gと水qm l、各穆塩類をナ

量をいれ、完全1；：溶げるまでよ〈混ぜる．

②別の50mlビーカーにエタノールを50mlを入れる．

③ エタノールのピーカーに酢畝カルシウムの~~えをすばやくいれ、続げて支

五に2回殺しτ反応伎を函まらぜ、団形選科を作る．この反応はま早くしな
いとすぐ固まっちゃうぞ

④ どんな色の固形懲斜が~来たが火をつげτ みよう．
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望書も {fJ去ペヨくり毛主〆人．

とFニ手しノマックヵ、ら 5まカ〈告書壱：：：－ーっくぞ〉う

佐々木美恵〈家庭専攻 3年〉

1.講座を聞くにあたって

小学校での教育実習中、私が担当させていただいたクラスでは、社会の授業で身近なゴ

ミ問題を扱っていた。そして、子どもたちから、各スーパーで回収されたトレイや牛乳パ

ックは、その後どのようになっているのだろう、との疑問が挙がったが、私自身もその疑

問に答えられるだけの知識をもっていなかった。そこで、各スーパーでそれらについての

調査を行い、トレイや牛乳パックのリサイクルについて学んだ。

その後、ちょうど、この紙すきの企画を知り、自分でも牛乳パックのリサイクルを体験

してみようと思い、講座を聞かさせていただいた。

2.紙すきについて

まず、牛乳パックは家庭で簡単に手にはいるものであり、普段よく自にするが、それか

ら、日常でも使えるはがきをつくることができるという驚きを大事にしたいと考えた。ま

た、一言ではがきと言っても、色や模様などが各自の工夫により様々にできるため、子ど

もたちに自由に考えさせたいと考えた。

しかし、紙すきは、牛乳パックの両面のビニールをはがす作業、枠をつくる作業など、

準備に時間を要するため、 2時間という中で、子どもたちに様々な作品をつくらせること

は困難だと分かった。そのため、牛乳パックからできるという全過程を知らせるための一

部を除き、残りはスタッフで準備するということで、この問題を解決させた。また、紙す

きは作品の乾燥にも時間を要するため、当日完成させられないことから、その指導も必要

となった。

紙すきは、このように時間がかかるという問題があるが、それらはスタッフでカバーす

ることができる。そして、作業からは、ものをつくる楽しみや、工夫を凝らすアイデア、

牛乳パックからはがきが作れるのだという驚きなどを体験することができる。

3.子どもたちの様子

作業の過程には、ミキサーやアイロンを使う段階があり、子どもだけでどこまでできる

のかという不安もあったが、例えば小学校2年生で、はじめはこわがっていた子どもも、

班ごとにスタッフがつき、手本を見せたり一緒に行ったりすることで、次第に自分ででき

るようになっていた。また、 2で述べたように、準備時間を短くしたため、作業時聞が長

くとれ、子どもたちは様々に工夫を凝らして作品を次から次へと作っていた。枠を取り外

したときに、出来上がったはがきを見て、 「わーっ」と目を輝かせた子どもの顔が印象的

であった。

4.反省にかえてー講座を聞いてみて思うことー

この講座は、今年2回聞かさせていただいたが、子どものために、私達スタッフのため

に、これが最高だという完成はないと思う。

2回の講座を終えた後、私は、ある小学校2年生の生活科の授業で、紙すきの研究授業

を参観させていただく機会をいただいたが、その授業では、私達が行った講座とはまた違

った、子どもたちの笑顔があった。紙すきの取り扱い方、環境などの違いはあるし、私達

が行った講座には満足しているが、紙すきひとつとっても、様々な工夫ができ、そこから

子どもたちが受けとめることもまた様々ではないのだろうかと感じた。
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発見弓子寸ご？→ナッヌョ一一

柳沢勇志〈数学専攻 4年〉

I .講座を聞くにあたって

講座を聞こうと思った理由は、親と子と触れ合うことのできる場を提供したいと考えて

いたからである。私もよく、日曜日は、父とキャッチボールをして遊んでもらっていたが、

この心のキャッチボールをサッカーでもできないかと考え、自分の特技を生かしこの講座

を聞こうと決意した。今日では、 Jリーグができサッカーに対する子どもたちの関心は、

かなり増している。ある新聞を読むと、子どもの好きなスポーツは、野球を抜き一位とな

っている。このような現実を生かし、親子がサッカーに興味を持ち、さらに一緒にやるこ

とで親子の紳を深めることができたらいいと思いこの講座を聞いた。理由のもう一つは、

うまくなくても、下手でもよいからみんな集まってサッカーする楽しみを味わってもらい

たいと思っていたからである。普通、サッカーのチームなどに入るには、うまくなければ

ならないという考えを持ってしまい、なかなかチームには入れなくて苦しんでいる子がか

なりいる。しかし、この講座は、チームとは全く違いサッカーの好きな子が集まり楽しむ

講座なので、どんなレベルの子でも受け入れができるのである。更にもう一つの理由は、

年齢の違う人とサッカーを楽しむことを通して友だちの輸を広げていってほしいと思いこ

の講座を聞いた。

2.サッカーについて

サッカーでは、パス、シュート、ドリプル、リフテイングなど基礎的なことがたくさんあ

るが、サッカーを楽しむとは、どういうことか考えたとき、思いついたのが、リレーや競

争形式で相手と対戦する形であった。まず、基礎を身につけることはとても大切なことだ

が、それプラスおもしろさや興奮がないと、やっていても楽しくないと考えたからである。

今回の講座では、基礎的なことを競争形式にして行うことにした。この形式により少しで

もレベルアップがはかれればこども達の自信にもつながるし、サッカーに対する興味が増

すと考えている。

3 .子ども参加者の取り組み

集まった子どもが二人で親二人で少し寂しい感じがしていて、更に一年生のスタッフ l

0人プラス学部スタッ74人がいたので、こども違は、最初親から離れようとしなかった。

自己紹介でも、小学1年の吉崎君は、声がほとんど聞こえないぐらいであった。

準備体操、パス練習、ポールリレーをやっていくうちに体が温まると同時に心も温まり、

更に 1年生スタッフの盛り上げなどにより、徐々に打ち解けてスタッフと話ができるよう

になった。特に、リレーの時は、自分のチームを応援するようになり、自分の番が来ると

自の色を変え、チームのためにがんばっていた。この後、リフテイング教室を行ったのだが、

まず、スタヅフが4名ほど円の中で見本の技を披露した。この時、こども遥は、食い入る

ように見ていた。その後、分かれて練習したのだが、青木君も吉崎君も、スタッフの応援

を背にがんばり、自分の最高回数をどんどん伸ばしていった。この、記録を更新したとき
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の笑顔は、とても印象的であった。

途中から辻君兄弟が参加して、ミニゲームを行ったわけだが、こども遥の体力は、とても

すごかった。ただ、けがをさせないようにスタッフは気づかい、子どもが転びそうになる

と自分の手を子どもの体の下に入れ支えていた。この時のこども達の体や、心は、スタッ

フと一体になっているのが感じられた。更に、仲間どうしで協力する様子が、ゲーム中何

度か見られた。仲間から仲間へのパス、スタッフの聞をすり抜けボールのもらいやすい位

置に行き、パスをうけシュー トす・るタイミングは、かなりチームプレーに近くなっていた。

4.スタッフの声

・私がスタッフに思ったこと

一番印象的だったのが、講座の途中に 1年生スタッフが、 「こんなことしてみたら楽し

いと思うのでやってみましょう。」と、私に一声かけてくれたことである。l年生スタッ

フと学部スタッフの気持ちが一つになった証拠だと私は考える。

・スタッフの声

子どもの笑顔が自分の疲れをいやしてくれた。

楽しかったです。 （子どもも自分も楽しめて良かった〉

最初は、自己紹介もあまり よくできなかったのに、最後はうちとけることができてよか

った。

5.講座を通しての成果、今後の課題

一番良かったのは、親も子もスタッフもけがをせずにサッカーを楽しむことができたこ

とである。私が恐れていたことは、やはりけがであり、日頃あまり運動しないお父さんや、

スタッフの肉離れ、捻挫にはかなり注意した。体全体にわたる体操、更に足首、もも、ふ

くらはぎを重点的に行った。スポーツ関係の講座の場合、けがには十分気をつけて行う必

要があることを実感した。

今回は、親と子の触れあいは、リフテイングの場面、ゲームの場面などで親と子がお互い

応援しあったり、助け合うという・ことがあり目的はほぼ達成されたのだが、残念であった

のは人数のことである。予定では、親子合わせて 30人ぐらい募集したのだが、実際は、

親2人、子ども 4人であった。土曜日でも会社のあるお父さんがし、ること、親子が一緒で

なければ参加できないというような題目 「親子でサッカーJが重なり、少なくなってしま

ったと考えられる。もう少し題目などを工夫したらもっと楽しくできたと思う。 1年生の

スタッフのなかでは、 「来年は、たくさんの子どもを集めてまたやろう。Jと、言ってく

れた。来年は、とても楽しみである。

いろいろな工夫を加え、また今後もスポーツ講座開いていって欲しい。

6.参加者アンケー トからの声や子どもの声

・めちゃめちゃ楽しかった。 （辻君）

・リフテイングは、難しかったけど楽しかった2 （吉崎君〉
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dご ζJ約 j-,ご ---s1系氏し Cま‘し 1

桐山 澗 （[t1l ,11f専攻 3年｝

しはじめに

第 9固から、 1JJめて lYO  U遊サタヂー」にキャプテンとして参加させていただきまし

た。11！接の理由は簡唱で、数ff実習とは追ったシチュエーションで子どもたちと接してみ

たいと思い、また、円分の専攻科目である国話に凶する自己表現の措胞を開きたいと思い、

削減しました。また、 l湖面工作もからめてやったら子どもたちに好評なのではないかと思

い、 「とびだす紙しばいj開講の運びとなったわけです。

2.講座作りの着想とねらい

皆さんは絵を描くのが好きですか。私は嫌L、ではないけれど苦手です。持手だと、つい

引っ込み思案になってしまい、挙げ句の果てには峨いになってしまう 。よくあるパターン

です。でも、何かを作っている時って楽しくないですか。何かを表現している時ってワク

ワクしませんか。 ドキドキやワクワクがいっぱいですね。今回は、そんなドキドキやワク

ワクを感じてもらいたいと思い、また、表現が昔：T－な子どもたちに表現のおもしろさを感

じてもらうために、この題材を設定しました巧

さて、ドキドキするにはどうしたらよいか、持過に絵を描いても良いけれど、絵が雌い

な人や苦手な人はどうするのか。そんな子どもたちにドキドキを感してもらう要素が 「と

びだすj であり 、 Jk.現の~~が絵を描くことや ｛ かみしばいJ であるのです。

3.「とびだす紙しばいJについて
まず、なぜ ！とびだす紙しはいJなのかということを説明したいとおもいますー皆さん

は 「とびだす絵本」というものを御存知でしょうか。そう、あの幼児用の絵本なんかにあ

る、貞を聞くと絵が飛び出すように仕掛けられている絵本のことです。品初は ー絵本 d を

やってみようと思ったのですが、何よりも子どもたちに発表する場を段けてやりたい、み

んなに自分の揃L、た作品を こんなに上手に出来たよJって発表してもらいたい、という

願いを込めて、 「紙芝居Jという形式にしました。

さて、 「とびだすj部分ですが、 一枚の紙を使って 「とびだす 部分を作るやり方と、

・斗文の紙を台座として使いもう一枚の紙で 「とびだすJ部分の絵を描いて、それを絵を聞

けたときに飛ひ出すように台庖に貼る、という 四j!I)りの方法を考えました。前者の方は、

スタッフの方に指摘されて気付いたのですが、小学生ということもあり少々難易度が高い

と思い、今回は後者のノヲ法を採る ことにしましたp 「紙しばい d という ~IS分が弱くなって
しまうのではないかと思いましたが、これは、 ・とびだすjという部分が強調された結果

なのでしょうか。

'1 .子どもたちの犠子

予怨通りなのか、 F想に反してなのでしょうか、小学校低学年だけのm店となってしま
いました。もう少し高学年の子どもたちが参加して、リーダーシップを発抑してくれるよ

うな講座にしたかったのですが、これも講座の性~ti というものでしょうか副

講座が始まり、説明が終わり、作業開始の時に、何をしたらいいのかわからない子ども

がいました。長野の時と違い松本では、特にMIJ姐をつけませんでしたか、チどもたちの自

由に描かせてみようと子どもたちの自主性を部恒したいと考えていました。もう少し具体

的に何をしたらよいかを示 してあげればよかったと思いま した。

-163ー



描く内容が決まると子どもたちは本当に夢中になって描きだしました。色鉛筆を使った

り、クーピーを使ったり、スタッフの用意した色紙を使ったり、様々な活動をしていまし

た。一枚をじっくりと仕上げようとする子ども、次から次へとどんどん描き進めようとす

る子ども、様々な子どもがいましたが、どの子どもにも共通していえることは元気だった

ということです。しかし、なかには絵を見せるのを嫌がったりする子どももいて、その子

どもに対する指導についても考えさせられました。

とびだす部分の子どもたちの反応ですが、おおむね好評だったようです。とびだす部分

を見たときの子どもの表情については、私が緊張していて、あまり子どもたちの表情を読

みとる余裕というものがなかったのですが、講座の最後に、 「家でもやっ》てみたいJとい

って、余った紙を持って帰る子どもがいたので、この活動が面白かった証拠だと確信して

います。

5.反省

今回の反省点として考えられるのは「果たして紙しばいといえるのかJという問題にな

ると思います。活動としては子どもたちが楽しんだので、成功と言えるでしょう。もちろ

ん、一枚だけの紙しばいも「ありJだとおもいます。しかし、自分としては、連続した場

面を紙しぱいにするべきだったと考えているし、何よりも、発表する時聞があまりとれな

かったことが残念でした。連続した場面を描くときの指導ということと活動する時間と発

表する時間の兼ね合いも考えていかねばならない課題だと思います。

講座の活動中のことだったのですが、スタッフと子どもとでマンツーマンになってしま

い、スタッフが他の子どもとあまり話すことが出来なかったことも反省点です。一年生ス

タッフが10人近くいたからかもしれませんが、机の配置をもう少しこじんまりするなど

して対処すべきだっずこのかもしれません。

教育実習事前指導の時に、 「参加したい」と希望したのですが、夏休みに土井先生から

電話をいただいたとき、正直言って、 「経験のない者がいきなり講座を聞いて本当に大丈

夫なのだろうかJと、少々不安になりました。しかし、実行委員長の加納さんをはじめと

する多くのスタッフの皆さん、長野でのスタッフだった島谷さん、藤沢さん、松本でのス

タッフだった斎藤さん、増田さん、山田さん、一年生スタッフのみんな、そして何よりも、

土井先生のあたたかい励ましのお言葉により、なんとか無事に終えることが出来ました。

本当に感謝しております。
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主有 l 0 回 イ・雷コたY OU元産寸ナタラエ、一一辺進弓詳フロラン

講座名 ド フム ・ノマーーカッションムス－...f":J 平成 8年10月l2日〈土）
〈午後〉

キャプテン SミLヂFニ 一－J:主主 （理科専攻 l年） 7シスタントスタ17数 5名
ノJ、本木 玉里ヲミE （家庭専攻 4年） 参加者数 4名

指導教官 ニヒ列二 士隼 者文言言 使用教室 55番教室

会何をするのか（具体的に）
・パチを使って楽譜のリズムをたたいてみる。
－ドラムをたたいてみて簡単な8ビー トなどのリズムを刻んでみる。

女どんなことを伝えたL、か （キャプテンのねがし、）
－ドラムを使ってリズムを刻むことを通し、音楽を演奏する楽しさを知ってもらう0
．ドラムの魅力。

・ドラムをたたくことで自分自身の可能性が広がること。

講座の時間配持

｜時間 ｜ 子どもたちの活動内容

10分 ｜自己紹介
－キャプテン、スタッフの自己紹介
．参加者の自己紹介

5分 ｜講座の内容説明を聞き、活動内容を知る

5分 ｜パチを握る
パチを持って、手首の運動をする

5分 パチでたたき方を机で練習する

80分 リズム練習をする
ドラムセットを使い、ドラムをたたく
－ペアl組づっ順番にドラムを使う
－残りの4組は机でリズム練習する
・楽譜を見てリズムを打つ

10分 ｜全員で合奏する
. 5組で机をたたいて合奏する

. 5組とドラムで合奏する

5分 ｜・修了証をもらう
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キャプテン ・スタッフの支援、援助

・キャプテンがドラムを演奏し、興味を引きつ

ける。
．参加者を緊張させないようになごやかな雰囲

気で、自己紹介する0
・講座の説明
参加者とスタッフでペアを組むこと
練習の進め方 順番にドラムを使うこと
最後に全員で合奏すること

－三芝を配る
・キャプテンが実演して、まねをしてもらうよ

うにする。
・机の上にはタオルをl、2枚数き、机を傷つけ
ないように配慮する。
・パチの握り方、たたき方の練習をする
・各ビートごと二重奏になっている進謹を配り
それぞれのスタッフカ慣をかけながらペアで
練習する 各ぺアで二重奏などやってみる
・主に8ビート（できるペアはfillinもやっ
てみる〉
・ドラムセッ トについてはキャプテンカt指導
する

・ペアごと上下に分かれて、楽譜のリズムを二

重奏する
－ドラムも加えて合奏する
・キャプテンだけでなく参加者にドラム演奏を

してもらう
－盤ヱ韮を渡し、パチをプレゼントする



ドラム・ノマーカッションλ』門

1 .闘識の動機、理由

奥井一良〈理科専攻 1年）

小林理英（家庭専攻 4年）

教育参加という授業をとても面白そうだと思い、できるだけ積極的に参加して色々なこ

とをやってみたいと思ったのが、自分で講座を聞いてみようと思った動機だ。学校の授業

でやる音楽は、楽器を使う時間が少なかったので、楽器を楽しく演奏する犠会のある人は

あまりいないと思う。自分は小学校6年生のときから打楽器を扱ってきたので、音で楽し

むということを知っている。授業では行われない、音を楽しむための音楽を知って欲しか

ったので、この講座を聞こうと思った。

2. ドラム・パーカッションを選んだ理由

パーカッション〈打楽器〉とは、実に単純な楽器である。叩けばそれだけで音が出る。

しかもスネアドラムやティンパニーやシンパルなどの楽器を叩かなくても、手を叩けばそ

れだけで楽器となる。手拍子でもひざを叩いても足を踏み喝らしても、それで音が出れば

立派にリズムが作り出せる。普段の生活の中に一番すんなりと受け入れられる楽器は打楽

器だと思う。また、ただ簡単なだけでなく、リズムをとる事によりできてくる組み合わせ

だけでも無限にある。安くて、誰でも簡単に使える打楽器。音を楽しむ事を知ってもらう

ためには、これほど良いものはないと思った。

3 .参加者やスタッフの様子

今回この講座に参加した人の年齢が、小学生から成人までと非常に縞広いものであった。

そのため、全員でちゃんと出来るのだろうかという不安があった。参加者は最初、参加者

に同年代の人がいないのと、人数が少なかづたためにかなり緊張していた。しかし、横に

ついたスタッフの人たちが積極的に言葉掛けをして、コミュニケーションをとってくれて

いたおかげで、かなりリラックスした状態で講座を進める事が出来た様子だったのでよか

ったと思う。

小学2年生の子などは、他の参加者に比べて進むのが遅かったのだけれど、ついていた

スタッフに励まされ、最後にはリズムを打てたり、二重奏が出来るようになった。その他

の参加者とスタッフも、ペアでいっしょに練習して上手くなっていくというような感じで、

進める事が出来たのでよかったと思う。

4.この講座を通しての反省

自分は、このような形で人と接するのは初めての経験であり、計画の段階から戸惑って

しまって、先輩からさまざまなアドパイスをいただいてなんとか出来たという状況だった。

実際やってみると時聞がとても短く感じ、 「もっと伝えたい事があったのにJと思う事も

あった。

この講座への参加者は5人だったのだけれど、とても 1人では指導や援助がゆきとどか

なかった。スタッフの人の協力があって、はじめてこの講座は成功する事ができた。
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このY0 U遊サタデーを過しての率直な感想は、人と接していくというのはかなり難しい

という事だった。 しかし、 一つのドラムという手段を通じて、初対面の、 f~年齢の人たち

がぷ持ちを通いあわせ、楽しいひとときを過ごせたということはポ明らしいことだと感激

した。

今後、言葉をかけるタイミングや、子どもと閉じ視点で教えてあげられるようなことを

もっと気をつけて、充実感の得られる講座が開けるよう身えていきたい。
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守Z 官主主住宅句スラスラスライム

1.講座設定の理由

回調久晃（理科専攻 1年〉

安喰和之（理科専攻 3年〉

「柔らか－~、J 、 「ぷによぷによしててきもちいー」、 「手にくっついたー」、 「スラ

イムが床に落ちてっちゃうjという声があちこちから閤こえてきます。これが子どもたち

が「スライム」という何とも不思議な物体に触ったときに思わずもらしてしまう感想です。

このつぶやきからわかるように、子どもたちは「スライム」の感触や刻一刻と変わってい

く形の変化に対して高い興味や関心を示します。この反応は子どもだけに限られたもので

はなく、いい年をした大学生や、社会に出てばりぽりと働いているおとなにも共通した反

応だと言えると思います〈実際大学の実験のーっとして行われる場合、大学生が時間を忘

れてスライム作りに熱中している姿を何度も見てきました〉。さあ、こんな世代を越えて

まで人々が熱中し、同じような感覚をもてるような物がはたして身の回りにあるでしょう

か？ないとは言い切れないにしろ、かなり数が限られてくるのではないかと思います。そ

してもしこんなおもしろい「スライム」が手軽に作れるとしたら皆さんはどうするでしょ

うか？この答えは言うまでもないと思います。事実、実際の教育現場や地域の子供会など

でもこの「スライム作りjが教材として取り上げられ、全国各地で実践されてきました

（聞くところによると、あまりの過熱ぷりにクラプまでできた学校があるそうです〉。我

々もこんなおもしろい教材をほっとくわけにはいきませんし、子どもたちもスライムを作

りたくてうずうずしているはずです。こうしてできた「スライム作り講座jは第 1固から

聞をあけながらも延々と引き継がれ、子供たちの中でも最も人気のある講座へとなってい

きました。この人気ぷりはY0 U遊サタデーの開催が報道され、参加希望の子どもたちの

受け付けが始まるとすぐに定員いっぱいとなってしまい、泣く泣く別の講座へ移っていた

だくという状況を生み出すほどです（中にはスライム講座には入れないなら今回は参加し

ませんという方もいます〉。このような子どもたちの希望と要求に応えるために今回もス

ライム講座を聞きました。

2.教材について

こんなとっても不思議なスライムはどのようにして作られるのでしょうか。これは各地

の地域の子供会を開催される保護者の方々から寄せられる疑問です。そこでまずはじめに

スライムの作り方を説明します。

1 .コップなどの容器に水と洗濯のり（P VA）を 1: 1の割合で入れて、軽く混ぜます。

（この際あまり混ぜすぎるとスライムの中に気泡がたくさん入ってしまうので要注意）

2. ここへ色素や絵の具などを用いて自分の好きな色をつけます。

3. 2.のコップへ別に用意しておいた四ほう酸ナトリウム（ほう砂〉の飽和溶液を徐々

に加えていきます。 （飽和溶液を作る場合は溶液の底に四ほう酸ナトリウムの固体が少

し残るぐらいに調整するとちょうど良いと思います〉。

4. 自分の気に入った固さにスライムができあがったら、そのスライムを手にとって遊び

ましょう〈この時にスライムになれなかった水や四ほう酸ナトリウム溶液がコップに残

っていて、スライムを取り出すときに一緒に出てきてしまうことがあるので、スライム

を取り出すときはバケツや洗面器の上で取り出すことをおすすめします〉。
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以上がスライムの作り方ですが、今回の講座ではさらに以下のような工夫をしてみまし

た。

1. 従来の講座ではスライムの着色絵の具や色素を入れる量を調整することがむづかしい

ということで、子どもたちの希望を聞いた上でスタッフがスライムの着色を行ってきま

した。しかしそれでは着色という最も子どもたちの個性が表れる活動が、本人以外の人

によって行われてしまうために、自分らしさがはっきりでてきませんでした。そこで今

回の講座ではあらかじめ絵の具や色素を水に溶いておき（今回は絵の具 12色＋色素3

色〉、それを自由に子どもたちがスポイトを使って着色できるようにしておきました。

2.従来の講座では一人一人スライムを作った後は、テープルごとにバケツを用意し、そ

の中で大きなスライムをつくっていました。しかしこれでは協力してスライムを作った

と言っても 5～6人の子どもたちで作るのが限界です。そこで今回の講座ではさらに太

きなスライムをつくるためにピ、ニールプールを用意し、講座に参加してくれた子どもた

ち全員で協力して作れるようにしました。さらにこの活動の結果できた大きなスライム

のプールに裸足で入れるようにすることで、手だけではなく足も使ってスライムの感触

を体験できるようにしました。

3.子供たちの反応

年に 1回の松本でのY0 Uサタデーと言うこともあり、はじめから子どもたちはとても

．楽しそうに教室へと入ってきました（というよりは開会式の時から楽しそうでした〉。こ

の様な子どもたちのhigh-tensio nぷりは子どもたちゃスタッフが自己紹介を

したり、キャプテンがスライムの作り方の説明をしている聞もずっと続いていたと思いま

す。そのため子どもたちの聞から、 「スライムの作り方なんか知ってるJ、 「前学校で作
ったことがある」、 「自己組介なんてどうでもいいじゃん」といったつぶやきがいたる所

から聞こえてきました。このつぶやきは早く自分たちでスライムが作りたいう気持ちの表

れであり、いかにこどもたちがスライムに対して興味を持ち、実際に自分で作ることを楽

しみにこの講座に参加しているかがうかがえしれます。しかしそんな強がりを言っていた

子どもたちも、実際に自分でスライムを作り始めると近くにいるスタッフに作り方を聞い

たり、手順を何度も確認するといったとても微笑ましい姿があちこちで確認されま Lた。

また絵の具や色素をあらかじめ水に溶いておいたことが功を奏したのか、自分でスラ年ム

につけたい色を自分で入れられるので、非常に個性的な色をしたスライムがあちこちで見

られました。さらに今回の講座ではスライム作りの活動が全て自分のカでできるようにな

ったため、兄弟姉妹で参加してくれている子どもの中には弟や妹と協力してスライムを作

っていく姿も見られました。この様に子供どもちは自分のペースで何個も何個もスライム

を作り上げていきました。しかし子どもたちの動きには従来の講座では見られなかった今

回の講座ならではの行動もありました。それはまだ完全にスライムになっていない状態

〈つまり四ほう酸ナトリウムが足りないためにどろどろの状態）のままビニール袋に入れ

ている子どもが非常に多かったということです。これではスライムを持って帰る聞に、中

に入っているどろどろの液体が出てきてしまい、服や回りにあるものを汚してしまうとと

もに、うちへ帰ってスライムで遊ぼうと思っても、どろどろのままでは遊べません。スタ

ッフはどうしていいものかと頭を抱え込んでしまうほどでした。ところが子どもたちもこ

のこのスライムでは駄目だと言うことに気づいたのか、これでは嫌だといってスタッフの
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所へやってきでは、 fこのスライム直して と言ってどろどろのスライムが入ったビニー

ル袋をスタッフに突き出しましたcある子どものスライムにl刻していえば、どろどろのス

ライムをたくさん作ってしまったために、作りなおそうにもコップに人りきらず、ベケツ

を導入して大きなスライムを作らなくてはいけない子どももいましたu このように4行錯

誤をしなくてはならない個人でのスライム作りでしたか、その活動にも一段法ついたとこ

ろで今副の講座の最大の目玉、 ．ビニールプールでおつきなスライムをnろう lへと活動
を修していきました スタッフとしては子供たちはすぐにこの活動にillひかかってきてス

ライムを作り始めると思っていたところ、 －人でスライムを作っていたほうが楽しいと言

ってはじめのうちは参加しようとしませんでした。ところが I同せ！ l!!Iせ！ Jと声をかけ

ているうちに子どもたちも何かおもしろいことが始まったぞと，思ったらしくプールの回り

に集まりはじめ、結局「おっきいスライムはつくんないjとJっていた子どもも途中から

参加でき、みんなでスライムを作れた気がします （とは言えそれでも参加しなかった子ど

もがいたのも事実です〉。 そしてスライムの色づけです。 「何色がいい」の問いかけに

「赤」、 「111J、 「緑Jなど槌々な意見が飛び交いましたが結局 「黄緑色Jという子ども

が多く、黄緑色に栴ち者きました。しかしこの 「黄緑色Jを作るにも 緑jと 「黄色J を

混ぜていくこととなり、この配合をめぐって 「もう少し黄色j、 「もっと汀Jとあちらこ

ちらから子どもたちの声が聞こえ、すったもんだしたあげくきれいな 「黄緑色 d ができま

した しかしこれからが大変。このどろどろの溶液の中に四ほう酸ナトリウムを加えてス

ライムに仕上げていくわけですが、これも少しずつ混ぜながら閥さを調節していくのでな

かなか閉さが決まらず、 ;J<を加え直したり、四ほう酸ナトリウムを加えたりと子供たちの

希望辿りの固さに調節するのにかなり時聞がかかりました このような苦労を重ねつつや

っとの思いでできたおつきなおつきなスライムを使ってみんなで遊ぼうと思っていた矢先、

知らぬ間にビニール袋を持ってきた子どもたちが伎のものだといわんばかりに袋につめは

じめたのですc そこでキャプテンが 「まった、まったjと声をかけ、 「スライムプールの

上を楳足であるいてみようJといってみたものの、実際に靴下を脱いだのは l人だけで後

のみんなはまたスライムをビニール袋につめはじめたのです。この儲にはかなくもキャプ

テンの夢はくずれてしまったわけですが子どもたちはとても満足そうな顔をして、修了証

を受け取って閉会式の会場へと向かいました。閉会式が行われているIUJは子どもの横に座

ることができ、ここだけのはなし閉会式の内容はそっちのけで楽しくしゃべっているうち

に閉会式は終わってしまったわけです。そして両手いっぱいに主そうなスライムを抱えて

子どもたちは帰っていきました。スタッフの後かたづけの苦労も知らずに ・

4 .講座を通しての反省

今回はスタッフの中に教育実習を終えた 3年生以上の人が 1人しかおらず、後はみんな

l年生というとてもおもしろいスタッフ構成になりました。そのためこの延々と続いては

いるもののだんだんマンネリ化してきた 「スライム講座Jにも、 齢ビニールプールを使っ

て大きなスライムを作ろう 手だけじゃなくって足も使ってスライムを感じよう！ ! ~ と

いう一見すると無謀にも思えるような講座展開が行えるとともに、より多くのチどもたち

が一度に同じものを作るという作業が可能になったのです。またスライムに色をつけるた

めの絵の具や色戒を水に溶き、子どもたちが自由に色をつけられるようになったことで、

非常にカラフルで例性的な色のついたスライムを作る子どもがたくさんみられました。こ
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の様に今回の 「スライム講座Jは以前のものに比べると飛脳的に子どもたちの個性が表れ
る作品ができる講座になりました。しかし反面、 Y0 U遊サタデーにな慣れていない l年

生が多く、子どもたちとどのように接していったらいいか分からないスタッフがたくさん

いたために、後のアンケートではお叱りの一言をいただく結果となってしまいました。ま

たスタッフ自身がスライム作りに熱中してしまい、子どもそっちのけで遊んでしまってい

る姿も見られ残念な気持ちになったのも事実です。しかし子どもたちの帰った後の教室の

汚れ具合をみると、子どもたちが集中して楽しんで遊んでいってくれたなあと言う気がし

ました。もちろん後かたづけは非常に大変でしたが ・・・ 。何につけても子どもたちが満

足して帰っていってくれたことを考えると今回の講座のねらいは十分達成できたのではな

いかと考えます。そこで次回からの課題としてはさらなる 「スライム講座Jの個性化を図

るとともに子どもたちの満足度を上げていく必要があります。そのためには展開部での工

夫がますます必要になってくると思います。その方法は講座に集まったキャプテンやスタ

ッフの考え方、個性によって大きく変わるものだと思うので、吹田のキャプテンおよびス

タッフに任せることにします。

司p
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~一一ノマーークーライター ーー を壬デ~ ＇ま、そ壬う

中村 典史 （社会専攻 3年）

1.講座の着想

私がこの講座を思いついたのは、去年のY0 U遊サタデーの新しい前座を考えていると

きであった。まず最初に考えたのは、 Y0 U遊サタデーという企画は、教育をどのくらい

意識しているのか、ということであった。つまり、これは私自身がこの企画に参加する際

のスタンスに関わることであるが、子どもに何か学んでかえってほしいという願いを持つ

のか、はたまた楽 しく時を過ごしてほしいという願いを持つのか、という問題である。私

個人の意見は、後者の方に属しており、他学部の友人に説明するときは、 「週休2日制で

暇になった子供と一緒にあそぶ会jという、実行委員の人にはあまり聞かれたくない紹介

をしている。しかし、いざ講座に携わると、そんな軽い気持ちではやっていられない面も

あり、いったいどう言った方針で講座を閥けばいいのか、という問題は、いまだに解決さ

れていない。 そんな混沌とした状態でこれならまあ~＼~、かな、ということででてきたのが

この 「ペーパーグライダーを飛ばそう」という講座である。ペーパーグライダーの正式名

称は、 「White w ihgsjといって株式会社A. G.から発売されているペーパ

ークラフトのキットである。これは私が小学生の時、学級活動などで作って、かなりはま

っていたものなので、 Y0 U遊サタデーにぴったり、とまでは言わないが、あっても叱ら

れたりはしないだろう、と思ったのである。

2.講座の準備

さて、 19 9 6年の 5月と 10月に私がおこなった講座についてであるが、講座の流れ

やイベン トなどはほとんど去年技術科の丹羽さんがたてた遊学プランを流用させていただ

くといった甚だ主体性に欠けるものであった。しかしし功、わけをしておくと、去年おこな

ったプランはそのまま使っても何ら問題ないものであり、新しく考える必要はなかったの

である。

とはいえ、去年の反省点がなかったわけでもなしv第 lに作り方がわかり にくい、とい
うことである。教材は本来大人向けのものであり、いきなり渡され、さあ作れ、といわれ

ても、どこから切ったらいいのかもわからない、という子どももいたようだ。そこで今回

は作り方を簡単に書いたプリントを配布した。

第2にうまく飛ぼそうとするあまり、工夫に工夫を重ね、思いあまって飛行機の胴体を

切断するといった暴挙ともいえる行為にはしる子どもがでてきた。講座の方針として、子

どもへの助言は最小限にする、ということではあったが、さすがにそれを発見したときは

「それでは飛ばないよJとつぶやいてしまった。そこで今回は、あらかじめ黒板に「うま

く飛ばすコツJとして 3つほど注意事項を書いておいた。

もう lつ、遊学プランを検討するキャプテン会議で問題となったことがあった。子ども

が家に帰ってまた作りたくなったらどうすればいいか、ということである。その対処とし

て、それまでは余分に印刷した画用紙を配っていた。しかし、それも作ってしまったとき

のことまで考えてか、突如と して、設計図の書き方を教えたら、という案がでてきた。

実はこの講座が最終的に目指すところは自分で設計した飛行機を飛ばすところにある。

いくら自分で切り抜いたといっても、所詮は既製品であり、自分が設計しでものが飛ぶ感

動には及ばない。その点ではこの案はまことに持って有効なのであるが、問題がいくつか
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ある。 iつに自分が設計した飛行機がきちんと大空を舟う、という感動を味わうには、 か

なり高度な専門知識がいると言うことである。これは恨っからの文系人間であるとはいえ、

2 （）識をと っくに過ぎた私でさえ雌解なものであり、そんな人闘が教えたところで、小学

生がすぐ理解できるか、というところに大きな不安を感じる。

私のできの悪さを何とかクリヤーできたとしても、子どもの飲み込みを少しでもよ くす

るには、 一度この講座に参加した子どもの方がよい、ということになってきて、またいろ

いろと問題が浮上する。

また、この講座に参加している子どもの意識の問題もある。ペーパーグライダーを作り

に来たのに、学校と閉じような授業めいたものをされてはかなわないのではないか、とい

う考えもある。などなどいろいろ考えていると、やはり従来どおりおこなうのが一番いい

のではないか、という消極的な結論に逮し、設計についてはなにも触れないこととなった。

また、5月におこなったときの反省として、おもりに使っているクリップがあっという

まに底をっき、本部はおろか、実践センターの研究室のものものまで一つ残らず拝借して

しまう、という不測の事態にならぬよう、 10月の時は事前にクリップを注文しておいた。

また、 5月に普いてもらった感想の中に、色を塗るための準備がほしかった、という保

護者の意見があったので、10月には色えんぴつも持ってきてもらうようにした。

5月に講座を聞くにあたり 、事務的な準備がある、ということを十分理解していなかっ

た私は、その予想、外の量に度肝を抜かれ、すっかり弛狽してしまった。しかしアシスタン

トスタッフの協力のおかげで何とか講座を持つことができた。 10月には、その反省も含

め、準備にも力を注ぐようにはしていたが、定例会にもあまり顔を出さず、実行委員の人

々には迷惑をかけたことと思う。

1 0月に講座を開くにあたり、もう一つ、問題になったことがあった。l年生の扱いで

ある。教育参加で10月のY0 U遊サタデーで私の講座には 9名の l年生が手伝いに来て

くれることになっていた。この l年生にどうやって講座に参加してもらうのか、というこ

とは、大きな問題であった。 10月のこの講座には当初 11人の子どもが申し込んできて

いた。スタッフが学部生を入れて 12人のところに、子どもが11人である。スタッフみ

んなが机問巡視を し始めたら、子どもがどこにいるかもわからなくなってしまう。そこで

1年生には不満が残ることになるではあろうが、とりあえず子どもと l対lで机に座り、

子供と一緒にペーパーグライダーを作ってもらうことにした。また、前日準備で彼らにペ

ーノマーグライダーの作り方を知りたいかとたずねたところ、ぷっつけ本番がいい、という

ことだったので、作り方も教えずにおいた。

3 .講座の中で

5月の講座に関しては、去年とまるっきり閉じ手順で行動していたため、さほど大きな

違いは見られなかった。 しかし、黒仮に書いた 「うまく飛ばすコツ」が効いたのか、あま

り大きな改造をする子どもがおらず、そこそこ飛ぷ飛行機を作る子供が多かった。ただ哀

を返せば、去年のような大々的な改造がなくなったという事であり、少し面白味に欠ける

ものになったという事は否定できない。

さらに、飛行コンテス トで使うメヅャーを借りるのを忘れていて、当日しかたなく歩数

ではかることにしたが、子どもからは何の文句もでず、 一緒になって数えてくれたほどで

あった。
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1 0月の講座では、またも全く同じ流れで終わらせる予定が、いくつかの予期せぬ要因

により、私の想像と違った方へ一人歩きを始めてしまったという事がいえる。まず、当日

子どもの欠席者が5人もでたという事。それに対して我が有能なスタッフは、律儀に全員

参加で、スタッフ超過はごまかしの利かない域に達していた。結局私が判断する前に 1年

生が子どもの周りで班を作ってくれたので、何とか収まりがついた。

つぎに教室の雰囲気である。松本でこの講座を開くのは初めてであったが、まさかあそ

こまで子どもの態度が違うとは思っていなかった。子どもが静かなのである。作り始めた

とたん、まるで腹を空かせた私が一心不乱に飯を食うように、ものも言わずに下を向いて

しまったのである。そればかりか、せっかく完成しても、すぐに飛ばしに行こうとせず、

つぎの製作に移ってしまう。長野の場合は、セメダインが乾いてないからもう少し待った

ら、という助言も聞かずに次々と外へ飛び出していったので、この違いにも驚いた。あま

りにみんなが机にかじりついているので私は飛行コンテストを中止しょうかと考えたほど

である。しかし、スタッフの一人が、 「うまく飛べば賞状がもらえるよ」といってしまっ

たので、私のもくろみはもろくも崩れ、時間ぎりぎりで何とかコンテストもおこなった。

由また、それだけの余裕がなかったせいか、クリップを鎧のようにつける子どももおらず、

色を塗る時間もなく、結局前回の反省は少しも生かされなかった。

4.講座の反省

今年、 2回の講座を聞く中で、今後につながる反省点がいくつかでできている。まず、

1年生の問題である。 10月の講座で、 1年生は予想以上に活揮してくれた。子どもとの

会話も 1年生から率先しておこなってくれ、教室が黙々と作業する機械的な場所から脱出

できたのも彼らのおかげである。感想文に「話をする子としない子がいて、気を使いなが

ら話をしていた」などとあり、 1年生にも、なに得るものがあったのではと、すこしほっ

とした。しかし反面、グループに分かれての作業のため、特定の子どもとしか親しくなれ

ないなどの不満の声もあった。

確かにその点で不満がでてくるのはうなずける。しかし、松本のY0 U遊サタデーに 1

5 0人以上ものスタッフが動員されていては、こうした事態が起こることも避けられなく

なってくるのである。子どもの数が松本の倍近くいる長野でスタッフの数が50人程度で

あり、松本では子どもがどこにいるのかわからないほどのスタッフで満ちあふれていると

いうのも、矛盾した話である。可能であるならば 1年生に長野に来てもらうべきである。

どうやって 1年生を詰め込むかを考える前に、どう 1年生を長野に運ぶかを考える必要が

あるといえる。

また、依然として、この講座がどの程度学習として成り立つのか、という問題も未解決

のままで、いろいろな場面で問題を引き起こしている。 1年生のスタッフからも、子ども

のカッターの持ち方が危なつかしくて気になったが、結局なにもいえなかった、という意

見が出された。私自身も、この講座に参加するたびに同じような状況にぶち当たる。子ど

もが恐ろしく不安定に紙を切っている。ここで一言切り方を説明したいが、人に教えられ

て果たしてその子に定着するだろうか。いや、しかし指を切ったりしてしまってから「ほ

らね」というわけにもいかないし、というジレンマに陥り、結局他の人に任せよう、と別

の子どもを見に行ってしまったりする。

また、 2時間で飛ぶ飛行機を作り飛ばすには、どうしても飛ばすためのポイントをいく
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土也 l習で旅手すをしよう

～松本駅からの旅立ち・ 96秋～

1 .動機とねらい

登坂武人 1社会専攻 2年）

小宮山 博 〔社会専攻 2年）

今回私たちが本講座を開いてみようと思った動機は、前回のY0 U遊サタデーで社会科

的ねらいを持った講座が見受けられなかったことにある。社会専攻の私たちにと って少々

寂しく感じられ、それなら私たちがひとつ社会科らしい前座を開いてみようと思い立ち、

本講座を開くに至った。 しかし、社会科らしい講座とはいっても、学校での授業と同じよ

うなものでは私たちにとってつまらないし、 子どもたちにとってもつまらないだろう 3 そ

こで、ゲーム感覚で取り組め最終的には日本の地理が学べていることをねらいとし、地図

l脹・時刻表・旅行ガイドを使い旅行プランを練るという本講座の内容を考えた。

2.子どもの動きと私たちの対応

当初は10人くらい子どもが集まる予定だったが、当日の参加者は2人だった。そのため、

子ども 2人にスタッフがI0人くらいというアンバランスが生じてしまった。それによ って、

キャプテンがl人の子どもにつきっきりという形にならなかったので全体の動きをよく見

ることができた。そこで私たちの気づいた全体的な子どもとスタ ッフの動きを書いていこ

うと思う。

まず、子どもが2人ということもあり、形態的には2つのグループに分かれて作業をす

るということになり、それにスタッフが半分ずつつくということになった。そのことによ

り子どもたちも集中して自分のプランを練ることができたように思えた。スタ ッフは子ど

もたちがプランを作る際、あまり口をはさまず、自分の経験談を話すなどといった形で極

力補助に徹し、子どもたちもその話に耳を傾けプランの参考としていたようであった。こ

のことは当初の、スタッフは極力サポートに徹し、突拍子もない計画をしそうになったら、

それを指摘する程度にとどめ、あまり子どものプランを決定づけるような発言はしないと

いう考えどおりの動き ・対応であったように見えた。ただ、各自自分のプラン作りに没頭

してしまったあまり、お互いに相談し合ったり、 一緒に00へ行こうといった相互交流の

ような動きは見受けられなかった。

3. 1年次生スタッフについて

今回から大学の授業の一環である 「教育参加Jというかたちで、 Y0 U遊サタデーに 1

年次生が参加するということになったわけだが、そのことについて私たちが感じたことを

書いておこうと思う。

本講座はスタッフの 9割が1年次生だったため、 1年次生スタ ッフの動きによって講座

の出来具合が左右されるほど重要な位置づけであった。それだけに、初めてY0 U遊サタ

デーに参加する l年次生に対しての私たちの懸念は大きなものだった。しかし、講座名を

見て集まっただけあって、旅行好き ・旅行経験の豊富な学生が多く、 当日もその経験談を

話してくれたりして、子どもへのよきア ドバイスになり、当初の懸念を忘れてしまうほど

の働きであった。だが一部のスタッ フには、度業の一環という こともあり、単位取得のた
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めだけに参加したような者も見られた。このことは今後もこの形態で続ける場合危倶され

ることとなるであろう。

4.反省

lで示したねらいに関して、達成されたかどうかは私たちは知ることができないが、短

時間とはいえ子どもが真剣に地図を見ていたことからも、達成されなかったとは言えない

だろう。本講座に参加したことで以前よりも地図を身近に感じてくれたら幸いである。た

だ初めてであったため、反省すべき点もある。羅列的ではあるが挙げてみたいと思う。

－子供同士の交流がもてなかった。

・時間配分がうま くいかず、当初の予定と食い違ったかたちでの成果発表となってしま

った 0

・内容的にデスクワーク中心となってしまったが、今後は何らかのかたちで実践的活動

も取り入れていきたい。

以上のことが、私たちの気づいた点である。
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ヰヨどってあそ bま 1

1 .講座を聞くにあたって

1 ・ 2 ・y ニ，.，，， _:.;;1.二
中村 愛（障害児教育専攻 2年）

尾島久美（障害児教育専攻 2年）

私たちは踊ることが好きである。このことが講座を聞いた第一の理由であった。踊るこ

とによって楽しい気分になり、なんだか元気がわいてくるような気がするからである。ま

たいっぱい踊って汗をかくことは気持ちいい。

私たちはこの夏ある体験をした。この体験というのは、観光会社主催で行われた小学生

の佐渡旅行に、引率者というかたちで参加したことだった。この旅行の途中私たちはダン

スをたくさん取り入れようと思っていた。きっとみんな楽しんでやってくれるだろうと思

っていたからである。しかし、実際にやってみると一番楽しんでいるのが私たちで、子ど

もたちの多くはもっと違うことをやりたいというような様子だった。

今の小学生たちは普段、体をおもいっきり動かして遊ぷという機会が減ってきているの

かもしれなL、。また何か物がなければ遊べないようになっているのかもしれない。ダンス

は特別な道具がなくてもいつでもやって楽しめるものだと思う。このダンスを通じて体を

動かして遊ぶことの楽しさを味わってほしい。またこの講座で覚えたダンスを子どもたち

が自分たちの学校の友達と一緒に踊ることができたらいいなと思い、この講座を聞くこと

にした。

2. ミッキーマウス体操について．

ダンス講座を聞くことになって、まず最初にやろうと思ったのが「ミッキーマウス体操」

だった。この体操は知らなくてもお手本を見ながらすぐ覚えられるし、そしてまず第一に

簡単なのにとてもかわいいのだ。私たちの中でも一番お気に入りのダンスだ。例えば「こ

の格好の時はこうするともっとかわいいよJというふうに手、足の曲げ方、角度まで研究

するようになっていた。この体操をするとまるで自分がミッキーマウスになったように思

えて楽しいのだ。他のダンスも子どもたちがおにいさん、おねえさんの踊っているのを見

てすぐ踊れるようなもの、みんなが幼稚園や小学校で踊っていそうなものを基準に取り入

れた。今回はきちんと正しく踊るということより、とにかく体を動かして遊んでほしいと

思っていた。

またダンスだけでなく、ダンスの途中に頭につけるために自分の好きな動物の耳を作っ

たり、ゲームをしようと思った。耳をつけて踊ると、っけない時より自分がその動物にな

りきれるような気がするのだ。ゲームもみんなで手をつないで輪になヲたりできるものが

いいと恩づた。ダンスやゲームをすることを通じて子どもも私たち大学生もきっと楽しい

気分になれるにちがL、ないと信じていた。

3.子どもたちの様子

スタッフ 18人に対し子ども4人と少し寂しかったが、子どもたちはとても元気にダン

スやゲームをやってくれた。まず最初に「ミッキーマウス体操」と「お山のジャズダンスJ

を踊り「ダンスに出てきた動物のお耳を作ろう」ということで、それぞれ思い思いの耳を

-182ー



作った子どもたちは、画用紙に絵を描いたり、それを切って貼ったりすることを、私が予

想、していた以上に楽しそうにやっていた。出来上がった耳をつけると、その動物になった

ような気持ちになれたようで、子どもたちは最初よりも元気に体を動かしていたご

参加してくれた子どもたちは4人とも幼稚園児だったので、途中でおやつタイムをとっ

たりゲームをするなどして 2時間疲れず飽きずに楽しめるよう工夫した。おやつタイムは

スタッフと子どもが座ってゆっくり話をする時間にもなり、子どもたちは幼稚園の話など

をたくさんしてくれた。

今回は子どもが少なかったため、子ども同士のふれあいは少なくて残念だったが、大勢

で体を動かして遊ぶという点では、とても楽しくできたので良かったと思う。

4 .講座を開いてみて思うこと

今回少し残念だったことは、なんといっても参加者が少なかったことだった。それに比

べスタッフの人数が多かったので寂しい気がした。でもその気持ちもダンスが始まるとど

こかに行ってしまった。子どもたちも楽しんでくれていたようだし、スタッフ全員もまる

で幼い頃にかえったようで楽しんでいたようだった。耳を lつ作るにおいても一人一人の

個性が表れていておもしろし、。耳をつけて踊るとそこはまるで動物闘のようだった。また

みんなでやったゲームをみても、例えば同じ「あぶくたった」にしても私たちのやってい

たものと、今の幼稚園児のしているものとでは少しずつ違うところがあり、時代が変わっ

ているのを感じたのだったみんなで飛び跳ね、走り、汗をかいた時間はあっという聞に過

ぎてしまった。子どもたちがおいしそうにお茶を飲む姿を見て、私たち全員は満足の気持

ちでいっぱいになった。みんな笑顔になっていた。最後に成果発表のとき子どもたちと前

で踊れたことは大変うれしいことだった。今度は長野でも是非ダンスの講座を聞いてみた

いと思う。
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~ットオぞトノレロそアット

1 .講座を開くにあたって

松下賞晴 （数学専攻 l年）

（文責）今井健文 （理科専攻 4年）

私 （今井）が松下君と初めて会ったのは、 3年生が実習を行っている時期だったと記樟

している。会ったときは 「スライム講座」をやることになる田淵君と 2人同時に説明を行

った。その時には相互参加の授業の一貫として、 10 0名以上の l年生のうち 10数名が

キャプテンに名乗りを上げており、夏休み中ということもあって、 4名の人とコンタクト

をとることができた。最終的には 3人の l年生が講座を開くこととなったが彼はその内の

一人であった。

松下君は私の説明を聴いた後、今まで先輩がやってきたものではなく、自分が経験した

ことのある 「ペッ トボ トルロケッ ト」をつくり飛ばす講座を開きたいと語った。その積極

性に少し戸惑いながら、私は 「安全にできるように工夫さえすれば大丈夫かなJとその時

は思っていた。 しかし総本から長野に戻って くると 「危険だからやめた方がよいのでは」

との意見が多数を占め、 「！？日くことは難しいのではーとの流れになっていく 。確かにけが

をしたら、 今まで9回行ってきたY0 U遊サタデーも終わりになるとも限らないのだから、

神経質になるのも当たり前である。しかし、私も含めて 「ペットボトルロケットJを作っ

たことのある人はおらず、また松下君の 「大丈夫、安全ですよ。」 の一言で、私も彼の講

座に参加させてもらい、危険なら注意するということで講座を聞くということになった。

彼は忙しい授業の合間を見て、ペットボトルロケ ットの試作品をたくさんっくり、ゴム

栓の仕入れや発射台のことなども本当に真剣に考えてくれた。数学専攻の仲間もいっしょ

によく頑強ってくれたので、 2回目にいったときには、松下君の作った試作品を飛ばすと

ころまでこぎつけていた。空を飛ぶペットボトルロケ ットを見て、私も子どもに戻ったと

きのように歓声を上げたり、はしゃいだりしてしまい、同時にこれならきっと子どもたち

にも喜んでもらえるだろうと感じていた。思っていたような危険もないと思ったが、万が

ーのことも考えて飛ばすときはスタ ッフが、固定して方向を定めるようにした。こうして

講座を迎えることとなったのだが…。

松下君ならこのあたりで替きたいことがまだあるのだろうがこれ以上はわからないので

やめておくこととする。

2.教材研究（ペットボトルロケットについて〉

ペットボトルロケッ トの作り方については私にはどのような苦労があったのかわかりま

せん。そこで私が関わった範囲で進めたいと思います。

まず、ペットボトルロケットを作るにあたって大切なことが1つありました。それは私

たち教育学部生は、教育現場で少しでも役に立つヒン卜をつかむことが目的のーっとなっ

ているということです。したがって、市販されているようなペットボトルロケットをただ

組み立てる講座というのはコストもものすごくかかりますし、 （ちなみにペットボトルロ

ケットは、日本ペットボトルクラフト協会で発射装置キ ットを売っている。噴射口： l200 

円、発射台： 3400円）飛ぴすぎるのでそのぷん安全性に問題が出てくると考えました。

（キットを買ってやると自転車のポンプで40回ほど空気を入れた場合lOOmぐらい飛びます。）
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手作りでこのようなキットを作ることもできますが、今回はゴム栓を使って 1番シンプル

なものを作ることにしました。 〈ポンプでI0～15回ぐらい、 10～20m飛びます。〉

松下君がペットボトルロケットの講座を行うにあたって、ふたつのことを連絡してきま

した。ひとつは、ペットボトルを飛ばすときに口にふたをするゴム栓のこと。もうひとつ

は、発射台のことでした。

ペットボトルの口の大きさは、 2種類あります。ひとつは透明な口、もうひとつは白い

口のものです。そこで6号と 7号の2種類のゴム栓を準備しました。購入に際しては化学

科の漆戸先生にご協力いただき、またゴム栓の真ん中に穴をあける道具も化学科から当日

お借りすることが出来ました。

発射台については、ペットボトルが飛ぶのを支えるだけのしっかりとしたものを作らね

ばなりません。松下君が固定の仕方、安定性を考えてくれましたが手作りでは非常に難し

かったようです。工夫を重ねましたが完成の域には達せず、手で支えることになりました。

きっとこれからの課題となるでしょう。

以上で教材研究を終えます。

3.講座の様子（子供の動きとスタッフの働きかけ）

講座の中身は 2段階に分けられます。

まずペットボトルを使ってロケットをつくる時の様子は、対象学年が高かったこともあ

り、安全に早く作ることができました。デザインはビニールテープを巻いてみたり、マジ

ックで色を塗ったり しましたが、特にマジックはとてもきれいでみんなで貸し借りしなが

らスムーズに進んだと思います。できた子どもからグランドに行って飛ばしましたが、羽

を付けた子どもは、少し時間がかかり時間差ができてしまいました。しかし、スタッフが

多かったので個別に対応できたのが良かったと思います。

ペットボトルを飛ばす段階では、それぞれの子がかつばを着て、自転車のポンプで空気

を送り込み飛ばしました。最初はスタッフが水のfti:を調整しましたが、子どもたちはどう

するとより遠くまで飛ぶのかということに興味を持ったらしく、自分たちで水の誌を調節

する子もいました。水を細い口に入れるのには苦労しましたが、みんなで順番を待ちなが

ら遠くへ飛んでいく人のを見て歓声を上げたり、水がかかって悲鳴を上げたりと大騒ぎで

した。

片づけもスムーズにできてとても良かったと思います。やはりみんなで片づけまでやる

ことで自分がやったことを振り返れるというのは大切だと感じました。

4.講座を通しての反省と今後の課題

松下くんが終了後送ってくれた報告レポートを全文載せておきます。

私がこのY0 U遊サタデーにおいて、 一番焦点を当てて取り組もうとしたことは、

まず子どもたちの安全に気を配ると言うことです。これはY0 U遊サタデー全体を

通して言えることですが、私たちが開いた 「ペッ トボトルロケッ トJは、特にカッ

ターを使うことが多く、また飛ばすときも圧力が予想外にかかって膨れ上がる危険

があります。スタ ッフも皆、安全面には特に力を入れて行いました。
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それから、とりあえず私自身もスタ ッフ も共にチどもたちと楽しく遊ぼうと替え

ました。そして、子どもたちにこんなものでも楽しいものになるんだということも

伝えたいと思いました。この講座を行う前はいくら楽しむためとは言っても、みん

なでいろいろ計画を立てたり、ロケ ットの試作を繰り返しつくったりしました と

ても勉強になったと思います。

反省するところは、まず時聞がなくてロケ ットの発射台をつくれなかったことで

す。イメージはあったのですが、上手く作れなくて非常に桟念でした。

また当日私が感じたことは子供との話し方でした。いつも自分たちが話している

ように話しでも、子どもたちはきょとんとした顔で見ていました。これからは子ど

もたちとのコミュニケーションの取り方も考えていきたいと思いました。

最後に 1番失敗したと思ったのは最後の発表会の時に子供の名前をしっかりと覚

えていなかったことです。

しかしロケッ トを飛ばしているときに子どもたちがうれしそうにしていたので勉

強になりました。楽しくできてよかったです。

今回の講腹は安全性の観点から受講制限を小学校 4年生以上としたが、作る過程を見る

とカッターなどの扱いも非常によかったのでもう少し対象学年を下げ、より多くの人に参

加してもらえるようにしても良いような気がしました。

また、松下君の反省の中で述べられていますが、子どもたちがひとりで安全に飛ばせる

ようにするためには手で支えるのではなく、ロケットと発射台が一体化したものが望まし

いでしょう。これから先の課題としておきます。

最後に、松本に出かけていったにしては 1年生も含めて良い経験になったと感じます。

これからもアイデアと経験を大切に、ペットボトルロケットの敏声が広がっていきますよ

っに・
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3. y 0 U遊サタデーに関する意識調査

ーアンケート調査から一

編集：臣川元究（障害児教育専攻 4年）

質問紙配布日：第 8回 Y0 U遊サタデー当日

有効回答率 学生スタッフ 5 8. 9 % 

怠加者の家族 4 0. 4 % 

本質問紙は五件法による質問 10問と自由筆記による回答欄に構成されています。
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4.感想文

可腰胴

~ 
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( 1 ）怠加者

第 8回 Y0 U遊サタデ一実践後に寄せられた意見を 「次回もがんばろうコメン

トJ 「ちょっと聞いてコメン卜」 「心して聞くべしコメント Jの 3つに分類して

みました。

。吹 田 もがんばろう コメン ト

・YO  U遊サタデーがこんなにおもしろく、わくわくするもの とは思わ なかった。

役員の方逮は、本当にご苦労さまでし た。

・何か 1つの企画をやるということは、たいへんなこともあるけれど、いろいろ

な面で得るものも大きいと感じま した。

・今回初めての害加 だったが、とてもたの しかった。 子どもと一緒にいることに

とても幸せを感じた。

－「またくるね」 といってくれる子どもがいて、うれしかった し、自分もとても勉

強になりました。

・もっといろいろな講座に 事加したいと思いました。 次回は準備の段階から積極

的に取り組みたいです。

－子どもの笑顔があるから、それまでの苦労や寝不足も忘れ、夢中になれるんだ

なって実感しました。本当お疲れ様でした。 怪我や事故なく終えることができ、

本当よかったと思います。

。ちょっと聞いてコメント

・本部スタ ッフ の人達の負担をもっと軽くしたほうがいいと思う。

．本部スタ ッフへ

頑張りすぎないで、もう少し楽にいきま しょう。

－とても楽しかった。 子どもが小さすぎて調理台が高かったのでかわいそうでし

。
た

・今回の活動を通して何を学んだのか、きちんと考えてみたいです。今 日、何度

となく頭や心にピカ ッと光る何かを感じました。 それをきちんと lつ lっとら

えていきたいと思います。

・講座準備が思うように進まず、 自分に対してイラ つ いた。 もっと早くから準備

をするべきだったと反省している。

・講座後 も子ども たちと関わりを持てたらいいと思う。 ( y 0 U遊サタデー以外

の形で〉

・小学生より下の子どもたちがお母さんとい っしょに容加できるような講座があ
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るといいと思います。

スライムなどで年齢が限定されていたけれど、もっと年上の人も拳加したいと

いう人がいたので、その辺の改善ができたらいいと思う。 また、 1講座のスタ

ッフ数を多くして人数限定をしないようにできたらいいと思う。

－人気のある講座は午前の部と午後の部というふうに 2回位開講したらよかった

のではないかと思う。

。心して聞くべしコメント

・本部スタッフの皆さんには大変お世話になりました。本当にありがとうござい

ました。でも、次回からは私たちにももっと仕事、言ってくださいね。 本部の

みなさんの抱えてるものが多すぎてたいへんそうです。 苦労も分け合いましょ

つ。

・YO  Uサタの特長として、フランクなところはよりフランクに、 しっかりする

ところは、よりしっかりさせていくべきだ。

・本当に子どものことを思い、子どもたちの声を聞き、大切に育てていきたいと

いう心があれば、もっともっと一生懸命できるはずなのに、なぜもっと一生懸

命やらないのか。ぜんぜんまだまだ、開閉会式は最悪！！現状に満足することな

く、これからの進歩を祈る。 もっと自信をもって！！

・YO U遊サタデーの方針にはずれた感想で申し訳ないのですが、今日 一番感激

したのは、最後のおそうじを加納さんがお手伝いしてくださったことです。 お

疲れでしょうに私たちにまでも気を使ってくださってうれしかったです。

・スタッフが Y0 U遊サタデーの仕事のすべてを、だいたい把握できるように、

もっとスッタフが、土井先生の部屋に来れるような策 （？）が必要だと思いま

す。 本部の人の仕事がスタッフでもできるようにしておくことが必要！！

－今日はたまたま LDの集まりがあったようで、その中でスライムが気になって

しょうがない子を講座の方へ案内しました。 他にもそういう子がいたようで、

あとで障害児教育学科の人にスライムの作り方をたずねられました。 （この子

は 1つつくって満足したのか、あとで本部にもってきて、わざわざ報告＆お礼

を言ってくれました） （障害をもっ子も〉スライムやシャボン玉なんかは、楽

しくできると思います。でもわかっていないとスタッフがあせるので、その辺

の配慮をどうするかが大変ですね。 LD対象と決めるなら Y0 U遊サタデーで

ゃんなくてもいいし、まざるとそりゃまた大変ですね。

家族に対するアンケートでは、 「とても子どもが喜んでいたJ 「次回も是非事

加したい」「ありがとうございました」といったコメントを多く寄せていただき

ました。
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しかし、この紙面上では、そのようなコメン卜は割愛させていただきます。 と

いうのも、今回の活動の反省を、次回にどのようにつなげていくべきかを示唆す

ることがこの紙面の役割と考えるからです。

ですから、精選されたコメントの中には厳しい指摘も当然あります。 ぜひ耳を

傾けて、次回以降の活動に役立てたいと思います。

1 . もう少しスタッフの数が欲しかった。校外で公園等を使ってもよかったので

はと思いました。

2. 準備や後片付けを、もっと子どもたちにさせて欲しい。 （子どもたちを 「お

客様 」扱いしなしづ基本的な生活習慣を身につけることも、講座の重要な目

的ではないでしょうか。

3. 学校で体験できないことを、兄弟感覚で教えていただけたら、ありがたいと

思う。

4. 面白かった、とは言っておりましたが、実際に竹とんぼをうまく飛ばす段階

に及ぱず、少しがっかりしました。簡単な内容でも密度の滋い、その時の感

動や思考を触れ合えたら、もっと素晴らしいものになると思います。

5. 小麦粉で、ダイナミックに遊ばせていただけたようで、とても楽しかったと

言って いました。 小麦紛など感覚遊びは、 健常児ばかりでなく障害をもった

お子さんたちにも、とても有意義な活動だと思います。 小麦粉の袋、新聞紙

などの片付けも子どもたちにやらせてください。

6. 子ども同士で群れて遊ぶことの少ない時代。異年齢の子どもが集うことに関

係なく良いことだと思う 。 授業者というよりも集団のガキ大将として共に楽

しんでいただければ、と思います。 （でも、安全への配慮等、気を使わざる

を得ない現実、大変ですね ）

7. 毎年楽しみにしている親子です。 今年は昨年審加できなかった 講座に「行っ

てみたい 」 と楽しみにしていました。昨年から今年、今年から来年と続く講

座や、スッテプアップする講座など考えてみてください。

8. 返信のはがきを送ってもらえなく、電話で問い合わせるまでわからなかった

ので（結局もらえなかった）、連絡はきちんとしていただきたいと思いまし

た。

9. ここでの体験はとても印象に残るようで、これからも学生さんの力を借りて、

ふだんできないことをさせてやりたいと思います。

10. スタッフの方々が多い中で、その子どもにどんな活動が向きか不向きか、そ

の点を聞いてみたい所があります。そのやった講座の人と話ができればうれ

しい。
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第9回、第 10回Y0 U遊サタデ一実践後にこちらに寄せられた意見を講座ごとにまとめ

ました

保護者の声

〈錆写 9 回 J惑禿畏〉

大でっかいでっかいシャボン玉を作ろう大

－とても楽しいひと時を過ごさせていただきました。ありがとうございました。またぜ

ひ参加したいと忠っています。

・開会式、閉会式では、奇声を上げたりして他のお友達を驚かせてしまいましたが、こ

ういう子どももいるということを、良い機会ですので知って欲しいと思います。

・にこやかな挨拶が気持ちよかったa

－後半あきてしまった

大ネイチャーゲーム女

－スタッフの方々がとても熱心で子どもたちにもやさしく接してくださった様で有難うご

ざいました。Y0 U遊サタデーはすっかり気に入って 5回出席しておりますが、これか

らもまだ行きたいと言っていますので今後共頑張って下さい。

・身近なところでお金もかけずに楽しめた。

大算数 ・数学の家庭教育大

・申し込みをいつでも見落してしまいます。何回か新聞の紙上で知らせてほしいです。子

どもも大好きなので回数を増やしていただければありがたいですが ・

. 2時間ではとても足りないように思いました

女学校では教えてくれないマル語化学実験大

・スタッフの皆棟毎回楽しい講座をありがとうございます。参加者がもっと多い方がよい

なぁと感じました。子どもの友人にもすすめたいと思います。 「HOW TO  サタデ

ー」で万華鏡やスライムを親子で作ってみたいと思っています。今後もY0 U遊サタデ

ーが続けられることを希望しています。

－初めて講座に参加させていただきました。学校では教えていただけないようなことを教

えていただき本人もとても楽しかったようです。ありがとうございました。

犬家庭教育フォーラム お父さん出番ですよ ！大

－キャプテン同士の連携がし、まーったりなかった。途中から見学されていた方もいたので

全体の気配りをしていたら良かったと思う 0

・今回で2回目でしたが有意義な時間を過ごさせて頂きました。又、部外者ながら反省会、

二次会まで参加させて頂き本当にありがとうございます。次回も参加させて頂きますの

でよろしくお願いします。

・①駐車場を確保して下さい。 ②外国人の子どもと遊びを過して交流する。 〈子ども同

士） ③学生の職業体験学習を！ ④学生の合宿 （1～2年次）-3ヶ月又は 6ヶ月

の4人～ 6人部屋で！ ！

－場所などの案内が適切だった。

－各講座の案内叡 （掲示仮）があればよかった。

＊おしゃべり教育学 はるばる 2大

－学校の勉強はほとんど、子どもが自分からやりたいと思ってやっているものは少ない。
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思いますが、 Y0 U遊サタデーの講座は自分でこれをやってみたいと選んでやっている

ので、生き生きと楽 しくできるようです。学校の勉強もこのようにできるものであれば

きっと一生懸命やるだろうなあとかんじます。

・現役の先生 （信州大学を卒業した）も参加してはどうですか。 「学校は死んでしまったJ

かも知れないけどY0 U遊サタデーに参加して、いやいや今の若者にもこんなすばらし

い人がL、るんだなと思いました。現役の先生と学生さん、そして林先生のような人たち

がパネルディスカッションなんかして、 「熱く教育について語ってほしし、」です。

－笑顔が素晴ら しかったです。

大おはじき・あやとり・鬼ごっこ女

・吹田また参加したいです。4才児でも参加できるプログラムをどうかまた企画して下さ

・来年も是非沢山の講座を開いてもらいたい0

．時間が余った 0

・子どもが悪いことを したら叱ってほしい。

く貨害 1 0 [81 ！室長x畏 〉
女プロへの一歩 ！？イラスト漫画体験大

－今回初めての参加で単独で申込んだ為、親も同伴で教室までついていってしまったので

すが、気持ちよく受け入れて下さりありがとうございました。又こういう企画があれば

参加したいと思います。

－幼い子どもだったが話し相手になってもらい寂しくなかった。

大サラサラ・ドロドロ・カッチカチ（小麦粉粘土〉女

－教育学部の学生さんはスタッフとして参加すると 「単位」になるそうですが、本当にや

る気のある人にやっていただく方が子どものためになるように思います。

－当日の案内のハガキが2～3目前に到着したので、せめて 1週間前には辿絡が欲しかっ

たです。

－子どもの好きにさせてくれよかった。

大でっかL、でっかいシャボン玉をつくろう大

－企画される側は大変かと思いますがまた参加できる日を楽しみにしていますので、よろ

しくお願いします。

・YO  U遊サタデーのプリン トが幼稚園で配布されたのが 10 / 3の午後で、しめ切りが

1 0 / 5必君。これではちょっと忙しいので、もう 2～3目前に配布していただけたら

と思います。

－参加者だけでなく 、その弟や妹にまで気を使ってもらいうれしかった。

女学校では教えてくれない語化学実験大

・初めて講座に参加させていただきました。学校では教えていただけないようなことを教

えていただき、本人もとても楽しかったようです。ありがとうございました。

＊君も紙づくり名人女

・前回バドミ ントンで参加してからずっと、次はないのかと楽しみにしておりました。長

野でのY0 U遊サタデーは新聞などでよく自にするように思いますが、松本でのYou 
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遊サタデーはあまり気づかず今回もう少しで見逃すところでした。娘は今から次回を楽

しみにしております。松本でももっと回数を重ねていってほしいと思います。

・お兄さん ・お姉さんに親切にしてもらって、とても喜・んで帰ってきましたコありがとう

ございました。

・成果発表の時間がもっと欲しかった。

女とびだす紙しばい大

－学校から申し込み要領をいただいてきたのが締切の 2目前白参加者が少なかったのはそ

のせいだと思います。初めてなので知らなかったのですが、飛び入り OK だとわかって

いたら都合をつけて親も参加したのに残念です。 「教育学部ってこんなところJはもっ

とPRすれば話をしたい、話を聞きたいという親は多いと思います。

－長野からいらっしゃった方には準備やら移動やらで大変だったことと思います。松本で

は年 1回ですが、もう i回ぐらいは増やしていただけたらありがたいです。子どもも大

喜びでした。学校の先生からのプリントは 10 / 3に頂いてまいりました。大急ぎで出

したのですが、 1ヶ月くらいまえに配布されていれば予定をたてやすいのですが・

（本当は予定が入っていましたが、子どもの希望で予定をキャンセルして参加させてい

ただきましたc ）参加人数ももっと増えるのではないでしょうか＝スタッフのみなさま、

本当に楽しいひとときをありがとうございましたc

・本人は短かったといっていましたが親はこれくらいで十分だった。

大ドラム・パーカッション人門前『

・来年ドラムの講座があれば親 （私）もやりたい。でも子どもは親とは別にやりたいと言

っています0

・申し込み、パンフレッ卜の取り寄・せと大変だった。パンフレッ トは取り寄せな くてもい

いようにしたら・ ・・ ex. インターネット

女宇宙生物スラスラスライム大

－毎回子供たちと楽しい交流をしていただきとてもうれしく思っています 3 今回は主に l

年生の学生が講師となるとどうなるかな？と興味津々でしたが、やはりガチガチと体が

こわばっていましたね。見ている方もハラハラしていましたが、 4年生スタ ッフがうま

くカバーをしてくれていました。まず受付・から感想を述べますと、子どもとの目線の高

さが違いました。受付で迷っている子に対し学生が気づかず、オドオドしている子もい

ました。また、緊張している子には、上から見おろす態度では余計緊慣してしまう と

思います。講座が始まると子どもに対する姿勢の違いがあきらかに出ました。もじゃも

じゃ頭のお兄さん、机にドーンとすわっているだけではいくら元気が良く、口も達者な

子どもでもなかなか近づこうとはしないですョ。お客様ではないのです。子どもと接す

るという目標を持ってこのサタデーにスタッフとして参加しているのなら自分から声を

かけて接してし、かなければ何事も始まりません。 「子どもとはこういうものだJという

ことは決 してありません。十人十色なのです。たくさんの子供たちともっともっと接し

てほしいと思います。勝手なことばかり述べさせて頂きましたが、 『失敗は成功のもとj

といいます。失敗を恐れず、これからもどんどん自分をみがし、てすばらしい先生になれ

るよう心から応援しますので、ぜひがんばって下さい。

－学校から Y0 U遊サタデーのプリントを頂いてきたのが締切りの 2日位前でした。でき
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る事ならもう少し前にいただけたらありがたかったですが。

大ペーパーグライダーを飛ぼそう大

・今年は 2年生ぐらいの年齢の男の子が参加する講座が少なかった。

女おどってあそぼう ！1・2ダンス大

・新聞で、ずっと前に 10月 12日にあることはチェックしでありましたが、いずれ詳細

はわかるだろうと応募方法をチェ ックしなかったため、 1週間前にあわてました。松本

で10月12臼にあるよという宣伝をもう少ししてほしかった。松本では年 l回ですが

年2回になりませんか？閉会式が楽しい。各講座の発表を見るのが親も楽しみです。

大ペットボトルロケット大

－学校からプリントをいただいたのが締切りの 2日くらい前で、 「もう間に合わないから

. Jと申し込まなかったお友達が何人もいました。もう少し早くいただけたら良か

ったです。

大地図で旅行しよう大

・学校からチラシをもらってきてすぐ講座を決めました。自分が興味をもっている内容の

講座がありまして、とても楽しみに当日を待っていました。地図だけで旅行・・・と聞

いただけで私などは楽しいのかしらと思っていましたが、何人ものお兄さん方のお話が

楽しく、文、丁寧に教えて頂き更に、大きな模造紙にまで書いて頂きうれしく思いまし

た。本当にありがとうございました

－家でもさっそく行いました。

大親子でサッカ一大

・親子でなかったら、子どもは参加したがっていた。

参加した子どもの声

・早く終わりすぎたかも。もうちょっと実験を肌に感じたかった。

－楽しかったのですが、キャプテンとあまり話しができず残念です。

・おもしろかった。またやってもらいたい。

－今日いろいろ教えてもらって楽しくって、また作りたいと思った。これからもいろいろ

な講座を聞いてほしいです。

・ありがとうございました。今日を楽しみにしていました。かわいいかごができてうれし

いです。来年もぜひ松本でやってください。

押し花、折り紙、考古学入門、焚き火教室、母親のための教育フォーラム

工作教室 （紙で作る動く車、ジオラマなど）、留学生を囲んでの会

アウ トドアクッキング、障害児対象の講座、プラモデル、風船、紙粘土、早口言葉

カンカンアイス、跳び箱などの運動、バトミン トン（親子で）英語、料理、染め物

手織り、土器作り、簡単なロボッ 卜、 パソコン教室、新体操

こんな講座を聞いてほしいとの戸も多くとどきました。

今後の参考にさせていただきます。
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( 2 ）一年生

本年度から一年生の臨床経験の授業の科目として 「教育参加Jが開設されたa その

「参加Jメニューのーっとして、 Y0 U遊サタデーも取り入れられた。本側では第 10回

に参加した一年生の感想を紹介する。

”学校では教えてくれないマル秘化学実験”に参加した学生より

私は、講座名からワクワクするような”学校では教えてくれないマル秘化学実験”のス

タッフを担当しました。私が信大の教育学部を選んだのもY0 Uサタがあるからという理

由もあって、机上の学習だけでなく、子どもたちと触れ合えるこの絶好の機会を経験した

いと思い意欲的でした。

本来、子どもが大好きな私でしたが、いざ子どもが集まりだすとどうやって戸をかけた

らいいのだろうと私自身が緊張してしまいました。 「子どもたちはそれ以上に緊張してい

ます。Jという土井先生の言葉にはっとし、私がこんな気持ちじゃ駄目なんだと気付き声

をかけました。不安な気持ちを打ち明ける女の子や、楽しみにして待っていたという男の

子。そんな子どもたちを前にすると、成功させてやるぞと改めて思いました。

私の担当した実験では水酸化ナトリウムという劇薬を使うため、 ーにもこにも安全とい

うことに注意しました。私が小学生の頃は先生がくどいほど大げさに注意するのがうっと

おしく感じられたけれど、やはり指導する立場ともなれば大事な命を預かっているわけだ

から、その気持ちが今になってようやく分かった気がしました。そして、大きな臨を輝か

せてフラスコを見つめる子どもたちに 「次はどんな色になるのかな？ 」と常に質問しなが

ら、予測を立ててもらい、そして自分の日で確かめるという方法をとりました。自分の視

点から物を見てしまえば、どんな結果になるかは知っているので、ついうっかりしている

と子どもの怨像力を奪っているのかもしれません。だから、子どもの視点から一緒に考え、

驚くことが大切なことだと考えさせられ、勉強になりました。

こんなふうに新鮮な喜びを感じることができたのも久しぶりですっもっともっと、子ど

もたちと一緒にいたいと思いましたc たった一回の二時間だけ一緒にいてもしゃべること

は限られてよく分からないもので・す。そう思うと何だか空しいような気もしたけれど、こ

の一回だけの機会でも触れ合えたことは大切な勉強だと思うようにしたいです。そしてた

った一回だけの機会がよけいに私を子どもたちともっと一緒にいたいという思いを駆り立

てているのかもしれません。絶対、教師になるぞという強い決心をしました。

今回もう一つ大きな収穫を得たことは、先輩たちの姿を直接見て、 一緒に活動したこと

です。たったーっか二つしか年が変わらないのに、子どもたちの前で堂々としていて、う

まく子どもの心をつかんでいました。私にはピカピカの教師の卵そのものに見えましたc

きっと、先輩たちは信念を持って物事に取り組んでいるから、頑張る姿がこんなにも心を

打つのではないかと思います。来年は、私もこのようになっていたいと心の底から思いま

した。そして、どうせやるなら、先頭に立って、人が知ることのできない苦労を一緒に体

験したいと思いました。こうした機会を確実にものにすることで、自信を高め、そしてさ

らに向上できるのではないかと思いましたc
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”とびだす紙しばい”に参加した学生より

私の参加した講座は 「とびだす紙しばいJというものだった。8名の子どもたちが参加

してくれたのだが、スタ ッフの方が多いという状況で、スタ ッフと子どもたちが交互に座

るという形で円になり、会が進んだ。私の隣は、キャプテンと彩花ちゃんという小学一年

生で、会の中では、その子どもとの会話が半分を占めた。彼女は、とても無口な子で、初

めはただうなずくだけであった。そのうち、どんな紙しぱいにするかと話している中で、

例として、私の運動会の思い出を話した時、初めて、声を出して笑い、彼女との会話が始

まった。私の母が幼稚園の教師をしていたこともあり、以前聞いていた、”閉じ回線で話

すこと”や”子どもの話が始まったら、聞き役でいつづけること。”というアドパイスを

思い出し、その結果、家践のこと、学校のこと、住んでいるところのことなど、たくさん

の話をすることができた。私は、子どもたちとふれあいの中で、子どもによって、その作

業方法や話し方、年上の私たちにつくる距離というものは、まちまちであり、子どもたち

の作ったその距離を超えないことの大切さも学んだ。彩花ちゃんについて言うなら、彼女

の作業は、とても細かく、人の大きさなどは、他の人の描く 10分の lにも満たない大き

さで、出来事を正確に再現させようとする子であった。また、めんどうみがよく、私や周

聞の人に、絶えず不足のもの （色鉛筆など）はないかと聞いたり、落ちたものをすばやく

拾ってあげたりした。しかし、しっかりとした面を持っているようだが、時間の経過とと

もに、 「お姉ちゃん」と絶えることなく話をしてくれたり、私が他の子と話をすると、そ

の中に入って、 言ってみれば、 一人じめしようとしたり、閉会式に行く途中など、手をつ

なぐことを求めたりと、甘えるような行動も見られた。その態度の変化に、驚いていたが、

彼女に、 8カ月になる弟がおり、彼女が二人姉弟の上の子であることを聞き、何となく分

かった気がした。つまり、年下の弟に対するめんどうみのよさが現れているが、私もそう

であったが、何かと一番上の子は、年上の兄や州iを求め、たまたまこの機会、短時間では

あったけれど、できた年上の私に、自分のお姉さんのイメージを写したのではないかと思

ったのである。

今回、私は様々な体験を通して、自分なりに答えを出したつもりであった。 しかし、い

くつかはこれでよかったのだろうかという不安な点もあった。そのーっと して、作品の制

作進度についてである。彩花ちゃんは、人の数や状況を細かく再現しようとしたため、作

品を時間内に仕上げることはできなかった。私は、彼女が思うようにさせてあげたかった

ため彼女のペースを見守ったが、 他の友人が一つずつ作品を作ったのに、彼女だけできな

かったというのは、彼女にとってどうだったのだろうか。結局、最後の発表の時には、発

表はせず、席に座ったまま、みんなの発表を見守っていました。私は彼女に 「家で続きを

作って、お母さん、お父さん、じゅんくん （弟）に見せてあげてね。」 と無型に発表に出

すのはやめたのだが、製作の段階で、私のすべきことがあったのではないのだろうか、そ

ういう不安がよぎったのである。ただ、会の終わったあと、熔しそうに私の手をひき、彼

女のお母さんに私を紹介してくれたとき、何かほっとするものがあった。

会全体を通して、この字数では書ききれないことがたくさんあった。本なんかでは分か

らないことをたくさん学び考えさせられた。私自身も楽しんだのだが、とてもよい体験、

そして学習となった。
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”イラスト・起き画”に参加した学生より

私は幼し、頃からいろいろな絵を拙くのが好きで、私と同じような子どもたちと触れ合い

たいと思ったのと、この講座は子どもたちと多 く触れ合えると思ったことから ’プロへの

一少！？イラス ト ・漫画体験／＇~ワーア ッ プパー ジ ョ ン 日 4 に 参加させていただきました 司

1~初、スタッフの先耀から 「子どもが、助けを求めるまで、手伝っ たり、口をはさまない

でください。子どもはすぐにうまくいかないと言うけれど、気にしなくていい健度なら、

そのまま捕かせて Fさい。最後まで子どもたち自身の力でやり遂げさせて下さい。」 と言

われ、何か物足りないと思いましたが、子どもはよく集中して、自らどんどん拙いていく

ので、こちらの方が圧倒され、充実した一日を過ごすことができましたc 子どもたちは自

分なりに一生懸命、真剣に描いていました。飽きたり、疲れて くると人が描くのを見て回

って、自分の絵に取り入れていました。また、今回は 「バステル ！という画材を使ってみ

ようということで（パステルはそう使うものではないので、子どもたちは初めてだったと

思う。）子どもは興味津々、積極的に使っていました。

私がこの講座を通して強く感じたのは子どもの自主性の重要さです。子どもたちは私が

思うよりも、創造力があり自分で工夫しながら物事を進めることができるということ、ま

た、教師はその手助けをするためにいるかもしれないということです。私は少々おせっか

いなところがあり、すぐに口を挟んでしまうので、子どもが自由に遊べる （自由の中に秩

序・ルールを教えることも教師の役割だと思う ）、自由に創造できるような環境が作られ

るような教師になるよう努力したいと思いました。あと、大人と子どもの価値感の速いも

感じま した。大人には分かりにくい感情を感じられる人になりたいと思いました。

私は今回一人の男の子と特に仲良くなりました。 (1市が隣だったせいで）その子は、終

わり際5分になって、大きな紙に絵を描きだしました。そして、恥ずかしそうに F いらな

いからあげるよ。Jと言って、その絵をくれたのです。私が「人に物をあげるとき、”入

らないから”と言うよりも”良くできたから”と言ってあげた方がもらう人は娘しいと思

うよ。」と言っても円、らないからあげる」と言って絵をくれました。後から先輩に話し

たら「子供は素直じゃないから」と言っていま した。また、帰るとき（ 2 0番教室から出

るとき）はぐれてしまい、私が探していたら、彼も私を探していたようで、私を見つけて、

「パイパイ」と言って走っていきました。その先には彼のお父さんがし、ました。彼はお父

さんを待たせて私を探していたのです。何か、とても嬉しくなって姿が見えなくなるまで

見送ってしまいま した。

今回この行事に参加して、初めて教師になりたいと思いました。 （前はどうでもよかっ

た。）このような機会を与えてくださった、先生や先輩たちに感謝します。どうもありが

とうございました。また、 Y0 U遊サタデーに参加したいと思いました。

円
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“ドラム ・パーカッション人｜”l”に多加した宇佐より

スライム作り、紙JI~行機、竹とんぼ、そんな f1i'i f jl.なイメージでしかありませんでしたが、

僕がこの「Y0 U遊サタデー」への参加を希望fした.1m山の大なる郎分は、何と言っても 7

nの付属幼椛闘での教行参加て’休験した、子どもとふれあう時ぴをもう←度体験したかっ
たという事です。そんなわけで、とにかく参加してみました。

lOFJ12LJの土11(1(IJ、松本のj出キャンパスで rv o u 遊サタデーjが1m11じされました。

侠は、 「ドラム・ パーカッション人！”l」のスタッフとして参加｜させていただきました。

「ドラム・ パーカッションj と言っても、僕なんかは、ドラムに対して何の知識もない単

なる索人です。 7名のスタッフの内 6名までがまた、同じような素人でした。当日の午前

中、さっそくパチを持って、読み方さえよくわからない楽緋を前に、練習を開始しました。

凶分休符？八分休符？何とも不iiJfrf~ なマークが…「タンタタタンJ 本当に、どれがタンで

どれがタなんだかわかりませんでした。 「こんなんで教えられるんか？」不安が何度もよ

ぎりました。ドラムセッ トの搬入などと共に、練習を続けました。この「ドラムパーカッ

ション人！”］」への参加｜を希製 してくださったのは全部で5名、小学校 2'if.生の女の子と 4

年生の女の子が2名、 26践の男性と 5（）歳の女性でしたの

5 6歳のム－性の平林さんは、信濃1iJ日新聞で「Y0 U遊サタデ－Jを知って、参加して

下さったのですが、 ｜まさか子どもたちのイベン 卜だとは忠わなかった。」と少々驚きの

様子でしたが、 ［じゃあ今日は了・どもみたいに、はしゃいで しまおう。」と言っていらっ

しゃいました。伐は、 4年生の小林さんと車Ilんだ訳ですが、どちらも子どもではないのに

も関わらず、合わせるのもなかなか ｜ょ手にいかず、子どものようにはしゃいで糾習してい

ました。その問、小林さんから、 IYO U遊サタデーJの詳細｜｜や、 3i i~ 生の教育実習のこ

となど、あれこれ伺ってみました。

今凶の栽々にとっては初めてのこの「Y0 U遊サタデーJを通して、実際は子どもたち

とふれあう機会もなかったのだけれど、健々な年齢層の人々と、コミュニケーションをと

ることができました。そして、小林さんからIJUいたことですが、本当に準備は大変らしい

です。何日も寝れない口が続くこともあるらしいです。しかし当 H、子どもたちの笑顔が、

全てを満足に、と言うか、喜びに変えてくれるのだ、と言う言葉が、何より本当の「Y0 

U遊サタデーJというものを教えてくれたような気がします。l年生の内では、 2回ぐら

いしかこのような臨床実習はないのですが、大変によい経験になりました。ただ、本当に

子どもとふれあうことがII＼来なかったのが成念で仕方ありません。次回、長野であるかと

思いますが、 11l 来るだけ前傾（I~ に 参加｜したいと思います。 品後の反省会のH年、リーダーの

』｜｜納さんの涙を凡て、先端｝Jが、どれほど IYO  U遊サタデー」に思いをかけているのか

がわかりました。本当に素晴らし取り高llみだと思いますのありがとうございました。
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5. 資料
（第三期「信大Y0 U遊サタデー」の記録）
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( 1 ）マスコミ報道記録

4

“
E

・
n
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信大Y0 U遊サタデ一関連の新聞報道

今年のY0 U遊サタデーの新聞報道は、 3年目を迎え、地域への浸透と新たなる試

みから、非常に多岐にわたっているように感じる。また、子どもたちの募集から、開

催後の報道まで、新聞報道によっているところは非常に大きし、。新聞社各位にはこの

場をかりて感謝申し上げる。

1 .子供の受け皿採る大人 「伝統J託す試みも
毎日新聞（ 8. 4. 27) 

2. ユニーク生活体験活動 子どもを学生が指導 実践カ育成必修科目も

日本教育新聞（ 8.4. 27・5. 4) 

3.地域の子供と触れ合う 信大教育学部

毎日新聞（ 8. 5. 26) 

4. 信州大学の「信大Y0 U遊サタデーJの試み 学生パワーを 「地域社会」へ

聖教新聞（ 8. 6. 21) 

5. 週休二日制に対応 いじめフォーラム’ 96も

信大Y0 U遊サタデー 1 6講座開講

週刊長野 （8. 6. 29) 

6. 信州大学教育学部 「Y0 U遊サタデーJ 未来の先生に乾杯しよう！

トランタン新聞 （8 . 7) 

7. 9月 14日に信大Y0 U遊サタデー開く 信州大学教育学部

教育新聞（ 8. 8. 15) 

8. 父親の役割考える企画も 倍大Y0 U遊サタデー 来月最多の 22講座

信濃毎日新聞（ 8. 8. 29) 

9. おもしろ講座で子どもと交流を 学生の指導力の向上にも

まつもとタウン情報（ 8. 9. 12) 

1 0 .漫画や昔の遊びに 20 0人 「信大Y0 U遊サタデーJ
信濃毎日新聞（ 8. 9. 15) 

1 1 . ，日本語禁止e クッキングも i言大Y0 U遊サタデー

長野市民新聞 （8. 9. 17) 

1 2.信大 F サタデ－＇子供たちと交流 〈東信版〉

｛言大生と子供たち 触れ合い 15講座YOじ遊サタデー 〈中信版）

信濃毎日新聞 （8. 10. 13) 

l 3 .信大生、緊張の先生役 教育学部 子どもと触れ合い YO  U遊サタデー

Tn民タイムス（ 8. 10. 13〕
l •I .信大教育学部 y 0 L'遊サタデー 1 5講座で楽し く交流

まつもとタウン情報（ 8. 10. 19) 
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( 2 ）スタッフマニュアル
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( 3) y 0 U遊サタデ一通信
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(4) HOW  T O サタデー

.. J、今 トト

ミ今－HOWTO 1タデ－,al玄、 YoVl差サヲデー
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( 5 ）出張Y0 U遊サタデー
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( 6 ）修了証 ・YOU遊カード
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( 7 ）本部スタッフの仕事
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当当日 CD迫豆’主4・

スタッフ長 高続 投子 〈理科4攻 4年〉
1. 当日本部スタッフとは

当日本部スタッフが、講座以外のY0 U遊サタデーを取り仕切ります。駐車場係 ・開閉

会式係などのような係分担がされていて、基本的に参加学生全員か何らかの係になってい

ます。

このそれぞれの係については、次からのページのrl’で、詳しく述べていただいてあるの
で、ぜひ御覧いただきたいと思います。

2. 本部テン ト

ほとんどの当日本部スタッフは、講座が始まると、講座のスタッフとして子どもたちと

向き合います。 しかし、写必 ・記録係、スタッフ長、副スタッフ長は、講座中に仕事があ

ります。守・』:J,:.記録係は、科講座を回りますが、スタッフ長と削スタッフ長は、本部テン

トでの仕慌が主になります。

ここでは、本部テントの仕事について、少し述べたいと思います 仕担は大きく 6つに

分けられます

1 ) 当日受付

YO  U遊サタデーには、当日になって参加して Fさる方もいらっしゃいます その窓口

となるのが、本部テントの中にひっそりと設けられている”当il受付”です その小さな

張り紙は窓外と人日に触れるのか、子どもを待つお母さん方に人丸があります また、新

聞広告を見逃して申し込みが遅れた方、運動会などの行事が中止になって参加したいと来

て下さった方など、多数の受付がありました。当日受付の人数は、だいたい lO人前後で

した。

仕TJ~ 内特は次の通りです。

①当日までに、全ての講座キャプテンと相談し、当「1参加可能人政を明らかにしておき

ます。各講座で、参加'flが異なっているので、参加可能人数と 紡に、 一位去にしてお

くとわかりやすいと思います。

②受付においては、参加したい講座を調べて参加可能なら、参加111をいただいて領収 ~f

をお渡しし、名前 ・住所・屯話番号を記入していただきます

③講座の時間中に修了証をt!lきます。本来ならば、講座のキャプチンの手。きなのです
が、講座中なので代わりに記入しておきます。

また、当日受付のものだけでなく、名前の間巡っているものについても特き直しをし

ます。

＠修了証が；！｝きあがったら、講座に配布して田ります。

2 ) 案内

子どもの講座を凡に来られた保護者の方、そのほかY0 U進サタデーに来て下さった方

を迎える窓口となります。必ず一人は本部テントにいるようにしています。

3 ) 時間管理

講座終了時間が迫ると講座を凶って、夢中になっているキャプテンたちを激しくせかす

役目です。講座も好きなだけ出来ればいいのですが、閉会式の時IUJに間に合わなければ、
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お迎えの方にも迷惑です。また、参加している方は、全員閉会式で成果発表をしてほしい

ので、時間内に終わることはとても重要なことです。

4 ) 救急医療

講座中の子どもたちは、講座のスタッフが賀任を持って見ていますので、主に救急箱の

管理でーす。今のところ、大きな怪我や病気がなくやってきましたが、小さな怪我や病気は、

毎回必ずあるので、それに対処します。

5 ) 事前チェック

前日までの仕事ですが、名札・領収容 ・修了証をチェックします。できていない講座に

は呼びかけます。全部そろうまでチェックします。キャプテンが責任を持ってやっていま

すが、後から参加が決まった子どもなど、行き届かないこと もあります。名札がなかった

り、間違っていたりしないように、慎重にチェックする必要があります。

6 ) その他

当日は、講座を見て回っている内に、いろいろ足りないものなど頼まれます。また、会

場から出ている子どもがいないかもチェックします。講座が終わった後に、各講座の片づ

けの状況をチェックすることも仕事のひとつです。

3. トラブル対応

当日本部スタッフの話とは少しずれますが、トラブルに対して、当日混乱がないように、

スタッフ全員がどのように対応してきたか述べたいと思います。

1 ) 雨対策

第一期、第二期では、全く雨が降りませんでした。 しかし、今期は降水確率の高い状況

があり、対策を誹じました0

・校舎の玄関 ・エレベーターの前に、足拭きマット n、らない毛布など〉を敷いた0
．カッパを用意した。

．傘を人れるビニール袋を用意した。

2 ) 水道対策

第9回は、上下水道の改修工事と重なったため、予定していた教室の多くで水道が使え

なくなってしまいました。そのために、水を使用する講座やトイレについて、次のような

対策を立てましたc

・大きなポリバケツ ・ビニールプールを用意した。 （水の補給用）

．ホースを用意したc

結局先生方のご厚意により、唯一終日水道を使用できた自然科学校舎を使用させていた

だきました？自然科学校舎は新築されたばかりで、ガスさえも通っていなかったところを、

当日までに使えるようにして下さった先生方に、厚く御礼申し上げます。

3 ) 駐車場対策

道路拡仮工事のため、 9月から JF:門が閉鎖されてしまいました。構内への車の乗り入れ

が出来ない状態になり、子どもの来降時の安全の確保が難しくなりましたc また、少しば

かりの駐屯場も全く使えなくなってしまいましたc そのため、次のような車に対する対策

を講じました
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・各家庭に前々日に電話連絡をして、状況を理解していただき、駐車を伴う車でのご来

場は遠慮、していただいた。

・駐車場係を多く配置し、歩いてきた子どもを安全に誘導するとともに、子どもを車で

送ってきた保護者の方については、車を交通量の少ない北門まで誘導した。

・各門から受付までの誘導を徹底した。

4. 反省 ・感想

第一の反省は、 “とにかく仕事がわからない”ということに加え、来て下さった先輩方

の手を煩わせてしまったことです。そうなってしまった要因には、本部の仕事をだれも知

らなかったこと、人数が少なかったことの 2点があります。人数は、少なくとも、ちゃん

と本部にいることの出来る人聞が4人は必要です。今回は、副スタッフ長が写真・記録係

をかねていた事などにより、人数が少なくなってしまいました。仕事内容は、一番混乱す

る当日受付については、簡単ですが、今図書かせていただきましたので、参考にしていた

だきたいと思います。

講座を見て回っていると、子どもたちの生き生きした姿と、それに負けずにはりきって

いるスタッフの姿がいたる所で見られました。講座が終わって閉会式の会場に向かう子ど

もの中には、わざわざ、本部テントまで作ったものを見せに来てくれる子もいました。本

部テントにいると、直接子どもと関わる場面は極端に少なくなります。それでも、誰かが

やらなくてはならない仕事なので、いやがらずに、交代しながらやっていってほしいと思

います。講座のスタッフとして参加するのとは、また違った感想をもてるかもしれません。

2年生の時から、 Y0 U遊サタデーに参加して、その度に違う感想を持っていた気がし

ます。今期は、講座スタッフとして参加することが少なくて残念でしたが、その分、色々

な講座を見て回ることができて楽しかったです。縁あって、 4年の最後まで関われたこと

を、大変嬉しく思います。ありがとうございました。

p
h
v
 

内
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＜① 受付係 ＞
【受付のお仕事】

各講座から l名が、受付の係についてもらいます。受付係の人は当日、子どもたちを

迎える玄関の役となり、子どもたちの手にしているY0 U遊カードと名前を確認します。

前もってキャプテンが用意してくれている名札に間逃いがないように、そして、 1日の

始まりを快い笑顔で始められるように受付係の人は、十分な注意を払いながらの仕事と

なります。でも、決して大変なものではありません。たった一つのことを忘れずにいて

くれれば、 Y0 U遊サタデーは成功に終わる！と、言ってもいいのではないでしょうか。

それは、 “笑顔”です。子どもたちの中には、緊張しながらやってくる子もいます。小

さい子は、特にドキドキが大きいと思います。そんな不安を打ち消してくれる優しいお

姉さん、お兄さんたちであることを示すためにも、受付の笑顔は大切なんです。子ども

たちの元気な挨拶に負けない挨拶を交わしたら、もうそこからY0 U遊サタデーが始ま

ります。だから、とっても大切な役とも言えるでしょう。子どもたちの、知らないとこ

ろに来る不安や、怖いお姉さん、お兄さんだったらどうしようという心配を跳ね除ける

くらいの元気な挨拶と、優しい笑顔は、受付係には欠かせない仕事となっています。

また、子どもたちゃ、参加者との関わりだけでなく、参加者と本部との架け橋ともな

るのが、受付です。当日は、何が起こるかわかりません。欠席する人、参加したい人、

代わりに来た人など、キャプテンが、何度も何度も確認していても、参加してくれる人

たちの変更はあるものです。それが、受付を通して、キャプテンや本部へ連絡が行き、

当日参加者の名札や修了証の準備を行うこととなります。 1日の始まりの大事な仕事を

受け持つのが、この仕事です。

【受付の準備と心構え】

以上の当日のお仕事はもちろんのこと、当日までの準備としては、細かいところで多

少あります。受付の名簿作りや、参加賀 ・教材費の確認、名札や領収書、修了証の臨認

をすることも仕事となっています。子どもたちの参加状況を本部と連絡し、子どもたち

一人一人の名前や名札の欠損がないか、事前に見ておくことは、参加してくれた子ども

たちをがっかりさせないためにも重要となってきます。

当日の受付場所の準備にも、ちょっとしたところの気配りが大切になってきます。そ

れは、受付の場所や、受付をする講座の名前の位置が、参加者の目に付くところになけ

ればいけないと言うことです。一番混雑する場所だからこそ、受付の位置は、ぱっと見

てすぐにわかるところに準備することにも注意を払っておく必要があります。

子どもたちを迎える玄関として、受付係は“笑顔”を忘れず“元気”に挨拶をし、子

どもたちの心と打ち解ける場所としてこれからもみんなを待っています。

（千葉綾子〉
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＜② 駐車場係＞

駐車場係の仕事は、主に学校の人り Uに立ちY0 U遊サタデーに来てくれた子どもたち

を安全に誘導し、対りの時も安全に子どもたちが帰れるように見送ることである 3 初めて

YO U遊サタデーに来てくれた子どもたちは大学という見慣れない場所に来たので、不安

な気持ちでいる。その不安な気持ちを最初にやわらげてあげられるのは駐車場係である。

また、 Y0 U遊サタデーを終えて楽しかった気持ちを胸に秘め、帰る子どもたちと最後ま

で会えるのは駐車場係である。子どもたちが楽しいという気持ちを持ったまま帰ることが

できるように、事故が起きないように見守ることも駐車場係の大切な仕事である 3

駐車場係は、目立つ仕事ではない。しかし、なくては困る係であると思う。学校には駐

車場がなく、係員も少なく大変だった。雨が降った日もあり、その中を傘もささずに仕事

をしてくれた係員もいた。遅れてきたり、早めに帰る子もいるので、係員は自分のやりた

い講座の仕事をやめてまで、駐車場係の仕事を行ってくれた。とても地味な仕事だったが、

係員になった人は黙々と仕事を行ってくれてありがたく思う。

見方を変えれば、駐車場係はY0 U遊サタデーの顔と言っても~＇~、と思う 。 Y 0 U遊サ

タデーに来てくれた子どもたちゃ保護者の方々は、まず駐車場係の人に接するだろう。こ

のときの対応の仕方でY0 U遊サタデーの印象が決まると言うこともある。このことを忘

れないで駐車場係は仕事を行ってし、かなくてはいけないと思う。.i;iJJに会った子どもたちと、

帰りの時には笑顔で挨拶ができることが、係員をやっていて一番熔しいことであり、駐車

場係でなくては味わえないことかもしれない。
（宮沢 元）

く③ 開閉会式係〉

1. 開会式

今期の開会式は 「明るく、楽しくいこうJがねらいであった。なんといってもY0 U遊

サタデーの始まりなのだから、楽しい雰囲気で、リラックスできるような一時にしたいと

願った。

さて、 Y0 U遊サタデー当日。子どもたちは図書館の前の受付で、お姉さんに優しい声

をかけてもらって受付を済ませていた。後ろを振り返ったときにはすでにお兄さんやお姉

さんが立っていて、 「スライムに参加するのかな？座るところはこっちだよ。Jと、手を

つないで連れていってくれるのであった。（この誘導が開閉式係の仕事の中心になるのであ

る。） そして図書館二階の会場に入ると、ジャテャーン！正面の黒板にはクマやキリンや

ライオンが楽しそうにしている、色紙で作られていてカラフルな貼り絵があり、黒仮の縁

には紙で作られたひまわりやパラの花が飾つである。そして、トトロやセーラームーンの

音楽が流れていて、子どもたちは、なーんかはずかしいんだけど楽しそうだな、という表

情になっていくのである。開会式が始まる 30分も前に会場に来ていた子どもたちは 「今

日は何時に起きたの？ J 「誰と一緒に来たの？ Jなどと聞かれて、沢山の子どもたちが築
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まってくる頃にはすっかり会場の雰囲気にとけ込んでいる様子だった。

今期の特徴として、開会式が始まる前にパフォーマンスがあったことがあげられる。い

くら楽しい雰囲気だからといっていても、何もしなければ飽きてきてしまうのは当然であ

る。そこで、パフォーマンスをして、 子どもたちを楽しませてくれる人を探した。そして、

第8回と第 10回は数学科 3年の竹下雅道君が剣玉やこま廻しを披露し、会場を沸かせて

くれた。第 9田は社会科 2年の登坂武人君

、小宮山博君がよく飛ぷイカ飛行機の作り方を実演し、子どもの興味を引きつけてくれた。

開会式の始まる前といっても、この時間は大変重要で、子どもたちに 「つまらないJとい

う気持ちにさせてしまうことは絶対に避けなければならない。しかし、今期はこのパフォ

ーマンスのおかげで子どもたちの気持ちが高潮に逮したままの状態で開会式に入ることが

できた。

また、開会式の時の歌も今期はニューパージョンができた。 「あわてんぼうのサンタク

ロース」のメロディーに乗せて、比較的歌いやすい明るい歌ができた。この歌の練習も開

会式の前にやってみて、少しでも印象に残るようにしたロこの歌の最後には 「へイ！」と

いう言葉があるのでそのときには片手を高くあげるようにする、といったところもユーモ

アたっぷりに仕上がっていた。

午前の開会式は 20分間、始めるのも終わりにするのも時間通りでなければならない。

開会式のポイントとなる講座紹介に時間をかけるために、そのほかの部分をずいぶん省略

した。はじめの言葉は司会者の 「Y0 U遊サタデーの始まりでーす。」ではじめ、実行委

員長、先生のお話の手短にしていただいた。そして、講座紹介に多くの時間を割いたのだ

が、これが子どもたちを飽きさせなかったようだ。司会進行するときには、実行委員長の

ことは 「キャプテンたちの中で一番偉いキャプテンのお姉さんJ、先生のことは、 「信州

大学の先生ですよ。Jと子どもたちにわかりやすい言葉で語りかけるように配慮、した。

午後の開会式は講座の数が少なく、午前に比べ明らかに寂しい会場になってしまうのだ

が、参加者には、午前の参加者と同じような気持ちでいてもたらいたかった。時間は 10 

分間で先生の挨拶も歌も省略したが、開会式前にはパフォーマンスを披露したり、歌を歌

ってみてリラックスできるような一時にすることができた。

開会式が終わってから教室に移動する時間は 10分、新しい西校舎までは距離があるの

で、早く移動できるように、子どもたちが迷子にならないようにキャプテン ・スタッフに

はきちんと誘導してもらうようにお願いした。そのために、開会式会場でも、キャプテン

・スタッフが子どもの席の隣に座るようにし、すぐに移動できるようにしたのだが、そう

することで、早い段階から子どもとコミュニケー ションをとることができ、よい効果とな

ったようだった。

2. 閉会式

閉会式は講座が終わってから 10分後、時間通りに始まるかが最大のポイントである。

講座を持っていないメ ンバーが教室を回り、閉会式に間に合うように時間を知らせたり誘

導をきちんと行うように連絡するようにした。

開会式と追い、会場に子どもを誘導するのは各講鹿のスタッフになる。第8回のときには

2講座が時間に遅れ、 l講座は閉会式に出ることができなかったという失敗があったが、

第9、 10回では多少遅れた講座も出たが、成果発表には間に合うことができた。
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閉会式の時間は 20分が成果発表主となる。成果発表の時は参加者、キャプテン・スタ

ッフ全員がステージに上り作ったものを披露したり、感想を言ったりする。キャプテンの

「00を作って、こんなことを頑張りました。Jという紹介で、子どもたちが成果を盤露

するときはとてもいい表情で、見に来ている保護者の方々も感心したり、とても喜んでく

れていた。 20分という時間はなかなか守れず、どうしても時間が延長してしまうのだが、

子どもたちはすべての講座が終わるまでおとなし くしていて、十分満足している犠子だっ

た。

最後に、席に座っている状態でネームをスタッフに渡してもらい、帰る準備をしてもら

った。そして、 「交通事故に~わないように家に帰るように」 「お家の人のお迎えを約束

している子はお家の人が来るまでスタ ッフと一緒にいるように」ということをきちんと約

束した。この後、スタッフが見送りをするのだが、最後まで、子どもたちの安全に責任を

持つことを第一に考えているので、重要視した。 最後は全員で拍手をして終わりにした

のだが、会場にいるすべての人が閉じ時を、十分楽しんでくれたことがとてもよかった。

3.前日準備

会場の椅子を並べるのは、スタッフ全員で協力して行った。その後の飾り付けは開閉式

係で行った。黒J阪の飾り付けの他に、 Y0 U遊サタデーの歌の歌調と、会場図を入り口に

用意した。座席の椅子には、各講座ごとに講座名を書いた紙を貼り、スタ ッフにも子ども

にもわかりやすいようにした。

また、今期は 3回とも雨の心配をする必要があり、傘を入れるためのビニール袋を土井

先生に用意していただいた。そのほかにごみ箱も用意した。

4.注意すること

開会式、閉会式とも、子どもたちを飽きさせずに楽しい雰囲気にすることが大切なのは

もちろんだが、それ以上に、子どもたちの安全に気をつけることが重要である。今期は、

子どもの隣にスタッフが座り、常に子どもの様子に気を配っていたことがとてもよかった

が、トイレに行ったり、教室に忘れ物を取りにいったりするときに、スタッフが知らない

ようでは子どもに事故がないとも限らない。また、閉会式の後の見送りも、子どもが一人

にならないようにし、最後まで子どもの安全に責任を持つことが重要であることを、スタ

ッフ全員に理解してもらうことも開閉式係の大切な仕事である。

5.司会進行

開会式

1. はじめの言葉

2.実行委員長のあいさつ

3. 実践センター長の先生のあいさつ

4. 土井先生のあいさつ

5. 講座紹介

6. うfこ

7. 終わりの言葉

＊午後の閉会式は 3、4、6を省略

閉会式

1 .はじめの言葉

2. 成果発表

3. 実行委員長のあいさつ

4. 諸連絡 （ネーム集め、 交通安全）

5. おわりの言葉

（小林理英）
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＜④ C o o k i n g隊 ＞

材料 （スタッフ 90名の場合約 10 0人分）

古おにぎり

口 お米約40 k g 

口 ふりかけ 8袋 〈長崎屋 l階の 10 0円ショップにて ゆかりなど〉

口 海苔 4袋 （向上）

口 たくわん 2袋 白菜漬け l袋（スパーにて〉

会豚汁

口 お肉 豚コマ約800g （今回は118円／lOOgをダイエーにて）

口 ジャガイモ 3袋（以下スパーにて）

口 コンニャク 4袋（8枚）

口 ニノジ’ン 8本

口 大根 6本

ロ ゴボウ 6本

口 お味噌 （ダシ入り） 2パック

お仕事

。前々日

事前に連絡を取って土井先生とともに買い出し。その際車を出してくれる人を事前に頼

んでおくと非常にスムーズに事が運ぶ（あっしー君兼荷物持ち） 。もし見つからなけれ

ば、荷物持ちを l人頼む。豚汁の材料は調理室へ、おにぎりの材料は実践センターへ。

。前日

今回はお肉とふりかけと海苔を買い出しに行った。

午後なるべく早い時間から豚汁＆おにぎり作り。Cooking隊員を分担して能率よく行う

（今回は13:30スター 卜20:00終了） 。

※lおにぎりが腐る心配があれば、炊く前に炊飯器 lつ （9合）につき小さじ 1杯の酢

を入れるとよい （by生協食堂のおばちゃん）。

※2おにぎりのお盆は生協のおばちゃんに言えば大きいのを貸してくれる （多分〉。

200個（一人2個）を目安で－。

※3炊くfilは、炊飯器2台×3回 （9合×6) 

※4ふりかけは 9合につき l袋。海苔は l畳を8割。

※5豚汁は6つの鍋で作るとちょうどよかった。

朝おにぎりを作るため、炊飯器の予約をする （9合×2台）。

麦茶を作る。お漬物を切る。
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。当日

胡7:00～7:30頃に集まって、おにぎり作り （お昼用〉＆豚汁を温める。

まぼろ場に豚汁、おにぎり、割り箸、器、おt貨物、麦茶、湯呑み茶碗 （実践センターの）

を出してスタッフの人に食べてもらう。

8:30には片付ける。器、湯呑み茶碗などは洗う。

お昼になったら、残っている豚汁を温めて実践センターに持って行く。

余ったおにぎりなどは、反省舎の時に出す。

反省会が終わったら、しっかり後片付けをし、生協から借りたものも忘れず返す。実践セン

ターも炊飯器や器など使ったものは決められた場所へ返す。割り箸やお米などは倉庫へ。

台余っているもの

お米6kgぐらい、割り箸、器、ふりかけl袋など。事前に確認してください。割り箸や器は買わ

なくてもよいと思う。

反省会について

今回の予算 i人500円分×70人＝35000円

会質 学生l人300円

会場 生協食堂

内容 缶ビール60本缶ジュース（きりり）20本計80本

料理は予算から飲み物の金額をヲI ~、た金額で作ってもらった。

いなりずし、鳥の唐揚げ、しゅうまい

反省会の場所は参加人数の予定を早めに把捜し、生協食堂で行う場合は早めに予約をする。

土井先生や実行委員長とまめに連絡を取り合いましょう。

文n第8回YOUサタCooking隊隊長

以上は第8回信大Y0 U遊サタデーでの活動をもとに作成したマニュアルです。これは

あくまでも参考ですのでその時その時に応じた材料や盆を決めて下さし、。今年も家庭科の

皆さんが中心となるかと思いますが楽な仕事ではないので今後の存続も含めて人数や体制

を考えていってもらいたいと思います。

今まで作りすぎたかなと思うときもありましたがみんな残さず食べてくれてとてもうれ

しかったです。またCo o k i n g隊隊只の皆さんにも講座のスタッフの傍ら本当に良く

やってもらいました。どうもお疲れさまでした。そして多くの面で支えて下さった漆戸先

生、土井先生本当にありがとうございました。
（斉藤かおる）
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＜⑤ 写真 ・記録係 ＞

写真・記録係の仕事は、 Y0 U遊サタデー当日に、写真とビデオを撮ることである。た

だ撮るだけでなく、気をつけることがある。それは、子どもたちとスタッフたちの、生き

生きとした婆を撮るということである。この写真は、 Y0 U遊サタデー終了後、実践セン

ター内に掲示され、後に、この実践記録の写真として使われる。残った写真はスタッフた

ちに配られる。責任は重大である。

ビデオは、後に編集して使われる。編集作業はスタッフの中でビデオ編集ができる人が

行うが、その量が膨大であるので、大変な作業になる。

写真 ・記録係は、二人からなるが、一人が、一回の半日で使うフィルムとビデオテープ

の量は、フィルムが36枚撮りで2～3本、ビデオテープが60分 Bmmテープで1本で

ある。今期のY0 U遊サタデーで使った総盆はフィルムが24本（ うち、 24枚撮りが3

本〉ビデオテープが 12本である。これら全てが、今期のY0 U遊サタデーのビジュアル

としての記録である。
（野本聡）

＜⑥ 前日設営係 ＞

前日設営係の主な仕事は、本部テント張り、看板の設置、各教室のタイトル張り、ごみ

箱の設置などがあります。前日の流れは、 「（ 2 ）スタッフマニュアノレJに明記してあり

ます。そこで主だったものについてその役割を考えてみようと思います。

まず看板は、 「目立つ」ということがl番大切です。第8回のY0 U遊サタデーで看板

を見て、参加 してくれた方がいら しゃいました。このようにしっかりとした看板は、来る

方や近所の方に対し、お知らせしたり、参加を呼びかけたりする役割を果たします。また

正門の他に、中にも 2つほど絵入りの看板を設置しています。これは、ムードを盛り上げ

る効果があります。このような効果も大切にしていきたいと考えています。

テントは、本部の人がいるところです。救急箱が置いてあったり、困った方に対しいつ

でも対応できる「何でも屋」の意味もあります。また、スタッフが情報を確認しあったり、

指示を受けたりする 「司令塔」の役割も果たしています。一日中いてくれるスタッフ長な

どが縁の下の力持ちとなって、 Y0 U遊サタデーは成り立っているのです。 したがって、

テン トはみんなから見えるところにあり、重要な目印なのです。

そのほかにも、各教室のタイトル張りやごみ箱・ほうきの設置があります。この2つの

重要なところは、 参加してくれる子どもたちの気持ちゃ視線、講座の流れを良く考えて準

備することです。そこで各教室はもちろんのこと、 トイレにも見えるように貼り紙をした

り、エレベーターのところにも、その建物の中で行われる講座の教室一覧を見ることがで

きるようにしました。また、ごみ箱やほうきもあらかじめ目立つところに置き、いつでも

使えるようにしました。目立たないところの準備も前日準備の大切なところと言えるで し

ょっ g
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最後に、 Y0 U遊サタデーは雨に降られ

たことが、第 10回の終了間際にしかあり

ません。 しかし雨が降りそうなときの準備

も大切な仕事となります。建物の入り口に

雑巾を敷いたり、濡れた傘を入れるビニー

ル袋を用意したりというのも大切なことで

す。

このように前日準備では細心の注意を心

がけています。そして前日準備も本番と閉

じようにみんなで取り組むことが当日の成

功をもたらしていくのです。

（今井健文）

＜⑦  備品管理係 ＞
備品管理係は第二期Y0 U遊サタデー最終反省会の時に発足し、今期（第三期）から活

動を開始した係である。備品管理係ができるまでは、備品管理係が行っている仕事はすべ

て本部が行っていたため、 Y0 U遊サタデー開催の前後数日の本部の負担はかなり大きか

った。また備品の管理がどこで行われているのかがはっきり していなかったため、講座の

キャプテンが備品の請求をどこに行って良いかわからず、講座に必要な道具が充分そろわ

ない講座があったように思えた。そこで以上のような反省をふまえて、以下に示すような

観点により備品管理係の活動を行うとともに、活動の改普を試みてきた。

1 .備品管理を行っている係を明確にすることにより、各講座のキャプテンが備品の確認

と請求を行いやすくする。

2.備品の管理及び整理を行い、備品の一覧表 （以下備品管理表とする）を作ることによ

り、各講座へ備品の情報を供給する。

3. 各講座のキャプテンに対して事前に講座に必要な備品調査を行うことにより、各講座

への公平な備品の分配を図る。

4.備品の管理 ・整頓を行うことで、不足している備品の補充を円滑に行う。

5.事前に各講座のキャプテンに備品の情報を提供することで、講座内容を作成する際の

一つの指標となるようにする。
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以上のようなことをふまえた上で実際の備品管理係の仕事を紹介していく 。よほどのこ

とがない限り Y0 U遊サタデー終了後にスタッフ全員の手により備品の後片付けをするた

め、前回のY0 U遊サタデーが行われた形のまま倉庫に保管されている。そのため備品の

置き場所はパラパラで各講座ごとに用意された箱の中に備品が入っていることが多い。そ

こで備品管理係の最初の仕事として倉庫内の整理整頓を行い、用途ごとに備品を分類して

おく必要がある。その際分類を行うとともに現在保管されている備品およびその個数を記

録しておく 。これが後に作る備品管理表のベースとなるからである。

倉庫内の整理が終わると続いて備品管理表の作成にはいる。この備品管理表は現在ある

備品を抱握し、不足している備品の補充を行う上で不可欠なものであることは言うまでも

ないが、現在ある備品の情報を備品管理表にまとめ、各キャプテンに提示することは、講

座内容を決定する時や、内容を豊かにしていく時の一つの指針となると考えられるため、

早めに備品管理表を作るとともに、各講座のキャプテンへ配る必要があると思う。

続いて各講座ごとに備品の希望調査を行う。講座の内容、定員によって用意する備品の

種類も追えば数も違う。また新たな講座が開設されればその講座に必要な備品を準備しな

くてはならなし、。そこで事前につくっておいた備品管理表を各キャプテンへ配り、必要な

備品およびその数をチェックしてもらうことによって早めに必要な備品の種類と数を把握

しておく必要がある。この作業は講座に必要な備品を確実に準備をすることにより、各講

座に公平かつ充分に備品が供給され、子どもたちが満足して帰ることができる講座作りを

してもらうための基礎となるので確実に行っていってほしい。

希望調査が終わると各講座から要求された備品のチェックである。各キャプテンから要

求された備品が現在あるもので足りていれば問題はないが、数が足りなかったり、新たに

備品を買わなくてはならない場合もある。そこで何が足らないのか、何を新たに買わな く

てはいけないかをはっきりさせ、購入の手続きをとる。そして最低でもY0 U遊サタデー

開催前日までには講座に必要な全ての備品が各講座のキャプテンにわたるようにしておく。

希望調査が終わり、備品の準備ができれば備品管理係の事前の仕事としては各講座に備

品を配るだけである。各講座ごとに箱を用意しその中へ緋座ごとに必要な備品を入れてい

く。 この時備品管理表が各講座への備品の分配に非常に役立つのでこの時まで大切に保管

しておくこと。また講座準備を行っていて突然必要になってくる備品 （ガムテープやマジ

ック、画用紙、模造紙、のり〉などは少し余分に用意しておき急な要求にも対応できるよ

うにしておくこと。

そして備品管理係最後の仕事は返却の確認である。各講座から使った備品が帰ってくる

が、この時何がなくなっているかを把握しておくことははじめの倉庫内の整理盤頓および

備品管理表を作る際に楽なのでこの時にできればチェ ックしておくと良いだろう。しかし

実際は片づけが非常に忙しく 、この様な作業を行うのは難しいと思う。

以上が備品管理係の仕事である。しかし今年一年間の備品管理係の作業を振り返ってみ

ると、 1.各講座のキャプテンが備品の確認と請求を行いやすくすること、 2.備品管理

表を作りキャプテンに対して備品の情報を供給すること、 3. 各論座へ公平に備品を配る

こと、 4. 円滑な備品の補給することという四つの目的は達成できたのではないかと思う。

しかし 5. 講座内容を作成する際の一つの指標となるよ うにするという備品管理係の究極

の目的は備品管理表を各キャプテンへ配るのが遅く、講座内容が決まってからの情報提供
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にしかならなかったため目的は達成されなかったと思う竺 しかし備品管理表に示された備

品およびその数は、各キャプテ ンが講座内容を決めていく上での一つの情報となり得るた

めぜひ早いうちに備品管理表を配ることをおすすめしたい。さらにY0 U遊サタヂー終了

後の備品の片づけおよび整理がいつも中途半端になってしまっていたことを考えると、備

品の片づけを別の場所で行い、備品管理係が:i'I任を持って行うなど方法を変えていく必要

があるのではないかと思う。

（安l喰和之）

＜③ 外報活動＞

YO U遊サタデーを地域に広めるに当たって、大事なことは、やはり広報活動である。

YO U遊サタデー参加者から採ったアンケートでも、新聞でY0 U遊サタデーを知って参

加という人が半数を占めている （あとは、大学関係者からの紹介が多L、）。 Y0 U遊サタ

デーは、その大きな部分を、新聞社に頼っていると言ってよい。

3月の末に、長野市内の新聞社やテレビ局等の報道機関を回って、 Y0 U遊サタデーの

広報の依頼をしてきた。その時には、年間計画しかわからないので、その計画と、 YOU  

遊サタデーの参加者募集のお知らせを報道していただけるようお刷L、した。報道各社の対

応は十人十色であったが、おおかた良く受け入れられているようである。ある社では 「頑

張ってくださいねJと激励された。

長野市内に比べると、第 10回の会場である松本では、まだ知名度が低い。また、第9

固から 1カ月後ということもあって、新聞社への広報依頼も遅れがちになっていた。その

ため、会場の信州大学畑町キャンパス周辺の小学校に、直接参加者募集のプリントを配布

して回った。その結果、多数の応募があったが、募集締め切り日直前に配布したというこ

ともあって、参加を見送った子どもたちも多くいたようであった。

参加者を募るためには、やはり報道各社の力に頼らざるをえなし、。だが、それだけでな

く、私たちから直接情報の発信もしている。今期からインターネットのホームページを利

用して、参加者の募集も始めた。今のところインターネットを見ての応募はないようであ

るが、今後、インターネッ トの普及によっては、ホームページの活用も考えられるであろ

う。最後に、参加者募集の報道をして下さった報道各社に感謝申し上げたい。

（野本聡）
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あとがき

古来、 「石の上にも 3年」といわれる。学生たちの自主的・自発的な取り組みとして始

まった「信大Y0 U遊サタデー」も 3年の節を刻み、合計10回の経験を積み重ねてくるこ

とができた。これもひとえに信州大学教育学部に学ぶ学生たちの教育への情熱と、その活

動を温かく見護り応援して下さっている全教職員の皆様のご指導・ご鞭提の賜物である。

そしてまた、今年度もこのような実銭記録をまとめることができたのは、大学当局の深い

ご理解とご支援のおかげである。ここに記して衷心より感謝を捧げたいと思う。

「信大Y0 U遊サタデー」とは、これからの我が国の学校教育を担って立つ志を抱いた

学生たちが、自らに課した実践の場、鍛えの場である。平成 9年度の第四期実行委員会も

間もなく発足しようとしている。私も一人ひとりの学生と苦楽をともにしながら、教育の

未来について大いに希望を語り合っていきたいと思っている。

今後とも，さらに一層のご指導・ご鞭揺を賜りますようお願い申し上げます。
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＜編集後記 ＞
主ゴネLCD言言論芝

中村 典史

雪が降らないと騒がれている今年にしては珍しく大宮となった 2月22日、 ？第三期

「 fd• 大 Y 0 U遊サタデー の実践‘は完成しましたc 昨年が2月の本に完成したとの事で

すから、 1週間近く早いわけですn このように作業かスムーズに進んだのも、実行委員会

の入念な下準備と、編集委員会のたゆまぬ努力の瓜果であり、心からお礼申し上げたいと

思t、ます。

加納 文香

卒論に没頭し、気がつくと、絹集作業は終わりに近づき、私たち i年也の原稿を待って

くれていました 毎晩頑煩ってくれたみなさんに心から感凋します。
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